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 （計算書第  号）

計 算 書

盛土（仮置土）

 測  点  距  離  断 面 積  平  均  立  積  摘  要  測  点  距  離  断 面 積  平  均  立  積  摘  要
 No.2 　(ｍ)  (㎡)  (㎡)  (m3)  No.2 　(ｍ)  (㎡)  (㎡)  (m3)

+17.90 0.00 +17.90
 No.3 2.10 0.95 2.00  No.3

1.90
 No.4 20.00 32.55 651.00  No.4

63.20
 No.5 20.00 87.15 1743.00  No.5

111.10
 No.6 20.00 145.35 2907.00  No.6

179.60
 No.7 20.00 213.45 4269.00  No.7

247.30
 No.7 11.40 277.65 3165.21  No.7

+11.40 308.00 +11.40
 No.8 12.00 154.00 1848.00  No.8

+3.40 0.00 +3.40

105.50  小  計 14585.21 0.00  小  計 0.00
 合  計 14585.21  合  計 0.00
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はじめに 

本業務は佐野地区に計画されている新施設整備事業のための地質調査である。本業務

の位置づけは1次調査とし、地盤の概要把握を目的とする。 

今後の土木構造物計画・建築物計画の実施設計に必要な調査・試験類は本業務以後の 

2次調査にて実施する。 
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1.調査概要 

調 査 名：平成27年度 新施設整備事業 地質調査業務委託（伊豆市佐野地区） 

調 査 地：伊豆市佐野 地内 

調査目的：基礎設計に必要な地盤状況の概要を把握する。 

調査内容：1)調査ボーリングφ66㎜  3箇所 38.0m 

2)標準貫入試験   1m毎 38回 

3)試料採取       シンウォール  1試料 

4)土質試験                            8試料 

   5)岩石試験                            2試料 

   6)解析等調査                1式 

詳細数量内訳を次頁に示す。 

調査期間：自 平成27年 6月 3日 

至 平成27年10月30日 

 調 査 者：株式会社 東  日 

    業務代理人 大井 寿彦 (技術士 応用理学部門) 

          主任技術者 大井 寿彦 (技術士 応用理学部門) 
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工  種  ・ 種  別 細    別 単位 設計数量 実施数量 比較増減 備    考

機械ボーリング 調査孔 粘性土・シルト m 3.20 3.20 ±0

φ66mm 砂・砂質土 m 4.85 4.85 ±0

礫混じり土砂 m 2.55 2.55 ±0

玉石混じり土砂 m 7.95 7.95 ±0

軟岩 m 19.45 19.45 ±0

合計 m 38.00 38.00 ±0

標準貫入試験 粘性土・シルト 回 2 2 ±0

砂・砂質土 回 3 3 ±0

礫混じり土砂 回 3 3 ±0

玉石混じり土砂 回 8 8 ±0

軟岩 回 22 22 ±0

合計 回 38 38 ±0

乱れの少ない試料採取 シンウォール 試料 1 1 ±0

土質試験・岩石試験 土粒子の密度試験 試料 8 8 ±0 土8試料、岩石0試料

土の含水比試験 試料 9 9 ±0 土8試料、岩石1試料

土の粒度試験(フルイのみ) 試料 4 4 ±0 土4試料、岩石0試料

土の粒度試験(沈降まで) 試料 5 5 ±0 土4試料、岩石1試料

土の液性限界試験 試料 5 5 ±0 NPを除く　土4試料、岩石1試料

土の塑性限界試験 試料 5 5 ±0 NPを除く　土4試料、岩石1試料

土の湿潤密度試験 試料 1 1 ±0 支持力、安定、圧密検討用定数設定

土の3軸圧縮試験（UU) 試料 1 1 ±0 支持力、安定検討用定数設定

土の圧密試験 試料 1 1 ±0 圧密検討用定数設定

岩石の圧縮強度試験 試料 2 2 ±0 支持層判定

岩石の膨張性試験 試料 1 1 ±0 岩盤の膨張性判定

岩石のCEC試験 試料 1 1 ±0 岩盤の膨張性判定

解析等調査 ±0

　資料整理とりまとめ 式 1 1 ±0

　断面図の作成 式 1 1 ±0

　総合解析とりまとめ 式 1 1 ±0

準備及び跡片付け 業務 1 1 ±0

足場仮設 平坦足場 箇所 3 3 ±0

特装車運搬 100m以下 t 1 1 ±0 B-2で使用

環境保全 仮囲い 箇所 1 1 ±0 B-3のみ

給水費(ポンプ運転) 20～150m 箇所 1 1 ±0 B-2のみ

調査孔閉塞 箇所 3 3 ±0

以上

表1.1 実施数量表 
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表1.2 地質調査数量内訳表  

1.ボーリング掘削(調査孔 φ66mm) (単位:m) 

土質区分 B-1 B-2 B-3 合計 

粘性土・シルト 2.40  0.30  0.50  3.20  

砂・砂質土 2.40  0.95  1.50  4.85  

礫混じり土砂 0.00  1.45  1.10  2.55  

玉石混じり土砂 4.95  3.00  0.00  7.95  

軟岩 5.25  7.30  6.90  19.45  

合計 15.00 13.00 10.00 38.00  

2.標準貫入試験 (単位:回) 

土質区分 B-1 B-2 B-3 合計 

粘性土・シルト 2  0  0  2  

砂・砂質土 2  0  1  3  

礫混じり土砂 0  2  1  3  

玉石混じり土砂 5  3  0  8  

軟岩 6  8  8  22  

合計 15  13  10  38  

ボーリング孔毎の数量は、巻末資料の土質分類検査資料(柱状図)に示した。 
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2. 地形・地質の概要 

本調査地は、伊豆半島の北部～中央部を南から北へ流下する狩野川右岸に位置する。 

狩野川は調査地の南方の天城山脈から北方へ大小の蛇行を繰り返しながら流下する河

川で、調査地付近では幅0.7～1.0km程度の平野部を形成している。さらに北方の修善寺

駅付近では大見川や北又川を合流し、田方平野へと流下する。修善寺駅付近から上流の

狩野川両岸の平坦面は、狩野川の下刻作用により形成された河岸段丘面（柏久保段丘）

であり、比高は30m程度となっている。 

調査地周辺の狩野川の西側(左岸)は、標高250～300mの山地からなり、狩野川に面して

急崖を形成している。一方調査地のある東側(右岸)は、標高200～400mの山地からなり、

狩野川に面して比較的緩やかな斜面を形成している。 

調査地は、東側に段丘～土石流堆と思われる緩傾斜面を有し、この地形面は狩野川に

向かい次第に標高を減ずる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査地北側から見た全景(撮影は平成 27年 6月) 

 

 

B-1 

B-3 

B-2 
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地質図によると、分布する地質は、湯ヶ島層群の修善寺白色凝灰岩類からなっている。

修善寺白色凝灰岩類は、主として火山砕屑岩類・凝灰質砂岩からなり、粗粒の軽石塊を

多量に含む。また、所々、変質作用を蒙り灰白色や緑色を呈し、風化により軟質となっ

ている部分が多い。河床にはその凝灰質砂岩の露頭が見られる。次に示す露頭はボーリ

ング調査B-3地点近くの河床に見られる凝灰質砂岩であり、B-3地点で確認した凝灰質砂

岩と同質である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

B-3 地点西側 河床に露出する修善寺白色凝灰岩類の凝灰質砂岩(変質度低い) 

 



7 

 

            地 質 図   S=1：50,000 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

凡  例 

地質時代 記 号 地  層 地  質 

第四紀 

 

柏久保段丘堆積物 礫・砂および泥 

 

天子火山 

橄欖石輝石安山岩および 

輝石安山岩 

第

三

紀

 

鮮新世 

 

狩野安山岩類 

玄武岩質安山岩・輝石安山岩・

角閃石輝石安山岩および玢岩 

中新世 

 

修善寺白色凝灰岩類 

火山砕屑岩類・凝灰質砂岩・ 

凝灰質頁岩・石灰質礫岩 

および石灰質砂岩 

地質図 「修善寺」工業技術院地質調査所（昭和31年） 

小山真人教授(静岡大学)による「火山がつくった中伊豆の風景 伊豆半島のジオマップ 4(巻末

資料)」における調査地付近の地質は「KDF加殿層」(修善寺白色凝灰岩層相当)に、調査地北端

では「YG-A 安山岩貫入岩体」が分布している。崩壊土砂堆積物は南側集落付近に分布している。

調 査 地 
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3.調査目的と調査方法 

3.1 調査目的と調査方針 

本計画の事業計画と調査目的・調査方針・調査方法を以下に整理する。 

表3.1.1 事業計画の整理 

対象物 調査地区 事業計画内容 

処理プラント 伊豆市佐野地区 

土木構造物(主体) 

建築物 

 これより調査目的・調査方針・調査方法は次のようにした。 

表3.1.2 調査目的・調査方針・調査方法の整理 

調査目的 調査方針 調査方法 

地層の構成と分布の把握 

N値50以上の地層を5m確認 

調査ボーリング 

標準貫入試験 

構造物基礎支持層の把握 

盛土・基礎の 

検討資料収集 

粘性土の定数設定 

乱れの少ない試料と 

サンプリング土質試験 

（力学試験） 
盛土あるいは支持層下の粘性土の 

圧密特性把握 

地盤の液状化判定 

砂質土・礫質土を 

対象に土質試験 

土質試験（物理試験） 

岩盤の支持層判定 岩盤層を対象に岩石試験 岩石試験(圧縮強度) 

変質岩の膨張性判断 

膨張性の兆候ある地層を 

対象に岩石試験 

岩石試験(膨張・CEC) 

表3.1.3 ボーリング調査位置と地形区分 

孔番 計画地内での位置 地形区分 

B-1 南東端付近 平坦地内 

B-2 中央 平坦地内 

B-3 北西端付近 平坦地内 
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3.2 ボーリング調査 

ボーリング調査は、ロータリー式ボーリングマシンを用い、標準貫入試験を併用して実施した。

掘削中は泥水の状態、ハンドルに伝わる振動、掘進速度等により、土質・色調・混入物を観察し、

ボーリング柱状図にこれを記した。ボーリング調査の概念図を次図に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                          図3.2.1 ボ－リング装置の全体図 

      出典：「ボ－リングポケットブック」（平成5年 全国地質調査業協会連合会編） 
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3.3 標準貫入試験 

試験方法は、JIS A 1219に従い、スライムを除去したボーリング孔に次図に示すような標準貫入

試験用サンプラーをボーリングロッドに装着して、静かにボーリング孔底まで降ろし、15cmの予備

打ちを行った後、63.5±0.5kgの錘を76±1cmの高さから自由落下させて打込み、30cmの貫入量に要

する打撃回数をN値とした。ただし、打撃回数は50回を上限とし、50回の打撃で貫入量が30cmに満た

ない場合にはその貫入量を記録した。また、試験用サンプラーにより採取された試料は土質・色調

を観察した後土質標本として整理した。 

 

 

 

 

図3.3.2標準貫入試験サンプラー 

 

 

 

 

 

    図3.3.1 標準貫入試験の概念図 

出典：「ボーリングポケットブック」（平成5年 全国地質調査業協会連合会） 
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3.4 試料採取 

   調査地に分布する粘性土地盤の乱れの少ない試料を採取するために、シンウォールサンプラー

を用いて試料採取を行った。 

 

表3.4.1 サンプラーとN値の目安 

サンプラーの種類 目安とするN値 

シンウォールサンプラー 0～4 

デニソンサンプラー 4～8程度 

 

 シンウォールサンプラーとデニソンサンプラーの構造を次図に示す。 

 

  

     固定ピストン式シンウォールサンプラー    デニソンサンプラー 

図3.4.1 乱れの少ない試料採取に用いるサンプラー 

出典：「ボーリングポケットブック」（平成5年 全国地質調査業協会連合会） 
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3.5 土質・岩石試験 

 土質試験は次表の目的および規格・基準に準じて実施した。 

表 3.5.1 土質試験規格表 

種  類 目的・利用 規格・基準 

土粒子の密度試験 

細粒分の多い土質の10％粒径を求めるため、     粒

度試験の沈降分析を行うのに利用する。 

JIS A 1202 

土の含水比試験 土の基本的性質の計算 JIS A 1203 

土 の 粒 度 試 験 

液状化の次の判定項目を設定するために実施する。50％粒

径(D50)・10％粒径(D10)・細粒分含有率(FC) 

JIS A 1204 

土の液性限界試験 

土の塑性限界試験 

液状化の塑性指数(PI)を設定するために実施する。 JIS A 1205 

土の湿潤密度試験 湿潤密度の設定 JIS A 1225 

土の三軸圧縮試験 粘着力、内部摩擦角の設定 JGS  0521 

土の圧密試験 

粘性土地盤の圧密沈下量、沈下速さ計算するための定数、 

圧密特性の判定 

JIS A 1217 

岩石の圧縮強度試験 岩盤の支持層判定 JGS  2521 

岩石の吸水膨張試験 岩盤の膨張性判定 JGS  2121 

陽イオン交換容量試験 岩盤の膨張性判定 JGS  0261 

(JGS：地盤工学会基準) 

 

 



 13

3.6 使用する主な図書及び基準 

 本業務において使用する主な図書及び基準は次のとおりである。 

表3.6.1 使用する主な図書及び基準 

名    称 編集又は発行所名 発行年月 

地盤調査の方法と解説 (社)地盤工学会 平成26年3月 

地盤材料試験の方法と解説  (社)地盤工学会 平成21年11月 

ボーリング柱状図作成要領(案) (財)日本建設情報総合センター 平成11年5月 

道路橋示方書・同解説 

(1共通編・4下部構造編) 

(社)日本道路協会 平成24年3月 

道路橋示方書・同解説 

(5耐震設計編) 

(社)日本道路協会 平成24年3月 

道路土工 擁壁工指針 

（平成24年度版） 

(社)日本道路協会 平成24年7月 

設計要領 第一集・第二集 NEXCO 総研 平成25年7月 

 

3.7 高さの基準点 

ボーリング位置と高さの測量は、本業務と同時に実施されていた測量業務(他社)に位置出し・

高さ測定を依頼した。その成果品を用いて調査位置図を作成した。 
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4.調査結果 

調査結果をボーリング調査・標準貫入試験(N値)・土質岩石試験に分けて述べる。 

4.1 ボーリング調査 

 ボーリング地点は巻末の調査位置図に、掘削結果はボーリング柱状図に示した。 

地層の分布を推定して推定地質(土質)断面図に示した。 

分布地層をまとめると次表のとおりである。 

 

表4.1.1 地層総括表 

地層名 記号 土質区分 

B-1 

下限深度

m 

B-2 

下限深度

m 

B-3 

下限深度

m 

出現N値 代表N値 

埋土層 B 

シルト主体 

砂礫 

1.10 0.30 0.50 - - 

沖積粘性土層 Ac シルト 2.40 - - 2、2 2 

砂質土層 As 

礫混じり 

シルト質砂 

3.60 1.25 2.00 2～8 2 

段丘堆積物層 Td 

シルト混じり 

砂礫 

4.80 2.70 3.10 6～22 8 

玉石層 G 玉石混じり砂礫 9.75 5.70 - 

50/1～

50/20 

50/14 

変質凝灰質砂岩層 Tf 変質凝灰質砂岩 - 13.45 - 18～38 30 

凝灰質砂岩層 TS 凝灰質砂岩 15.27 - 10.18 

50/3～

50/22 

50/11 

出現N値は、礫障害値を除く。代表N値は、地層の平均N値・標準偏差変動係数を考慮し 

て設定した。その過程・結果は巻末のN値集計表に示す。 
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各地層の特徴と性状を以下にまとめる。 

 

4.1.1 B-1 

1)埋土層(B) 

層厚：1.10m  

主体土質：シルト・砂礫 

色調：暗褐灰色 

出現N値：- 

代表N値：- 

特徴：礫混りシルト主体である。上部は草木根が混入

する。無水掘削にて水位1.01mを確認した。

0.80mより礫の混入が多くなる。 

 

2)沖積粘性土層(Ac) 

層厚：1.30m  

主体土質：シルト 

色調：暗褐灰色 

出現N値：2、2 

代表N値：2 

特徴：含水が多い。粘性中位のシルトである。1.35～1.60mは10mm前後の安山岩円礫と少量の

砂を含む。 

 

3)砂質土層(As) 

層厚：1.20m  

 

図 4.1.1 B-1 柱状図 
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主体土質：礫混じりシルト質砂 

色調：暗灰色 

出現N値：2 

代表N値：2 

特徴：含水が中位である。粘性が大きい軟らかいシルト質砂である。所々に5mm程度の軽石を

混入する。礫分は10%程度となる。 

 

4)段丘堆積物層(Td) 

層厚：1.20m  

主体土質：シルト混じり礫質砂 

色調：暗褐灰色 

出現N値：8 

代表N値：8 

特徴：含水が中位～やや多い。10mm前後の安山岩円礫を50～60%程度が混入する。マトリクス

は粘性土混じる細砂～粗砂である。 

 

5)玉石層(G) 

層厚：4.95m  

主体土質：玉石混じり砂礫 

色調：暗灰色、暗茶褐色 

出現N値：50/8、50/8、50/7、50/20、50/3 

代表N値：50/14 

特徴：礫分は80～90％で、7～15㎝(推定礫径45㎝)コアが全体の30～50％を占める。岩片の端

部は酸化色を呈す。礫種は安山岩で新鮮、硬質である。礫、玉石以外のマトリクス部
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は粘性土混じる細砂～粗砂である。5.4～5.5mに青灰色の砂質シルトを挟む。土質試験

は玉石以外のマトリクスを実施する。1層目の水位は深度1.01m(無水掘削で初日に確

認)であり、2層目の水位は深度5.0m付近にある。3日目の7月8日～6日目の7月13日まで

ほぼ一定である。ケーシング深度は4～11mで、最終日7月13日はケーシング抜管後であ

る。 

 

6)凝灰質砂岩層(TS) 

層厚：5.52m  

主体土質：凝灰質砂岩 

色調：暗青灰色 

出現N値：50/12、50/3、50/5、50/5、50/8、50/12 

代表N値：30 

特徴：B-3とは異なり変質を被っていない青灰色の綺麗な凝灰質砂岩である。しかし、亀裂が

発達し、コアは岩片状(B-3よりは若干良好)である。11.2～11.3m、11.35～11.55mは棒

状コアで採取する。12.6m付近の粘土化部に僅かに膨張性がある。 

 

4.1.2 B-2 

1)埋土層(B) 

層厚：0.30m  

主体土質：シルト・砂礫 

色調：灰褐色 

出現N値：- 

代表N値：- 

特徴：草根が混入する粘性土である。 
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2) 砂質土層(As) 

層厚：0.95m  

主体土質：礫混じりシルト質砂 

色調：暗褐灰色～暗青灰色 

出現N値：- 

代表N値：2 

特徴：粘性が中位、含水が中位である。上部砂分が

卓越し、砂は細～中砂となる。1mのN値の最

下部に径30mmの安山岩亜角礫を混入する。 

 

3) 段丘堆積物層(Td) 

層厚：1.45m 

主体土質：シルト混じり礫質砂 

色調：暗灰色～暗褐灰色 

出現N値：6/32、12/30 

代表N値：8 

特徴：径5～30mmの安山岩の円～亜円礫を40～60%混入する。含水が中位である。マトリクス

は粘性土混じり細～粗砂となる。2.00～2.35m間は礫の混入が殆ど無くシルト質砂状を

呈する。 

 

4) 玉石層(G) 

層厚：3.00m  

主体土質：玉石混じり砂礫 

色調：暗褐色 

図 4.1.2 B-2 柱状図 
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出現N値：50/1、50/4、50/1 

代表N値：50/14 

特徴：礫分が70～80％で、3～13cm(推定礫径40cm)コアが全体の30～80％を占める。10～13cm

コアは1mに2～3個あり、礫種は安山岩で新鮮で硬質である。崩壊性はあるが、著しく

ない。マトリクスはシルト分が混じる細砂～粗砂である。3.80m以深から玉石の混入が

多くなる。 

 

5)変質凝灰質砂岩層(Tf) 

層厚：7.75m  

主体土質：変質凝灰質砂岩 

色調：淡青灰色 

出現N値：27/30、38/30、21/30、36/30、18/30、32/30、34/30、31/30 

代表N値：30 

特徴：変質を被り青灰色に変質した凝灰質砂岩である。RQDは10～20％である、最大コアは長

10cm程度である。7.50～11.80mは亀甲状に亀裂が発達している(密着し開口していな

い）。10m付近は粘土化し、孔壁は膨張である。それ以外は亀甲状の亀裂が発達し、若

干の崩壊性を有す。この付近の試料を膨張性試験に供した。ケーシング12m迄挿入する。 

 

4.1.3 B-3 

1)埋土層(B) 

層厚：0.50m  

主体土質：シルト・砂礫 

色調：暗褐色 

出現N値：- 
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代表N値：- 

特徴：上部5cmは表土(有機質土）である。玉石

混り砂礫状である。礫最大径は250mmである。 

 

2) 砂質土層(As) 

層厚：1.50m  

主体土質：礫混じりシルト質砂 

色調：暗褐色 

出現N値：2/33 

代表N値：2 

特徴：含水は中位である。砂は細砂を主体とし

シルトを含む。5～10mmの安山岩の亜円・亜角礫を20～30%程度を含む。 

 

3) 段丘堆積物層(Td) 

層厚：1.10m  

主体土質：シルト混じり礫質砂 

色調：暗褐灰色 

出現N値：22/30 

代表N値：8 

特徴：含水が多い。10～15mm前後の円・亜円礫を主体とし礫分は50～70%程度である。最大径

は60mm程度となる。礫種は安山岩である。マトリクスは粘性土混じる細砂～粗砂であ

る。水位は無水掘削で確認した。 

 

 

図 4.1.3 B-3 柱状図 
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4)凝灰質砂岩層(TS) 

層厚：7.08m  

主体土質：凝灰質砂岩 

色調：褐灰色～暗赤褐灰色 

出現N値：50/22、50/10、50/8、50/10、50/6、50/7、50/8、50/8 

代表N値：50/11 

特徴：全体的に変質を被った凝灰質砂岩～安山岩質凝灰岩である。岩片内部まで変質が進行

している。亀裂が発達し、礫状～岩片状になり、部分的に10㎝コアとなる。RQDは深度

6～7mが10％である、それ以外は0％である。亀裂は密着しているが、亀裂面に珪化物

や炭酸塩鉱物が付着(充填)している。深度3.1～4.0mと5.0～6.3mは砂礫状である。 
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4.1.3 孔内水位について 

ボーリング孔内で水位観測を行った。自然水位が観測できるまで、無水掘削を行い、 

自然水位を確認できた。 

表4.1.2 孔内水位の確認 

孔番 地盤標高(m) 自然水位深度(孔口-m) 自然水位標高(m) 帯水層記号 

B-1 75.20 

1.01(水位変化有り) 74.19 Ac上限 

4.98 70.22 Tg下限 

B-2 73.41 1.75 71.66 Td中 

B-3 70.86 2.18 68.68 Td中 

     自然水位は、3孔とも無水掘削にて初日に確認している。 

B-1の深度5m付近の水位は掘進深度にかかわらず変化が少なかった。 

これより、調査地の水位は次のことが考えられる。 

1)水位変化の少ない自由地下水は、段丘堆積物層(Td)中の標高70±2m付近にあると考えら 

れる。 

2)調査地南東側では、水路の流水に影響されやすい自由地下水が表層付近にある。 

 

今後の検討(液状化検討等)における設定水位は、変化の少ない方の水位を基本に、 

季節の水位変化を考慮し、観測水位より高めに次のようにする。 

B-1における水位：沖積粘性土層(Ac)の下限深度2.40m≒標高72.8m 

B-2における水位：盛土層(B)の下限深度0.30m≒標高73.1m 

B-3における水位：盛土層(B)の下限深度0.50m≒標高70.4m 
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4.2標準貫入試験(N値) 

 N 値を集計し、巻末資料の N値集計表に整理した。 

出現 N値・代表 N値の設定過程を次表に示す。 

 

表 4.2.1 N 値集計表 

N値 特異値 N値 特異値 N値 特異値 N値 特異値 N値 特異値 N値 特異値 N値 特異値

B-1 2 2 8 8 12

2 8 3

7 5

20 5

3 8

12

B-2 8 6 1 27

12 4 38

1 21

36

18

32

34

31

B-3 2 22 22

10

8

10

6

7

8

8

平均 - 2.0 4.0 12.0 10.0 8.9 29.6

標準偏差n-1※1 - 0.0 3.5 7.1 6.9 4.6 7.1

変動係数v※2 - 0.0 0.9 0.6 0.7 0.5 0.2

N値の設定1.2　※3 - 1 2 2 2 2 1

平均-1/2標準偏差 - 2.0 2.3 8.4 13.5 ※4 11.2 ※4 26.1

代表N値 - 2 2 8 50/14 50/11 30

最大値 0 2 8 22 20 22 38

最小値 0 2 2 6 4 3 18

G層とTS層の値はN値50に対する貫入量

B-2の深度1.15～1.25mの3/11＝8.1/30≒8(As層)とする。

※1 標準偏差はσn-1

※2 変動係数は標準偏差/平均 ※4 平均+1/2標準偏差

※3

出典：「基礎工　2009 vol.37,No4」P11

道路橋基礎設計に用いる地盤物性値の評価

地層記号

B Ac TSTd TfGAs
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4.3 土質・岩石試験 

 土質試験の目的は、1)粘性土の定数設定、2)盛土あるいは支持層下の地層の圧密特性把握、 

3)砂質土・礫質土の液状化検討(水位以下の試料)、4)岩盤の支持層判定、5)岩盤の膨張性判断 

である。土質・岩石試験結果を巻末資料の土質試験結果一覧表およびデータシートに示し、次表

に試験結果をまとめた。 
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 表4.3.1 土質試験結果一覧表(B-1～B-3の8試料) 
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表4.3.2 岩石試験結果一覧表(その1) 

○は岩石試験判定に用いた値を示す。 

○○○○は膨張性判定に利用 
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表4.3.3 岩石試験結果一覧表(その2) 
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以下に各試験結果について述べる。 

4.3.1 湿潤密度（ρt） 

表 4.3.4に一般的な土の湿潤密度の範囲を示した。 

1）As層 

ρt＝1.688g/cm

3

を示し、表 4.3.4 の“沖積砂質土”と比較すると一般的な値である。 

 

表 4.3.4 土の湿潤密度のおおよその範囲 

 

沖積層 

洪積粘性土 関東ローム 高有機質土 

粘性土 砂質土 

湿潤密度ρt 

（g/cm

3

） 

1.2～1.8 1.6～2.0 1.6～2.0 1.2～1.5 0.8～1.3 

出典：「土質試験 方法と解説」地盤工学会（平成 12年 4月） 

 

4.3.2 乾燥密度（ρd） 

表 4.3.5に一般的な土の乾燥密度の範囲を示した。 

1）As層 

ρd＝1.143g/cm

3

を示し、表 4.3.5 の“沖積砂質土”と比較すると一般的な値であ

る。

 

 

表 4.3.5 土の乾燥密度のおおよその範囲 

 

沖積層 

洪積粘性土 関東ローム 高有機質土 

粘性土 砂質土 

乾燥密度ρd 

（g/cm

3

） 

0.5～1.4 1.2～1.8 1.1～1.6 0.6～0.7 0.1～0.6 

出典：「土質試験法」（昭和 56年 土質工学会） 
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4.3.3 土粒子の密度（ρs） 

図 4.3.1に土粒子密度の頻度分布図、表 4.3.6に主な土粒子密度の例を示した。 

1）As層 

ρs＝2.625～2.667g/cm

3

であり、図 4.3.1 および表 4.3.6 の“沖積砂質土”と比較

すると一般的な値である。 

2）Td層 

ρs＝2.695～2.717g/cm

3

を示し、図 4.3.1 および表 4.3.6 の“沖積砂質土”と比較

すると一般的な値である。 

3）G層 

ρs＝2.732～2.755g/cm

3

を示し、図 4.4.1 および表 4.3.6 の“沖積砂質土”と比較する

と一般的な値である。 

 

 

 

 

 

図 4.3.1 土粒子密度の頻度分布図 

出典：「土の試験実習書 」（平成 9年 3月 地盤工学会） 

表 4.3.6 主な土粒子密度の例 

鉱   物 密度ρs（g/cm

3

） 土 質 名 密度ρs（g/cm

3

） 

石   英 2.6～2.7 豊浦標準砂 2.64 

長   石 2.5～2.8 沖積砂質土 2.6～2.8 

雲   母 2.7～3.2 沖積粘性土 2.50～2.75 

角 閃 石 2.9～3.5 洪積砂質土 2.6～2.8 

輝   石 2.8～3.7 洪積粘性土 2.50～2.75 

磁 鉄 鋼 5.1～5.2 泥炭（ピート） 1.4～2.3 

クロライト 2.6～3.0 関東ローム 2.7～3.0 

イライト 2.6～2.7 まさ土 2.6～2.8 

カオリナイト 2.5～2.7 しらす 1.8～2.4 

モンモリロナイト 2.0～2.4 黒ぼく 2.3～2.6 

出典：「土質試験の方法と解説」（平成 12年 4月 地盤工学会） 
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4.3.4 自然含水比（Wn） 

表 4.4.6に代表的な土の含水比測定例を示した。 

1）As層 

Wn＝43.6～57.2％であり、表 4.3.7 の“砂質土”と比較すると一般的な値よりやや

大きな値である。 

2）Td層 

Wn＝17.2～22.6％の範囲にあり、表 4.3.7 の“砂質土”と比較すると一般的な値

である。 

3）G層 

Wn＝7.8～8.2％の範囲にあり、表 4.3.7 の“砂質土”と比較すると一般的な値よ

り小さな値である。 

 

表 4.3.7 代表的な土の測定例 

土の種類 含水比 Wn(％) 

沖積粘土 50～80 

洪積粘土 30～60 

砂質土 10～30 

関東ローム 80～150 

泥炭 120～1300 

まさ土 5～20 

しらす 40～130 

黒ぼく 30～270 

出典：「土質試験 基本と手引き」（平成 12年 3月 地盤工学会） 
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4.3.5 間隙比（e） 

表 4.3.8に土の間隙比の経験値を示した。 

1）As層 

e＝1.333g/cm

3

を示し、表 4.3.8 の“沖積層砂”と比較すると一般的な値である。これは

細粒分が多いことによる。 

 

表 4.3.8 土の間隙比(e)の経験値 

 

沖積層 洪積層 

粘土 砂 腐植土 粘土 砂 ローム 

間隙比(e) 

1.60～

2.40 

0.75～

1.50 

3.80～

8.20 

1.30～

1.70 

0.40～

1.00 

3.00～

4.00 

備考  As  

N=10 

内外の粘土 

  

出典：「土質調査の基礎知識」（平成 5年 11月 鹿島出版会） 

 

4.3.6 飽和度（Sr） 

表 4.3.9に土の飽和度の経験値を示した。 

1）As層 

Sr＝95.5％を示し、表 4.3.9の“沖積層砂”と比較すると一般的な値である。 

表 4.3.9 土の飽和度(Sr)の経験値 

 

沖積層 洪積層 

粘土 砂 腐植土 粘土 砂 ローム 

飽和度(Sr) 

％ 

100 85～100 100 85～100 60～80 80～95 

備考  As  

N=10 

内外の粘土 

地下水位下では 

Sr=100 

 

出典：「土質調査の基礎知識」（平成 5年 11月 鹿島出版会） 
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4.3.7 粒度組成 

1) As層 

液状化を検討するために水位以下の試料を用いた。 

礫分0.7～23.8％、砂分49.2～57.3％、シルト分17.1～41.0％、粘土分4.6～7.4％で構成さ

れ、肉眼目視観察による代表土質「礫混じりシルト質砂」とほぼ同じ結果となった。 

2)Td層 

 礫分42.8～67.2％、砂分24.7～47.3％、シルト分+粘土分9.2～20.4％で構成されている。

これは、肉眼目視観察による代表土質「シルト混じり砂礫」とほぼ同じ結果である。 

3)G層 

 礫分86.7～87.1％、砂分11.4～11.5％、シルト分+粘土分1.5～1.8％で構成されている。

土質試験試料は、玉石間のマトリクスを試験に供したが、玉石以外の部分も礫が多いこと

がわかる。 
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4.3.8 コンシステンシー特性 

 コンシステンシー特性は、土の安定度を把握するものである。図4.3.2に示すように、

土は含水変化量により液性状、塑性状、半固体状、固体状と状態の変化をおこす。この

状態変化を含水比で表すことをコンシステンシー特性という。 

 

 

 

 

 

図4.3.2 土の状態変化と限界の含水比 

出典：「土質試験 基本と手引き」地盤工学会（平成12年3月） 

 

・液性限界WL：土が塑性状から液状に移るときの境界の含水比。 

・塑性限界Wp：土が塑性状から半固体状に移るときの含水比。 

・塑性指数Ip：WL－Wpの差。 

 

Wn：自然含水比（％） 

WL：液性限界（％） 

Wp：塑性限界（％） 

Ip：塑性指数（＝WL－Wp） 

←　含水比小 含水比大　→

塑性状 液性状固結状

弾性体 塑性体 流動体

半固結状

(Ws） （Wp) （WL)

→←

収縮限界 塑性限界 液性限界
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表4.3.10 コンシステンシー特性 

 

 

 

 

 

 

 

 

これらの値は液状化の検討で利用する。 

 

4.3.9 三軸圧縮試験 

 表 4.3.11 に三軸圧縮試験結果を示す。採取深度が 0.80～1.40m と下位の Td 層を含むが使用し

た試料は上位の As層である。 

 As層の粘着力と内部摩擦角は後述する土質定数の設定の項で述べる。 

表4.3.11 三軸圧縮試験結果 

 

 

 

 

地層記号 As層 

ボーリング・試料番号 
B-1 B-2 B-3 

自然含水比 Wn（％） 
57.2 47.7 43.6 

液性限界 WL（％） 71.2 56.7 46.5 

塑性限界 Wp（％） 34.2 28.1 30.5 

塑性指数 Ip 
37.0 28.6 16.0 

地層記号 試料 粘着力(kN/m2) 内部摩擦角(°) 

As 

B-1  

深度0.80～1.40m 

11.15 10.3 
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4.3.10 圧密試験 

表4.3.12に圧密試験結果を示す。圧縮指数は正規圧密の場合の沈下量計算に用いる。圧密降

伏応力は圧密の状態（圧密未了、正規圧密、過圧密）の判定に用いる(後述)。 

表4.3.12 圧密試験結果 

 

 

 

 

 

地層記号 試料 圧縮指数 Cc 圧密降伏応力 Pc（kN/m

2

） 

As 

B-1  

深度0.80～1.40m 

0.356 66.76 
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5. 考察（地質解析） 

 前記の調査結果に基づき、調査地に分布する地層について以下の項目を検討した。 

 

 1.地層の構成と分布 

2.土質定数の推定 

 3.圧密特性の検討 

    4.支持層について 

    5.液状化の可能性の検討(擁壁の場合) 

    6.岩盤の膨張性について 

 7.設計・施工上の留意点と2次調査時の課題 
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5.1 地層の構成と分布 

 調査結果に基づき、調査地に分布する地層の構成と分布を整理した。 

 本調査地に分布する地層構成は次表に示すとおりである。 

           表5.1.1 調査地の地層構成 

地層名 記号 土質区分 

B-1 

下限深度

m 

B-2 

下限深度

m 

B-3 

下限深度

m 

出現N値 代表N値 

埋土層 B 

シルト主体 

砂礫 

1.10 0.30 0.50 - - 

沖積粘性土層 Ac シルト 2.40 - - 2、2 2 

砂質土層 As 

礫混じり 

シルト質砂 

3.60 1.25 2.00 2～8 2 

段丘堆積物層 Td 

シルト混じり 

砂礫 

4.80 2.70 3.10 6～22 8 

玉石層 G 玉石混じり砂礫 9.75 5.70 - 

50/1～

50/20 

50/14 

変質凝灰質砂岩層 Tf 変質凝灰質砂岩 - 13.45 - 18～38 30 

凝灰質砂岩層 TS 凝灰質砂岩 15.27 - 10.18 

50/3～

50/22 

50/11 

 

1)地層は 7層に区分できた。それは、盛土層(B)、沖積層は 4 層(Ac 層・As層・Td

層・G層)、岩盤層は 2層(Tf層・TS 層)である。 

2)代表 N 値は、礫障害を除き、統計処理(平均 N 値・標準偏差・変動係数を考慮)

して決定した。 

3)地層の堆積傾向は全体的には北(B-3)側へ緩く傾斜しているが、高標高側にある

B-1地点での岩盤層(TS層)の出現標高は、低標高側のB-2、B-3より低く、逆勾

配である。このことは、B-1地点後背にある沢地形による影響していると考え

られる。 
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5.2 土質定数の推定 

 調査結果に基づき、土質定数を検討した。 

5.2.1 各定数の設定に用いた参考資料 

 以下に各定数の設定に使用した参考資料を整理した。標題の(  )は後述する設

定表中での略称を示す。 

本事業計画は「土工」が主体なので、参考資料は、場内に発生することが想定さ

れる擁壁を考慮し「擁壁工指針」を主とする。一方、設定する土質定数の種類は、

編集元の同じ日本道路協会から発行した「道路橋示方書・同解説1共通編、4下部構

造編」の方が多いので、これも参考とする。また、参考資料CのNEXCO資料は、細分

した土質に対応する定数が設定されていることから、これも参考とする。 

 

1)参考資料参考資料参考資料参考資料A(A(A(A(道路橋道路橋道路橋道路橋))))    

 参考資料Aは、「道路橋示方書・同解説1共通編、4下部構造編」平成24年3月 

((社)日本道路協会)47頁に示されている土の単位体積重量、140～142頁に示されて

いる粘性土の粘着力c、砂のせん断抵抗角φ、砂れきの粘着力cとせん断抵抗角φ、

岩盤の粘着力cとせん断抵抗角φについて設定できるものである。 

2)参考資料参考資料参考資料参考資料 B(B(B(B(道路土工擁壁道路土工擁壁道路土工擁壁道路土工擁壁)))) 

 参考資料Bは、「道路土工 擁壁工指針」平成24年7月 (日本道路協会)64頁“4-3 

土の設計諸定数”に示されている未固結土のせん断強度と単位体積重量の求め方で

ある。 

3)参考資料参考資料参考資料参考資料 C(NEXCO)C(NEXCO)C(NEXCO)C(NEXCO) 

 参考資料Cは、｢設計要領第一集｣平成25年7月(NEXCO)に示されている“土質定数

表”で未固結土の土質定数を土の種類とその状態(締まり具合等)の区分から設定で

きるものである。 
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参考資料参考資料参考資料参考資料A(A(A(A(道路橋道路橋道路橋道路橋))))     

1)土の単位体積重量 

土の単位体積重量は次表の土の単位体積重量に示されている。 

 

表5.2.1 土の単位体積重量(kN/m

3

） 

地盤 土質 緩いもの 密なもの 

自然地盤 

砂及び砂れき 18 20 

砂質土 
17 

19 

粘性土 14 18 

盛土 

砂及び砂れき 20 

砂質土 19 

粘性土 18 

出典：「道路橋示方書(1共通編)・同解説」47頁 表-解2.2.4 (社)日本道路協会(平成24年3月) 

 

2)粘性土の粘着力c:N値から非排水せん断強度(粘性土の粘着力cu)を推定することがある。 

        N値が5未満の軟弱な粘性土の場合、一軸圧縮試験qu/2＝cuや三軸圧縮

試験から設定する。  

(加筆：N値から粘着力は次のように設定できる。 

q
u
=12.5N(kN/m

2

)、c=q
u
/2より、c≒6N値(kN/m

2

)) 

 

3)砂のせん断抵抗角φ：次に示すように設定できるとしている。 

φ推定式(1) 

    有効上載圧を考慮した方法 

 有効上載圧を考慮した内部摩擦角の設定方法は次のとおりである。 

N1= 

170N          

σ´v+70 
         

 

σv= γt1・hw+γ´t2・(x-hw）     

 N1: 有効上載圧 100kN/m

2

相当に換算した N値。ただし、原位置のσ´vが 

  σ´v＜50kN/m

2

である場合には、σ´v=50kN/m

2

として算出する。 

 σ´v: 有効上載圧（kN/m

2

）で、標準貫入試験を実施した時点の値  

 N: 標準貫入試験から得られる N値     

 γt1: 地下水位面より浅い位置での土の単位体積重量（kN/m3）  

 γ´t2: 地下水位面より深い位置での土の単位体積重量（kN/m3）  

 x: 地表面からの深さ(m)     

 hw: 地下水位の深さ(m)      

 

砂地盤のせん断抵抗角φを求める。 

φ= 4.8・logN1+21  （N＞5）   

 φ: 砂地盤のせん断抵抗角（内部摩擦角）(°) 

 N1: 上記(1)により求める換算 N値  

  *log は自然対数(計算式上は LN)  

出典：「道路橋示方書(1共通編)・同解説」604～605頁 参考資料2. (社)日本道路協会(平成24年3月) 

 

Td 

B Ac 

G 

As 
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4)砂れきの粘着力 cとせん断抵抗角φ： 

    砂れきのN値は過大にでる可能性がある。したがって、せん断抵抗角φをN値から推定す

る場合には、打撃回数と貫入量の関係を詳細に検討したうえでN値を補正する等の留意が

必要である。 

    洪積世の砂れき層においてよく締まって固結している場合には、せん断抵抗角φの他に

ある程度の粘着力cを有する場合がある。平板載荷試験等を行い、c及びφを推定するの

が良い。 

    沖積世の新しい砂れき層は、せん断抵抗角φのみを有する地盤として評価するのがよい。 

 

5)岩盤の粘着力cとせん断抵抗角φ、土の変形係数： 

    亀裂の少ない軟岩や土丹に対しては、一軸圧縮試quの1/2をもって粘着力cとしてせん断

抵抗角φを無視してよい。風化軟岩の場合には、コアの採取が困難なことも多く、換算N

値300回程度までの軟岩地山の物性値は推定可能であることが確認されている。 

 

6)土の変形係数 

    土の変形係数は次のようにしている。 

表5.2.2 変形係数Eoとα 

変形係数Eoの推定方法 

地盤反力係数の換算係数α 

常時、暴風時 地震時 

直径0.3mの剛体円板による平板載荷試験の繰返し曲線から求

めた変形係数の1/2 

1 2 

孔内水平載荷試験で測定した変形係数 4 8 

供試体の一軸圧縮試験又は三軸圧縮試験から求めた変形係数 4 8 

標準貫入試験のN値よりEo＝2800Nで推定した変形係数 1 2 

出典：「道路橋示方書(4下部構造編)・同解説」285頁 表-解9.6.1 (社)日本道路協会(平成24年3

月) 

 

 

7)地盤反力度の上限値 

 土砂地盤と岩盤の最大地盤反力度は次のようにしている。 

 

表5.2.3 常時における最大地盤反力度の上限値 

地盤の種類 最大地盤反力度(kN/m2） 

砂れき地盤 700 

砂地盤 400 

粘性土地盤 200 

出典：「道路橋示方書(4下部構造編)・同解説」299頁 表-解10.3.1 (社)日本道路協会(平成24年3月) 

 

表5.2.4 岩盤の最大地盤反力度の上限値 

 最大地盤反力度(kN/m2） 目安とする値 

岩盤の種類 常時 

暴風時、 

レベル1地震時 

一軸圧縮強度

(MN/m2） 

孔内水平載荷試験によ

る変形係数(MN/m2） 

硬岩 

亀裂が

少ない 

2,500 3,750 

10以上 

500以上 

亀裂が

多い 

1,000 1,500 

500未満 

軟岩・土丹 600 900 1以上 

出典：「道路橋示方書(4下部構造編)・同解説」299頁 表-解10.3.2 (社)日本道路協会(平成24年3月) 
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参参参参考資料考資料考資料考資料B(B(B(B(道路土工擁壁道路土工擁壁道路土工擁壁道路土工擁壁))))    

    

c推定式 

  粘着力c＝6N～10N（kN/m2） 

   N:粘性土層の採用N値 

  安全側に見て、粘着力c＝6 Nとして求めた。 

出典：「道路土工 擁壁工指針」64頁 (解4-5) 平成24年7月 (日本道路協会) 

 

 

φ推定式(1) 

 

    有効上載圧を考慮した方法 

 有効上載圧を考慮した内部摩擦角の設定方法は次のとおりである。 

 

N1= 

170N          

σ´v+70 
         

 

σv= γt1・hw+γ´t2・(x-hw）     

 N1: 有効上載圧 100kN/m

2

相当に換算した N値。ただし、原位置のσ´vが 

  σ´v＜50kN/m

2

である場合には、σ´v=50kN/m

2

として算出する。 

 σ´v: 有効上載圧（kN/m

2

）で、標準貫入試験を実施した時点の値  

 N: 標準貫入試験から得られる N値     

 γt1: 地下水位面より浅い位置での土の単位体積重量（kN/m3）  

 γ´t2: 地下水位面より深い位置での土の単位体積重量（kN/m3）  

 x: 地表面からの深さ(m)     

 hw: 地下水位の深さ(m)      

 

砂地盤のせん断抵抗角φを求める。 

φ= 4.8・logN1+21  （N＞5）   

 φ: 砂地盤のせん断抵抗角（内部摩擦角）(°) 

 N1: 上記(1)により求める換算 N値  

  *log は自然対数(計算式上は LN)  

 

 

出典： 

「道路土工 擁壁工指針」64頁 4-3 (1)3)(解 4-6)(解 4-7)(解 4-8) (社)日本道路協会(平成 24年月) 

「土地改良事業計画設計基準」 設計「農道」基準書・技術書 (社)農業土木学会(平成 17年 3月) 

このφ推定式は道路橋示方書と同じである。 
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        表5.2.5 土の単位体積重量 (kN/m

3

) 

地 盤 土  質 緩いもの 密なもの 

自然地盤 

砂及び砂礫 
18 20 

砂質土 17 19 

粘性土 14 18 

裏込め土 

・ 盛 土 

砂及び砂礫 20 

砂質土 19 

粘性土 

(ただしω
L
＜50％) 

18 

注) 地下水位以下にある土の単位体積重量は,それぞれ表中の値から9KN/m

3

を 

差し引いた値としてよい。 

 

 出典：「道路土工 擁壁工指針 」66頁 解表4-6 土の単位体積重量   

         平成24年7月(日本道路協会) 

  この表は道路橋示方書と同じである。 

 



44 

 

参考資料参考資料参考資料参考資料C(NEXCO)C(NEXCO)C(NEXCO)C(NEXCO)     

表5.2.6 土 質 定 数 

種類 状態 

単位体積

重量 

(kN/m3) 

内部摩擦角 

(度) 

粘 着 力 

(kN/m2) 

摘  要 

(統一分類) 

盛

 
 

土 

礫および 

礫混じり砂 

締め固めたもの 20 40 0 (GW),(GP) 

砂 締め固めたもの 

粒径幅の広いもの 20 35 0 

(SW),(SP) 

分級されたもの 19 30 0 

砂質土 締め固めたもの 19 25 30以下 (SM),(SC) 

粘性土 締め固めたもの 18 15 50以下 

(ML),(CL) 

(MH),(CH) 

関東ローム 

締め固めたもの 

14 20 10以下 (VH) 

自 

 

然 

 

地 

 

盤 

礫 

密実なものまたは粒径幅の広いもの 20 40 0 

(GW),(SP) 

密実でないものまたは分級されたもの 18 35 0 

礫混じり砂 

密実なもの 

21 40 0 

密実でないもの 
19 35 0 

砂 

密実なものまたは粒径幅の広いもの 20 35 0 

(SW),(SP) 

密実でないものまたは分級されたもの 
18 30 0 

砂質土 

密実なもの 

19 30 30以下 

(SM),(SC) 

密実でないもの 17 25 0 

粘性土 

固いもの｛指で強く押し多少へこむ｝ 18 25 50以下 

(ML),(CL) やや軟いもの｛指の中程度の力で貫入｝ 17 20 30以下 

軟いもの｛指が容易に貫入｝ 
16 15 15以下 

粘土および 

シルト 

固いもの｛指で強く押し多少へこむ｝ 17 20 50以下 

(CH),(MH) 

(ML) 

やや軟いもの｛指の中程度の力で貫入｝ 

16 15 30以下 

軟いもの｛指が容易に貫入｝ 
14 10 15以下 

関東ローム  14 5｛φu｝ 30以下 (VH) 

上表の使用に当たっては、次の点に注意するものとする。 

 (ａ)地下水位以下にある土の単位体積重量は、それぞれの表中の値から1.0を差し引いた値とする。 

 (ｂ)単位体積重量の値を決定する場合、次の点に注意すること。 

  (ｲ)砕石は、礫と同じ値とする。 

  (ﾛ)トンネルずりや岩塊などは、粒径や間隙により異なるので既往の実績や現場試験により決定する。 

  (ﾊ)礫まじり砂質土や礫まじり粘性土は、礫の混合割合及び状態により適宜定める。 

 (ｃ)内部摩擦角及び粘着力の値は、圧密非排水剪断に対する概略的な値である。 

   この場合、盛土に対する地下水，湧水などの影響は考慮していない。 

 (ｄ)砕石，トンネルずり，岩塊などの内部摩擦角及び粘着力は、礫の値を用いてよい。 

 (ｅ)粒度の悪い砂とは、粒径のそろった砂をいう。礫の場合も同様である。 

 (ｆ)粘性土，粘土及びシルトの区分でＮ値の目安は、概ね次のとおりである。 

   固いもの(Ｎ＝8～15)，やや軟らかいもの(Ｎ＝4～8)，軟らかいもの(Ｎ＝2～4) 

 (ｇ)摘要に示す統一分類記号はおおよその目安である。 

出展：｢設計要領 第一集 土工編｣ 平成25年7月(NEXCO) 

G 

B 

Ac 

Td 

As 
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岩盤定数参考資料岩盤定数参考資料岩盤定数参考資料岩盤定数参考資料（（（（NEXCONEXCONEXCONEXCO）））） 

 D級岩盤程度で定数が亀裂により支配されない場合に用いることができ、岩種別の測定例からの

換算N値と各土質定数の関係（測定値分布からの近似式）を利用した設定方法である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   図5.2.1 岩盤の単位体積重量測定例 

表5.2.7 換算N値による場合のせん断定数測定例 

  

砂岩・礫岩 

深成岩類 

安山岩 

泥岩・凝灰岩 

凝灰角礫岩 

備考 

粘

着

力 

換算N値と 

平均値の関係 

15.2×N

0.327

 25.3×N

0.334

 16.2×N

0.606

 

  

（kN/m

2

） 標準偏差 0.218 0.384 0.464 ・log軸上の値 

抵

抗

角 

せ

ん

断 

換算N値と 

平均値の関係 

5.10LogN 

+29.3 

6.82LogN 

+21.5 

0.888LogN 

+19.3 

 Logの底は10 

（度） 標準偏差 4.40 7.85 9.78   
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5.2.2 各地層の土質定数 

 参考資料を基に以下のとおり土質定数を設定した。
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表5.2.8 単位体積重量の設定表 

地層名 

(記号) 

代表 

N値 

土質･地質区分 

単位体積重量γt(kN/m

3

) 

参考資料 A(道路橋) 

参考資料 B(擁壁工) 

参考資料 C(NEXCO) 土質岩石試験結果 

岩盤定数 

計算値 

設定根拠 提案値 

相当土質 参考値 相当土質 参考値 試料 N値 試験値 

埋土層 

(B) 

- 

シルト主体 

砂礫 

緩い 

粘性土 

14 軟らかい粘性土 16 - - - 

礫が混じる粘性土なの

で、参考資料 A・Bよ

り大きくし、値の大き

い参考資料 Cの 16と

する。 

16 

沖積粘性土層 

(Ac) 

2 シルト 

緩い 

粘性土 

14 

軟らかい粘土 

及びシルト 

14 - - - 

参考資料 ABCとも 14

なので 14とする。 

14 

砂質土層 

(As) 

2 

礫混じり 

シルト質砂 

緩い 

砂質土 

17 

密実でない 

砂質土 

17 8 16.9 - 

土質試験値を優先す

る。試料 N値 8は代表

N値より大きいが、参

考資料 ABCとも 17な

ので、17とする。 

17 

段丘堆積物層 

(Td) 

8 

シルト混じり 

砂礫 

緩い砂及

び砂れき 

18 

密実でない 

礫混じり砂 

19 - - - 

土質試験、肉眼観察に

よる礫分は 50％前後な

ので、大きい方の 19

とする。 

19 

玉石層 

（G） 

50/14 

玉石混じり 

砂礫 

密な砂及

び砂れき 

20 

密実なもの 

または粒径幅の 

広い礫 

20 - - - 

参考資料 ABCとも 20

なので 20とする。 

20 

変質 

凝灰質砂岩層 

(Tf) 

30 

変質凝灰質 

砂岩 

- - - - 32 19.2 17.3 

岩石試験試料は膨張性

を有するが、試験値

19.2は N値による岩盤

定数計算値 17.3より

大きく、コア亀裂は密

着しているので 19と

する。 

19 

凝灰質砂岩層 

（TS） 

50/11 凝灰質砂岩 - - - - 50/3 22.2 19.9 

岩石試験値は 22.2で

あるが、亀裂が発達し

ているので試験値を低

減し、21とする。 

21 

参考資料A・B・Cの盛土の単体値は自然地盤の値より大きく、盛土は締め固めた状態に相当するので、盛土層(B)は自然地盤の値を採用する。 
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表5.2.9 粘着力の設定表 

  

地層名 

(記号) 

代表 

N値 

土質･地質区分 

  

      粘着力 c(kN/m

2

)          

参考資料 A(道路橋) 

参考資料 B 

(道路土工擁壁) 

参考資料 C(NEXCO) 土質試験結果 

岩盤定数 

計算値 

設定根拠 提案値 

算定方法 参考値 算定方法 参考値 相当土質 参考値 試料 N値 試験値 

埋土層 

(B) 

- 

シルト主体 

砂礫 

- - - - 軟らかい粘性土 15 以下 - - - 

盛土なので参考資料 Cの値を低減

して 10とする。 

10 

沖積粘性土層 

(Ac) 

2 シルト 6N=12 12 

6N=12   

～    

10N=20 

12～20 

軟らかい粘土 

及びシルト 

15 以下 - - - 参考資料 ABの 12とする。 12 

砂質土層 

(As) 

2 

礫混じり 

シルト質砂 

本式は粘性

土対象なの

で 0 

0 

本式は粘性

土対象なの

で 0 

0 

密実でない 

砂質土 

0 8 11.15 - 

細粒土分を含む砂質土であり、土

質試験から粘着力を確認できたの

で粘着力を設定する。試料 N値 8

は代表 N値 2より大きいので、試

験値 11.15を低減して 10とす

る。 

10 

段丘堆積物層 

(Td) 

8 

シルト混じり 

砂礫 

本式は粘性

土対象なの

で 0 

0 

本式は粘性

土対象なの

で 0 

0 

密実でない 

礫混じり砂 

0 - - - 0とする。 0 

玉石層 

（G） 

50/14 

玉石混じり 

砂礫 

本式は粘性

土対象なの

で 0 

0 

本式は粘性

土対象なの

で 0 

0 

密実なもの 

または粒径幅の 

広い礫 

0 - - - 0とする。 0 

変質 

凝灰質砂岩層 

(Tf) 

30 

変質凝灰質 

砂岩 

- - - - - - - - 46.2 

岩盤定数計算値を採用し 46とす

る。 

46 

凝灰質砂岩層 

（TS） 

50/11 凝灰質砂岩 - - - - - - - - 75.9 

岩盤定数計算値を採用し 76とす

る。 

76 
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表5.2.10 内部摩擦角の設定表 

地層名 

(記号) 

代表 

N値 

土質･地質区分 

内部摩擦角φ(°) 

参考資料 A 

(道路橋) 

参考資料 B 

(道路土工擁壁) 

参考資料 C(NEXCO) 土質試験結果 

岩盤定数 

計算値 

設定根拠 提案値 

算定方法 参考値 算定方法 参考値 相当土質 参考値 試料 N値 試験値 

埋土層 

(B) 

- 

シルト主体 

砂礫 

粘性土なので

不採用 

0 同左 0 軟らかい粘性土 15 - - - 

粘性土の盛土なの

で、粘着力のみを

有する地盤とし

て、φは見込まな

いこととする。 

0 

沖積粘性土層 

(Ac) 

2 シルト 

粘性土なので

不採用 

0 同左 0 

軟らかい粘土 

及びシルト 

10 - - - 

下位の As層より

小さくし、5とす

る。 

5 

砂質土層 

(As) 

2 

礫混じり 

シルト質砂 

上載圧を考慮

したφ推定式 

25.0 

- 

25.6 

同左 同左 

密実でない 

砂質土 

25 8 10.3 - 

試料 N値 8は代表

N 値 2より大きい

ので、試験値 10.3

を低減して 9とす

る。 

9 

段丘堆積物層 

(Td) 

8 

シルト混じり 

砂礫 

上載圧を考慮

したφ推定式 

32.6 

32.8 

37.5 

同左 同左 

密実でない 

礫混じり砂 

35 - - - 

参考資料 ABの値

は N値を基に設定

されているのでそ

の平均値を採用し 

34.3から 34とす

る。 

34 

玉石層 

（G） 

50/14 

玉石混じり 

砂礫 

上載圧を考慮

したφ推定式 

44.8 

47.1 

- 

同左 同左 

密実なもの 

または粒径幅の 

広い礫 

40 - - - 

上位層と同様に平

均値 45.9から 46

とする。 

46 

変質 

凝灰質砂岩層 

(Tf) 

30 

変質凝灰質 

砂岩 

- - - - - - - - 36.8 

岩盤定数計算値を

採用し 37とす

る。 

37 

凝灰質砂岩層 

（TS） 

50/11 凝灰質砂岩 - - - - - - - - 40.2 

岩盤定数計算値を

採用し 40とす

る。 

40 

       参考資料 A(道路橋)と参考資料 B(道路土工擁壁)の算定方法φ推定式は同じである。 

       参考資料ABの参考3値は、上からB-1・B-2・B-3の値を示す。 
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以上の土質定数(単位体積重量・粘着力・内部摩擦角・変形係数)をまとめると次表の

とおりである。 

 

表 5.2.11 土質定数提案表(地質調査終了段階) 

地層名 

(記号) 

代表 

N値 

土質･地質区分 

単位体積重量 

γt 

(kN/m

3

) 

粘着力 

C 

(kN/m

2

) 

内部摩擦角 

φ 

(°) 

埋土層 

(B) 

- 

シルト主体 

砂礫 

16 10 0 

沖積粘性土層 

(Ac) 

2 シルト 14 12 5 

砂質土層 

(As) 

2 

礫混じり 

シルト質砂 

17 10 9 

段丘堆積物層 

(Td) 

8 

シルト混じり 

砂礫 

19 0 34 

玉石層 

（G） 

50/14 

玉石混じり 

砂礫 

20 0 46 

変質 

凝灰質砂岩層 

(Tf) 

30 

変質凝灰質 

砂岩 

19 46 37 

凝灰質砂岩層 

（TS） 

50/11 凝灰質砂岩 21 76 40 

 

 



 51

5.3 圧密特性の検討 

 砂質土層(As)のシルト質砂(細粒土分 42.0％)を対象に圧密試験を実施した。 

 粘性土が地盤中において現在受けている圧力 pv と、粘性土の圧密試験で求められた圧密降

伏応力 pcを比較し、その大小関係によってどの圧密状態にあるかを定めることができる。 

               表 5.3.1 圧密状態の概念 

現在受けている圧力 pvpvpvpv 

相対 

関係 

圧密試験で求められた 

圧密降伏応力 pcpcpcpc 

圧密状態 

pvpvpvpv ＝ pcpcpcpc 正規圧密 

pvpvpvpv ＜ pcpcpcpc 過圧密 

pvpvpvpv ＞ pcpcpcpc 圧密未了 

 

   粘土が地盤中で過去に受けた最大の圧密荷重は、先行圧密圧力と呼ばれる。圧密状態を判

断するには、この先行圧密圧力と現在受けている圧力を比較して決定すべきである。しかし、

現実には先行圧密圧力を求めることは困難である。そのため一般に土質試験の圧密降伏応力

pcを用いて判断している。 

   現在受けている圧力 pvは次のように求める。 

現在受けている圧力 pv＝土質試験試料の中心深度の圧力 

             ＝単位体積重量×中心深度 

（水位以下の場合は、水中単位体積重量とする。） 

 

 次の表に従い砂質土層(As)の圧密状態を判定した。 
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               表 5.3.2 圧密状態の判定表 

判定層 砂質土層(As) 

判定深度 m B-2 深度 1.0m(0.8～1.25mの中心) 

地下水 m 1.75m(無水掘削時、観測水位) 

単位体積重量 kN/m3 

B層 16 

As層 17 

現在受けている圧力 pv 

kN/m2 

16×0.3+17×(1.0-0.3) 

=4.8+11.9 =16.7 

圧密降伏応力 pc 

kN/m2 

66.76 

圧密状態 過圧密 

※地下水位以下にある土の単位体積重量は、それぞれの値から 9kN/m

2

を差し引いた値とする(今回検討外)。 

 

よって、砂質土層(As)は過圧密状態である。よって、圧密降伏応力までの応力に対しての沈下

量は少ないことが予想される。ただし、沈下量は 0 ではないので、構造物の荷重強度を基にして

圧密沈下量・圧密時間を求め、検討する必要がある。一方、杭基礎の周面摩擦力も正の値として

加算できる(ただし、液状化検討結果によっては、低減係数 DEを考慮する必要がある。後述)。 
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5.4 支持層について 

 ここでは計画構造物の支持地盤の選定を行う。 

5.4.1 基礎支持層の基準 

 各機関における基礎支持層の選定について整理すると次のとおりである。 

(1)（社）日本道路協会 道路橋示方書・同解説 下部構造編(278～279頁) 

    粘性土…N値 20程度以上（一軸圧縮強度 400kN/m
2

＝4kgf/cm
2

以上） 

    砂・砂れき層…Ｎ値 30程度以上 

(2)中日本高速道路(株) 設計要領集 第二集(6～13頁) 

    良質な支持層の目安として、次表を示している。 

表 5.4.1 日本道路公団における支持層の目安 

 良質な層 堅固な層 

砂質土 30≦N≦50 50＜N 

粘性土 20≦N≦30 30＜N 

 

 上記の選定基準は、重量・重要構造物を念頭にしているが、構造物や建築物の荷重によ

っては上記基準によらず次の判断をもって、支持層選定を行うことも出来る。 

・所定の安全率を有す許容支持力が上載荷重を上回る地層であること。 

・上載荷重に対する圧密沈下・即時沈下の沈下量・沈下勾配が安全かつ許容範囲の地層

であること。 

・支持層として鉛直方向・水平方向に連続している地層であること。 

・鉛直方向の連続性とは基礎床付け面以深に十分な厚さを有していること。 

・水平方向の連続性とは著しい傾斜がなく、上記の十分な厚さが連続していること。 
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5.4.2 基礎支持層の選定 

 前記の選定基準に従い地層の基礎支持層としての適否を次表にて判定する。 

              表5.4.2 支持層選定表 

地層名 

(記号) 

代表 

N値 

土質･地質区分 

締まり 

具合 

液状化 連続性 

重量・重要 

構造物 

基礎支持層 

埋土層 

(B) 

- 

シルト主体 

砂礫 

× - × × 

沖積粘性土層 

(Ac) 

2 シルト 
× - × × 

砂質土層 

(As) 

2 

礫混じり 

シルト質砂 

× × ○ × 

段丘堆積物層 

(Td) 

8 

シルト混じり 

砂礫 

× × ○ × 

玉石層 

（G） 

50/14 

玉石混じり 

砂礫 

○ ○ ○ ○ 

変質 

凝灰質砂岩層 

(Tf) 

30 

変質凝灰質 

砂岩 

○ ○ × ×(膨張性) 

凝灰質砂岩層 

（TS） 

50/11 凝灰質砂岩 ○ ○ ○ ○ 

液状化の○：液状化のおそれ低い 液状化の×：液状化のおそれ高い(後述する液状化の検討結果) 

 

構造物・建築物の基礎支持層となる地層は、玉石層(G)と凝灰質砂岩層(TS)である。変質

凝灰質砂岩層(Tf)は代表N値30であるが、分布が不明確であること・後述する膨張性がある

ことから、支持層として適さない。 

    次に凝灰質砂岩層(TS)の地盤反力度を前出した岩盤の地盤反力度の上限値表をもとに圧

縮強度試験結果を用いて評価する。 
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表5.2.4(前出) 岩盤の最大地盤反力度の上限値 

 最大地盤反力度(kN/m2） 目安とする値 

岩盤の種類 常時 

暴風時、 

レベル1地震時 

一軸圧縮強度

(MN/m2） 

孔内水平載荷試験によ

る変形係数(MN/m2） 

硬岩 

亀裂が

少ない 

2,500 3,750 

10以上 

500以上 

亀裂が

多い 

1,000 1,500 

500未満 

軟岩・土丹 600 900 1以上 

出典：「道路橋示方書(4下部構造編)・同解説」299頁 表-解10.3.2 (社)日本道路協会(平成24年3月) 

 

表 5.4.3 凝灰質砂岩層(TS)の地盤反力度評価 

地層 代表 N値 試料 試料 N値 圧縮強度 MN/m2 

凝灰質砂岩(TS) 50/11 

B-1 11.15～

11.30m 

50/3 11.9 

評価 - 

コアは亀裂が 

発達 

試料 N値は代表

N値より若干大

きい 

亀裂が 

多い硬岩相当 

      

     凝灰質砂岩層(TS)の最大地盤反力度は常時 1,000kN/m2 となる。 
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5.5 液状化の可能性の検討(擁壁の場合) 

未固結の地盤は地震時に液状化を起こし、急激にその支持力や強度定数が低下するおそれ

がある。調査地の基礎地盤には未固結の地層が分布するので、液状化の可能性について判定

した。 

 

5.5.1 液状化の判定を行う必要がある土層 

本調査地で考えられる主たる土木構造物は擁壁工が考えられる。そこで、液状化検討は、

「道路土工 擁壁工指針(平成24年度版)」70頁にて、「道路土工-軟弱地盤対策工指針(平

成24年度版)」(以下、軟弱地盤対策工指針と称する)による。軟弱地盤対策工指針165頁以

降に(2)地震時安定性照査の方法の項に液状化の判定が示されているが、これは「道路橋示

方書・同解説 5耐震設計編」と同じである。よって、土木構造物基礎地盤の液状化の判定

は以下の示方書に従って行う。 

「道路橋示方書・同解説 5耐震設計編」の8.2.3 橋に影響を与える液状化の判定

(134～142頁)(社)日本道路協会 平成24年3月 

  本示方書では、次に示す3条件すべてに該当する沖積層の土層(粘性土や礫質土も含む)

を液状化判定の対象にする。 

  ・地下水位が現地盤面から10m以内にあり、かつ、現地盤面現地盤面現地盤面現地盤面からからからから20m20m20m20m以内以内以内以内の深さに存在す

る飽和土層。 

   ・細粒分含有率細粒分含有率細粒分含有率細粒分含有率FCFCFCFCがががが35%35%35%35%以下以下以下以下、またはFCが35%をこえても塑性指数塑性指数塑性指数塑性指数IPIPIPIPがががが15151515以下以下以下以下の土層。 

   ・平均粒径D50が10mm以下で、かつ10%粒径D10が1mm以下である土層。 

    上記の液状化の判定に使用する資料は次のものである。 

・ボ-リング柱状図(地層の分布深度、地下水位) 

・土質試験データシート中の「土の粒度試験」「液性限界試験」「塑性限界試験」 
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1)液状化判定要否 

 上記の調査・試験結果から、液状化判定条件に該当するか否かを次表に整理した。 

          表 5.5.1 液状化判定について(要否条件) 

地層名 

(記号) 

代表 

N値 

土質･地質

区分 

判定条件 

検討 

要否 

飽和土層 分布深度 細粒分と塑性指数 礫の評価 

地下水位 

以下 

現地盤面 

から 

20m 以内 

細粒土 

含有率 

35％以下 

塑性指数 

15％以下 

判定 

D50 が 

10 ㎜以下

かつ 

D10 が 

1 ㎜以下 

埋土層 

(B) 

- 

シルト主

体 

砂礫 

× ○ - - - - 不要 

沖積粘性土層 

(Ac) 

2 シルト 
× ○ - - - - 不要 

砂質土層 

(As) 

2 

礫混じり 

シルト質

砂 

○ ○ 

24.5 

42.0 

45.6 

○ 

16.0 

28.6 

37.0 

× 

○ 

D50 は 

0.1386～

0.3669 

○ 

必要 

段丘堆積物層 

(Td) 

8 

シルト混

じり 

砂礫 

○ ○ 

8.1 

9.2 

20.4 

○ 

NP = 0 

○ 

○ 

D50 は 

1.1965～ 

6.3912 

○ 

必要 

玉石層 

（G） 

50/14 

玉石混じ

り 

砂礫 

○ ○ 

1.5 

1.8 

○ 

NP = 0 

○ 

○ 

D50 は

18.5437 

30.2763 

× 

不要 

変質 

凝灰質砂岩層 

(Tf) 

30 

変質凝灰

質 

砂岩 

岩盤にて除外 

凝灰質砂岩層 

（TS） 

50/11 

凝灰質砂

岩 

○：液状化判定が必要な条件に適合する。 

×：液状化判定が必要ない。 

 設定水位は、前述のように変化の少ない方の水位を基本に、季節の水位変化を考慮し、

観測水位より高めに次のようにする。 

B-1における水位：沖積粘性土層(Ac)の下限深度2.40m≒標高72.8m→As層以深対象 

または 
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B-2における水位：盛土層(B)の下限深度0.30m≒標高73.1m→As層以深対象 

B-3における水位：盛土層(B)の下限深度0.50m≒標高70.4m→As層以深対象 

この表から、砂質土層(As)と段丘堆積物層(Td)の 2 つの地層が液状化液状化液状化液状化のののの判定判定判定判定がががが必要必要必要必要となる。 

 

5.5.2 液状化の判定 

上記までの判定で液状化判定を行う必要があるとされた土層は判定式に従って液状

化に対する抵抗率を算出する。 

 

具体的な液状化判定は次のように行う。 

(1)入力地震動の選定 

(2)耐震設計上の地盤種別の決定・・・地盤種別と水平加速度の決定 

(3)判定式に従って液状化に対する抵抗率を算出 

 

(1)入力地震動の選定 

 液状化抵抗率の計算を行う際に必要な地震動や設計水平深度は次のように設定する。 

 1)レベルとタイプ(道路橋示方書・同解説 5耐震設計編 平成24年3月 16頁) 

  地震動は発生する頻度・強度により次のように区分される。 

 

表5.5.2 地震動の種類(レベルとタイプ) 

レベル タイプ 

レベル1 発生確率が高い (レベル1地震動にはタイプ区別は無い) 

レベル2 

発生確率は低いが 

大きな強度を持つ地震動 

タイプ1 プレート境界型 

タイプ2 内陸直下型 

 

 2)設計水平震度 

  設計水平震度は前述、レベル・タイプ別に加えて地盤種別によって決定される。 
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また、構造物が道路橋か擁壁によって異なる。それを次表に示す。 

 

表5.5.3 道路橋の設計水平震度 

地震動 

地盤種別 

1種 2種 3種 

レベル1地震動 0.12 0.15 0.18 

レベル2地震動 

タイプ1 0.50 0.45 0.40 

タイプ2 0.80 0.70 0.60 

 (道路橋示方書・同解説 5耐震設計編 平成24年3月 135頁) 

色付した値は「擁壁工」「軟弱地盤対策工」の値より大きい。 

表5.5.4 擁壁工・軟弱地盤対策工の設計水平震度 

地震動 

地盤種別 

1種 2種 3種 

レベル1地震動 0.12 0.15 0.18 

レベル2地震動 

タイプ1 0.30 0.35 0.40 

タイプ2 0.80 0.70 0.60 

 (道路土工-軟弱地盤対策工指針 平成24年度版 平成24年8月 168頁) 

色着けした値は、「道路橋」と異なり、小さい。 

 

(2)地盤種別の設定と設計水平震度の決定 

  地盤種別は道路橋示方書・同解説 5耐震設計編(平成14年3月)25頁以下から 

次のように行う。 

 

 

 

 

  

地盤の特性値Tgは、次式で求める。

Tg＝４∑（Hi/Vsi)

Tg：地盤の特性値　s

Hi：I番目の地層の厚さ　m

Vsi：I番目の地層の平均せん断弾性波速度　m/s

粘性土 Vsi=100Ni1/3　　 （１≦Ni≦25)

砂質土 Vsi= 80Ni1/3　　 （１≦Ni≦50)

Ni：標準貫入試験によるI番目の地層の平均N値

I：地表面から基盤面までn層に区分されるときの地表面からI番目の地層番号
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表5.5.5 地盤種別の分類 

地盤種別 地盤の特性値 Tg(s) 目安 

1種 Tg＜0.2 良好な洪積地盤・岩盤 

2種 0.2≦Tg＜0.6 上に属さない沖積、洪積地盤 

3種 0.6≦Tg 軟弱地盤 

地盤種別の計算を行い、巻末資料に示した。その結果をまとめると次表のとおり

である。 

 

表5.5.6 本調査地のTg値と地盤種別 

 

 

 

 

    調査地の地盤種別は、B-1では2種地盤、B-2では1種地盤、B-3では1種地盤となる

が、1種地盤の目安は「洪積地盤・岩盤」である。本調査の岩盤層以浅の地層は沖

積層であるので、本調査では全体として2種地盤とする。 

次に、静岡県のレベル2地震動タイプ1の地域別補正係数は1.2なので、設計水平

震度(地表面最大加速度)は以下のとおりとなる。 

 

表5.5.7 設計水平震度(擁壁工・軟弱地盤対策工の場合) 

レベルとタイプ レベル1 

レベル2  

タイプ1 タイプ2 

設計水平震度 

(地盤種別 2種) 

0.15 0.35×1.2=0.42 0.70 

地表面最大加速度 

設計水平震度×980(gal) 

147.0 411.6 686.0 

 

 

調査地点 B-1 B-2 B-3 

Tg値 0.230 0.127 0.107 

地盤種別 2種 1種 1種 
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(3)液状化に対する抵抗率の計算 

 以上より、B-1、B-2地点の液状化抵抗率を計算する。計算は次の判定式に従った。 

 

  液状化の判定を行う必要のある土層に対しては、液状化に対する抵抗率F
L
を式(8.2.1)に

より算出し、この値が1.0以下の土層については液状化が生じると判定する。 

   F
L 

=R/L    (8.2.1) 

       R
 

=c
w
R
L    

(8.2.2) 

       L =r
d
･k

hc
･σ

v
/σ‘

v
      (8.2.3) 

             r =1.0-0.015x   (8.2.4) 

             σ
v
 ={γ

t１
h
 w
+γ

t2
(x-h

w
)}/10     (7.5.5) 

             σ‘
v
 ={γ

t1
h
w
+γ’

t2
(x-h

w
)}/10  (7.5.6) 

(タイプ1の地震動の場合) c
w
=1.0    (7.5.7) 

(タイプ2の地震動の場合) 

            1.0  (R
L 
≦0.1) 

       c
w 

= 3.3R
L
+0.67 (0.1<R

L
 ≦0.4)  (7.5.8) 

            2.0  (0.4<R
L
) 

ここに、 

     FC :細粒分含有率(％)(粒径75μm以下の土粒子の通過質量百分率) 

     Ip :塑性指数 

     D
50 

:平均粒径(mm) 

     D
10 

:10%粒径(mm) 

     F
L 

:液状化に対する抵抗率 

     R :動的せん断強度比 

     L :地震時せん断応力比 

    

c
W 

:地震動特性による補正係数 

     R
L 

:繰返し三軸強度比で、7.5.2の規定により求める 

     r
d 

:地震時せん断応力比の深さ方向の低減係数 

     k
hc 

:地震時保有水平耐力法に用いる設計水平震度で、5.3.2の規定により求める 

     σ
v 

:全上載圧(kN/m

2

)  

     σ‘
v 

:有効上載圧(kN/m

2

) 

      x :地表面からの深さ(m) 

     γ
t1 

:地下水位面より浅い位置での土の単位体積重量(kN/m3) 

     γ
t2 

:地下水位面より深い位置での土の単位体積重量(kN/m3) 

     γ‘
t2 

:地下水位面より深い位置での土の有効単位体積重量(kN/m3) 

     h
W 

:地下水位の深さ(m) 

繰返し三軸強度比R
L
は式(8.2.9)により算出するものとする。 

  0.0882√(Na/1.7)                    (Na＜14) 

 R
L
=         

 (8.2.9) 0.0882√(Na/1.7)+1.6×10

-6

・(Na-14)

4.5               

(14≦Na) 
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 ここで、 

 《砂質土の場合》 

  Na =c
1
N
1
+c

2
      (8.2.10) 

  N1=170N/(σ‘
v
+70)     (8.2.11) 

   1  (0％≦FC＜10％) 

  c
1
=    (FC+40)/50 (10％≦FC＜60％)   (8.2.12) 

   FC/20-1 (60％≦FC) 

 0  (0％≦FC＜10％) 

  c2=        (8.2.13) 

   (FC-10)/18 (10％≦FC) 

 

 《礫質土の場合》 

  Na= 1-0.36log
10
(D

50
/2) N

1
    (8.2.14) 

  ここに、 

   RL:繰返し三軸強度比 

   N :標準貫入試験から得られるＮ値 

   N1:有効上載圧100kN/m

2

相当に換算したＮ値 

   Na:粒度の影響を考慮した補正係数 

   c
1
､c

2
:細粒分含有率によるＮ値の補正係数 

   FC :細粒分含有率(％)(粒径75μm以下の土粒子の通過質量百分率) 

   D
50 
:平均粒径(mm) 

  出典：「道路橋示方書・同解説 5耐震設計編」 134頁 (平成24年3月) 

 判定式による計算結果を次表に示した。 

 

表5.5.8 液状化抵抗率(B-1) 

地層 深度(m) N 値 

レベル 1 

レベル 2 

タイプ 1 タイプ 2 

147.0gal 411.6gal 686.0gal 

As 3 2 0.970 0.346 0.254 

Td 4 8 1.184 0.423 0.360 
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表5.5.9 液状化抵抗率(B-2) 

地層 深度(m) N 値 

レベル 1 

レベル 2 

タイプ 1 タイプ 2 

147.0gal 411.6gal 686.0gal 

As 1 6 0.901 0.322 0.282 

Td 2 12 1.389 0.496 0.579 

                

表5.5.10 液状化抵抗率(B-3) 

地層 深度(m) N 値 

レベル 1 

レベル 2 

タイプ 1 タイプ 2 

147.0gal 411.6gal 686.0gal 

As 1 2 0.689 0.246 0.177 

Td 2 22 5.301 1.893 2.272 

  これより次のことがわかる。 

 1)砂質土層(As)は液状化の可能性が高い。 

 2)段丘堆積物層(Td)はレベル2地震動で液状化の可能性がある。 

 

(4)液状化判定結果と低減係数 

 「道路橋示方書・同解説 5耐震設計編」“8.2.4 耐震設計上土質定数を低減させる

土層とその扱い”に従い、前述計算で液状化を生じると判定された土層についてFL値に

応じて耐震設計上土質定数の低減係数を次表により求めた。 

            表5.5.11  FL値による低減係数 

FL の範囲 

現地盤面から 

の深度 x(m) 

動的せん断強度比 R 

R≦0.3 0.3＜R 

FL≦1/3 

0≦x≦10 0 1/6 

10＜x≦20 1/3 1/3 

1/3＜FL≦2/3 

0≦x≦10 1/3 2/3 

10＜x≦20 2/3 2/3 

2/3＜FL≦1 

0≦x≦10 2/3 1 

10＜x≦20 1 1 



 64

 次表に液状化危険度判定結果と液状化すると判定された土層の低減係数をまとめた。 

          表5.5.12 地層毎のFL平均値(B-1～B-3) 

地層 

レベル 1 

レベル 2 

タイプ 1 タイプ 2 

147.0gal 411.6gal 686.0gal 

As 

0.970 0.346 0.254 

0.901 0.322 0.282 

0.689 0.246 0.177 

平均 0.853 0.305 0.238 

Td 

1.184 0.423 0.360 

1.389 0.496 0.579 

5.301 1.893 2.272 

平均 2.625 0.937 1.070 

各層の平均値より上の3段はB-1～B-3の値を示す。 

 

これより、耐震設計上土質定数を低減させる必要のある地層は砂質土層(As)と段丘堆積

物層(Td)であることがわかる。次に、2地層の動的せん断強度比Rを求める。 

表5.5.13 動的せん断強度比R平均値(B-1～B-3) 

地層 

レベル 1 

レベル 2 

タイプ 1 タイプ 2 

147.0gal 411.6gal 686.0gal 

As 

0.168 0.168 0.206 

0.240 0.240 0.351 

0.160 0.160 0.191 

平均 0.189 0.189 0.249 

Td 

- 0.227 - 

- 0.386 - 

- 1.396 - 

平均 - 0.670 - 

各層の平均値より上の3段はB-1～B-3の値を示す。 



 65

2地層のFL値とR値(ともにB-1とB-2の平均値)から土質定数(地盤反力係数、地盤反力度の

上限値及び最大周面摩擦力度)の低減係数を表5.5.10を基に次表に設定する。 

 

表 5.5.14 砂質土層(As)の液状化危険度判定と低減係数 

地 層 

(記 号) 

レベル 1 

地震動 

レベル 2 

地震動 

タイプ 1 

レベル 2 

地震動 

タイプ 2 

砂質土層(As) 

(現地盤から

10m未満) 

FL＝0.853 FL=0.305 FL＝0.238 

R＝0.189 R=0.189 R=0.249 

低減係数 DE 

2/3 

低減係数 DE 

0 

低減係数 DE 

0 

 

表 5.5.15 段丘堆積物層 (Td)の液状化危険度判定と低減係数 

地 層 

(記 号) 

レベル 1 

地震動 

レベル 2 

地震動 

タイプ 1 

レベル 2 

地震動 

タイプ 2 

段丘堆積物層 

(Td) 

(現地盤から

10m未満) 

- FL=0.937 - 

- R=0.670 - 

- 

低減係数 DE 

1 

- 
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5.6岩盤の膨張性について 

B-2 に分布する変質凝灰質砂岩(Tf)の一部(深度 10.0m付近)では、掘削中、膨張性の兆候が

みられた。そこで、岩盤の膨張性の判定のために岩石試験を実施した。 

 

1)膨張性の判定指標と結果 

地山の変位(膨張)の指標は、これまでのトンネル掘削経験から、判定項目が定められてい

る。それらには、次頁に示すもの(トンネル標準示方書 山岳工法編)がある。 

これらのものの中から、一般的に使用されることが多い大塚ほか(1980)の 9 項目にトンネ

ル協会資料の 2 項目を加え、次の 11 項目を今回の判定指標とした。ただし、最後の 2 項目

はトンネル関係指標なので、今回は検討から除外する。 

 

表 5.6.1 岩盤の膨張性判定表 

地山の変位・膨張を示す項目 

引用先 判断項目 

変位・膨張性の 

可能性がある値 

試験結果 B-2 

10.0m～11.0m 2 つの試料 

膨張性有無 

大塚ほか

(1980) 

変形係数 8000kgf/cm2 以下 200kgf/cm2 有 

一軸圧縮強度 40kgf/cm2 以下 0.793kgf/cm2 有 

単位体積重量 2.05kgf/cm3 以下 1.918kgf/cm3 有 

自然含水比 20％以上 31.1%、28.8％ 有 

液性限界 100％以上 141.4% 有 

塑性指数 70％以上 111.4% 有 

2μm含有率 30％以上 20% 無 

CEC 35meq/100g 以上 70.9meq/100g 有 

膨張率 20％以上 13.0% 無 

トンネル協会 
地山強度比 2 以下 - - 

流動指数 20 以上 - - 

      有：膨張性の可能性のある値に該当する  

無：膨張性の可能性のある値に該当しない 

この 9 項目を同心円状のレーダーチャートに表したのが変位予知指数レーダーチャートである。
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表 5.6.2 地山の膨張性を示す指標の例 

注)1kgf/cm2=0.1Mpa 

トンネル標準示方書 山岳工法編 (平成 11年 1月)(社)土木学会 36ページ 

 

 

 

 

 

 

仲  野(1975) 

日本鉄道建設公団 

(1977) 

大塚ほか(1980) 佐藤ほか（1980） 吉川ほか（1988） 

膨

 

張

 

性

 

を

 

示

 

す

 

指

 

標 

地山強度比（Gn） 

=σc/γH 

σc：一軸圧縮強度 

γ：単位体積重量 

H：土被り厚 

①Gn≦2 

押出し性～膨張性 

②Gn≦4 

強度の押出し性～地

圧が大きいと推定さ

れる 

③4＜Gn≦6 

地圧が大きいと推定

可 

④6＜Gn≦10 

地圧があると推定可 

⑤10＜Gn 

地圧がほとんどない

と推定可 

地圧発生の可能性が

非常に大きいもの 

①岩石中の主要粘土

鉱物がモンモリロナ

イト 

②2μm 以下粒子含

有率が 30％以上 

③塑性指数≧70％ 

④陽イオン交換容量

≧35meq/100g 

⑤浸水崩壊度 D 

⑥ボーリングサンプ

ル中破砕部多い 

膨圧発生の可能性あ

り 

①岩石中の主要粘土

鉱物がモンモリロナ

イト 

②2μm 以下粒子含

有率が 20％以上 

③塑性指数≧25％ 

④陽イオン交換容量

≧20meq/100g 

① 変 形 係 数 ≦

8000kgf/cm2 

②一軸圧縮強度≦

40kgf/cm2 

③単位体積重量≦

2.05kgf/cm3 

④自然含水比≧20％ 

⑤液性限界≧100％ 

⑥塑性指数≧70％ 

⑦液性指数≧20％ 

⑧2μm 以下粒子含

有率≧30％ 

⑨陽イオン交換容量

≧35meq/100g 

⑩膨張率≧20％ 

①自然含水比≧20％ 

②単位体積重量(乾

燥)≦1.8gf/cm3 

③(第 1 回吸水量/自

然含水比)≦2.0 

④浸水崩壊度 C～D 

⑤モンモリロナイト

含有量≧30％ 

⑥RQD≦30％ 

著しい膨張性を呈す

る地山 

①ボーリング時 

・無水堀りが必要 

・コア膨張が顕著 

②Gn≦1.5(＜0.5 で

顕著) 

③モンモリロナイト

含有量≧20％かつ自

然含水比≧20％ 

④浸水崩壊度 D 

膨張性を呈する地山 

①ボーリング時 

・コア採取率低い 

・コアディスキング

が顕著(＜0.5 で顕

著) 

②1.5≦Gn＜2.0 

③モンモリロナイト

含有量≧20％または

自然含水比≧20％ 

備

 
 

 
 

 
考 

新第三紀泥岩 赤倉トンネル 

新第三紀中新世 

椎谷層 

第四紀洪積世 

灰爪層 

鍋立山トンネル 

新第三紀中新世 

椎谷層定性的に上記

②～⑤、⑩は膨張性

との相関あり 

⑧、⑨等は相関性低

い 

青函トンネル算用師

工区 

新第三紀中新世泥岩 

新第三紀泥岩 
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2)膨張性の評価 

これより、試験した部分の変質凝灰質砂岩層(Tf)は膨張性を有することがわかる。 

一旦、膨張し始めるとその収束に時間がかかる(あるいは止まらない)ので、調査段階で①分

布(水平・垂直)と②膨張性の程度(この地層全部が膨張するのか、膨張性を有するのは一部

のみか)を確認し、計画に反映する必要がある。 
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5.7 設計・施工上の留意点とと2次調査時の課題 

1)地層の堆積傾向は全体的には北(B-3)側へ緩く傾斜しているが、高標高側にあるB-1地点での

岩盤層(TS層)の出現標高は、低標高側のB-2、B-3より低く、逆勾配である。このことは、B-

1地点後背にある沢地形による影響していると考えられる。 

2)2次調査のボーリング地点は、岩盤層の出現位置が把握できるように、計画施設を考慮して

決定する必要がある。調査順序は、伏在していると考えられる沢形状(窪地)の中心が把握で

きるように、次第に絞り込むようにしたい。 

3)計画施設の面積が広い場合、ボーリング調査以外に、物理探査(弾性波探査・電気探査等)を

併用することも考えられる。 

4)沖積層の4層に含まれる礫は、ボーリングコアで確認されたコア長15㎝の3倍である45㎝≒50

㎝が推定されるので、掘削、土留め、杭基礎を選定する場合、この礫径を考慮する必要があ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

図5.6.1  玉石・礫の堆積とボーリング   ボーリングで観察される礫・玉石径 

 

5)2次調査時の土質試験・岩石試験の種類・数量は、計画を考慮し、決定したい。 

 6)砂質土層(As)のシルト質砂(細粒土分42.0％)を対象に力学試験(3軸圧縮試験・圧密試験)を

実施した。沖積粘性土層(Ac)の分布は限定されるが、2次調査において広範囲に分布するこ

とが判明した場合、本業務と同様に力学試験を実施し、盛土等による圧密検討を行う資料と
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する。 

7)構造物・建築物の基礎支持層となる地層は、玉石層(G)と凝灰質砂岩層(TS)である。変質凝

灰質砂岩層(Tf)は代表N値30あるが、分布が不明確であること・後述する膨張性があること

から、支持層として適さない。 

8)変質凝灰質砂岩層(Tf)は膨張性を有し、一旦、膨張し始めるとその収束に時間がかかる(あ

るいは止まらない)ので、調査段階で①分布(水平・垂直)と②膨張性の程度(この地層全部が

膨張するのか、膨張性を有するのは一部のみか)を確認し、計画に反映する必要がある。 

 

以上 
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7/6

4.98

7/13

標  準  貫  入  試  験

深

度

(m)

1.15

1.45

2.15

2.52

3.15

3.52

4.15

4.45

5.15

5.23

6.15

6.23

7.00

7.07

8.15

8.35

9.00

9.03

10.15

10.27

11.00

11.03

12.10

12.15

13.10

13.15

14.10

14.18

15.15

15.27

10cmごとの

打 撃 回 数

0

～

10

1

9

1

23

1

19

3

50

8

50

8

50

7

21

50

3

42

50

3

50

5

50

5

50

8

41

10

～

20

1

21

1

14

1

18

2

29

8

2

9

2

20

～

30

3

打

撃

回

数

/

貫

入

量

(cm)

2

30

2

37

2

37

8

30

50

8

50

8

50

7

50

20

50

3

50

12

50

3

50

5

50

5

50

8

50

12

N     値

0 10 20 30 40 50 60

2

2

2

8

188

188

214

75

500

125

500

300

300

188

125

原 位 置 試 験

深

度

(m)

試 験 名

および結果

試料採取

深

度

(m)

3.15

3.52

4.15

4.45

8.15

8.35

11.15

11.30

試

料

番

号

1-1

1-2

1-3

1-4

採

取

方

法

○-

○-

○-

室

内

試

験

(

 

 

 

)

物理

物理

物理

一軸

掘

進

月

日

7

6

7

7

7

8

7

9

7

10

7

11



ボーリング柱状図

調 査 名 平成27年度　新施設整備事業　地質調査業務委託（伊豆市佐野地区）

事業・工事名

ボーリング名 B - 2 調査位置 伊 豆 市 佐 野 地 区 ( B - 1 ～ B - 3 間 休 耕 田 ) 北 緯 3 4 ﾟ  5 7 '  1 4 "

東 経 1 3 8 ﾟ  5 6 '  3 3 "発 注 機 関 伊 豆 市 伊 豆 の 国 市 廃 棄 物 処 理 施 設 組 合 調査期間 平成 27年 8月 18日 ～ 27年 8月 22日

調 査 業 者 名

株 式 会 社  東 日

電話
( 0 5 5 - 9 2 4 - 8 2 0 0 )

主任技師 大 井  寿 彦

現 場

代 理 人

大 井  寿 彦

コ ア

鑑 定 者

吉 田  耕 作

ボｰリング

責 任 者

石 原 　 修

孔 口 標 高

73.41m

角

度

180ﾟ 

0ﾟ 

90ﾟ 

上

下

0ﾟ 

方

向

0ﾟ 

90ﾟ 

180ﾟ 

270ﾟ 

北

東

南

西

地

盤

勾

配
90ﾟ 

水平0ﾟ 

鉛

直

0ﾟ 

使

用

機

種

試 錐 機 吉田鉄工所  Y B M - 0 5 D A - 2 型

ハンマー

落下用具

半 自 動 型 落 下 装 置

エンジン ﾔ ﾝ ﾏ - ﾃ ﾞ ｨ ｾ ﾞ ﾙ㈱ N F D 1 0 - M E K型 ポ ン プ 東 邦 地 下 工 業 ㈱  B G - 3 C 型総 掘 進 長  13.45m

ボーリングNo B - 2

シートNo

標

尺

(m)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

標

高

(m)

 73.11

 72.16

 70.71

 67.71

 59.96

層

厚

(m)

  0.30

  0.95

  1.45

  3.00

  7.75

深

度

(m)

0.30

1.25

2.70

5.70

13.45

柱

状

図

土

質

区

分

色

調

相

対

密

度

相

対

稠

度

記

事

草根が混入する粘性土。耕作土 灰褐

粘性中位、含水中位。

上部砂分が卓越し、砂は細～中

砂。1mN値の最下部に径30mmの

安山岩亜角礫を混入する。

シルト

質砂

暗褐

灰～

暗青

灰

径5～30mmの安山岩の円～亜円礫

を40～60%混入する。含水中位。

マトリクスは粘性土混じり細～

粗砂。2.00～2.35m間は礫の混入

が殆ど無くシルト質砂状を呈す

る。

シルト

混じり

砂礫

暗灰

～暗

褐灰

礫分70～80％、3～13cm(推定礫

径40cm)コアが全体の30～80％を

占める。

10～13cmコアは1mに2～3個。

礫種は安山岩で新鮮で硬質。

崩壊性はあるが、著しくない。

マトリクスはシルト分が混じる

細砂～粗砂。

3.80m以深から玉石の混入が多く

なる。

玉

石

混

り

砂

礫

暗

褐

変質を被り青灰色に変質した凝

灰質砂岩。

RQD 10～20％

最大コア長 10cm程度。

7.50～11.80m　亀甲状に亀裂が

発達している。(密着し開口して

いない）

10m付近は粘土化し、孔壁は膨

張。

それ以外は亀甲状の亀裂が発達

し、若干の崩壊性を有す。

(ケーシング12m迄挿入)

変

質

凝

灰

質

砂

岩

淡

青

灰

B

As

Td

G

Tf

孔

内

水

位

(m)

／

測

定

月

日

1.75

8/18

2.24

8/24

標  準  貫  入  試  験

深

度

(m)

1.15

1.47

2.15

2.45

3.04

3.05

4.15

4.19

5.13

5.14

6.15

6.45

7.15

7.45

8.15

8.45

9.15

9.45

10.15

10.45

11.15

11.45

12.15

12.45

13.15

13.45

10cmごとの

打 撃 回 数

0

～

10

3

11

1

11

50

1

50

4

50

1

6

10

5

9

4

6

10

10

10

～

20

2

6

10

13

6

12

6

11

11

10

20

～

30

1

11

5

9

11

15

10

15

8

15

13

11

打

撃

回

数

/

貫

入

量

(cm)

6

32

12

30

50

1

50

4

50

1

27

30

38

30

21

30

36

30

18

30

32

30

34

30

31

30

N     値

0 10 20 30 40 50 60

6

12

1500

375

1500

27

38

21

36

18

32

34

31

原 位 置 試 験

深

度

(m)

試 験 名

および結果

試料採取

深

度

(m)

0.80

1.40

2.15

2.45

4.15

4.19

10.50

10.6510.65

11.00

試

料

番

号

2-1

2-2

2-3

2-4

2-5

採

取

方

法

○T

○-

○-

室

内

試

験

(

 

 

 

)
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学

物理

物理

膨張率
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一軸

掘

進

月

日
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8
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8

20

8
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8
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ボーリング柱状図

調 査 名 平成27年度　新施設整備事業　地質調査業務委託（伊豆市佐野地区）

事業・工事名

ボーリング名 B - 3 調査位置 伊 豆 市 佐 野 地 区 ( オ ト リ ハ ッ ト  サ ン 天 城 駐 車 場 内 ） 北 緯 3 4 ﾟ  5 7 '  1 7 "

東 経 1 3 8 ﾟ  5 6 '  3 3 "発 注 機 関 伊 豆 市 伊 豆 の 国 市 廃 棄 物 処 理 施 設 組 合 調査期間 平成 27年 6月 2 9日 ～ 2 7年 7月 3日

調 査 業 者 名

株 式 会 社  東 日

電話
( 0 5 5 - 9 2 4 - 8 2 0 0 )

主任技師 大 井  寿 彦

現 場

代 理 人

大 井  寿 彦

コ ア

鑑 定 者

吉 田  耕 作

ボｰリング

責 任 者

下 橋  清 人

孔 口 標 高

70.86m

角

度

180ﾟ 

0ﾟ 

90ﾟ 

上

下

0ﾟ 

方

向

0ﾟ 

90ﾟ 

180ﾟ 

270ﾟ 

北

東

南

西

地

盤

勾

配
90ﾟ 

水平0ﾟ 

鉛

直

0ﾟ 

使

用

機

種

試 錐 機 吉 田 鉄 工 所 　 Y B M - 1 W - A

ハンマー

落下用具

半 自 動 型 落 下 装 置

エンジン ﾔ ﾝ ﾏ ｰ ﾃ ﾞ ｨ - ｾ ﾞ ﾙ㈱　N F D  0 8 - K ポ ン プ 東 邦 地 下 工 業 ㈱ 　 S - 3 0総 掘 進 長  10.18m

ボーリングNo B - 3

シートNo

標

尺

(m)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

標

高

(m)

 70.36

 68.86

 67.76

 60.68

層

厚

(m)

  0.50

  1.50

  1.10

  7.08

深

度

(m)

0.50

2.00

3.10

10.18

柱

状

図

土

質

区

分

色

調

相

対

密

度

相

対

稠

度

記

事

上部5cmは表土(有機質土）

玉石混り砂礫状。礫最大径は250

mm。

埋

土

暗

褐

含水中位。砂は細砂を主体とし

シルトを含む。

5～10mmの安山岩の亜円・亜角礫

を20～30%程度含む。

シルト質

礫質砂

暗

褐

含水多い。10～15mm前後の円・亜

円礫を主体とし礫分は50～70%程

度。最大径60mm程度。礫種は安山

岩。マトリクスは粘性土混じる

細砂～粗砂。水位は無水掘削で

確認した。

シルト混

じり砂礫

暗

褐

灰

全体的に変質を被った凝灰質砂

岩～安山岩質凝灰岩。岩片内部

まで変質が進行している。亀裂

が発達し、礫状～岩片状になり、

部分的に10㎝コアとなる。

RQDは深度6～7mが10％、それ以

外は0％である。

亀裂は密着しているが、亀裂面

に珪化物や炭酸塩鉱物が付着(充

填)している。

深度3.1～4.0mと5.0～6.3mは砂

礫状。

凝

灰

質

砂

岩

褐

灰

～

暗

赤

褐

灰

B

As

Td

TS

孔

内

水

位

(m)

／

測

定

月

日

2.18

6/29

標  準  貫  入  試  験

深

度

(m)

1.15

1.48

2.15

2.45

3.15

3.37

4.15

4.25

5.10

5.18

6.15

6.25

7.10

7.16

8.10

8.17

9.10

9.18

10.10

10.18

10cmごとの

打 撃 回 数

0

～

10

1

11

9

15

50

50

8

50

50

6

50

7

50

8

50

8

10

～

20

1

22

7

29

20

～

30

6

6

2

打

撃

回

数

/

貫

入

量

(cm)

2

33

22

30

50

22

50

10

50

8

50

10

50

6

50

7

50

8

50

8

N     値

0 10 20 30 40 50 60

2

22

68

150

188

150

250

214

188

188

原 位 置 試 験

深

度

(m)

試 験 名

および結果

試料採取

深

度

(m)

1.15

1.48

2.15

2.45

試

料

番

号

3-1

3-2

採

取

方

法

○-

○-

室

内

試

験

(

 

 

 

)

物理

物理

掘

進

月

日

6
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6
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7
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推定地質(土質)断面図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

 



80.00

75.00

70.00

65.00

60.00

砂

砂混じり

玉石混じり

シルト質

粘性土・粘性土混じり

埋土

砂礫

砂岩

シルト 凝灰質

礫混じり

簡略柱状図(土質記号)凡例

掘進長

孔口標高

ボーリング名

簡略柱状図凡例

柱状図土質記号

孔内水位

工事名

図面名

縮尺 図面番号

会社名

/

事業者名 伊豆市伊豆の国市廃棄物処理施設組合

株式会社　東日

図示

推定地質(土質)断面図

平成27年度　新施設整備事業

地質調査業務委託（伊豆市佐野地区）

凝灰質砂岩層

砂質土層

地層記号凡例

出現N値地　層　名 代　表　土　質地層記号

2～8

埋土層
シルト主体・砂礫 -

玉石層

代表N値

5 0 / 1 1

2

-

5 0 / 1 4

段丘堆積物層 シルト混じり砂礫 6～2 2 8

凝灰質砂岩

玉石混じり砂礫

As

B

G

T d

T S

B

B

T S

T f

T S

G

T d

A s

A c

G

T d

A s

G

T d

A s

A s

B

T d

B

B

水路

農道

農道

用地界

Tf
変質凝灰質砂岩層

変質凝灰質砂岩 3 0

A c
沖積粘性土

2

推定地質(土質 )断面図

H = 1 : 5 0 0  V = 1 : 2 0 0

礫混じりシルト質砂

シルト 2 , 2

5 0 / 1～5 0 / 2 0

1 8～3 8

5 0 / 3～5 0 / 2 2

※T s 層と T f層の境界は推定である。

用地界

85.00

55.00

80.00

75.00

70.00

65.00

60.00

85.00

55.00

標準貫入試験( N値)

土質・岩石試験位置

標尺(深度)

※ A 3版長尺を規格 A 3版に縮小



 

 

 

 

土質・岩石試験データシート(3 種類) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



   土 質 試 験 結 果 一 覧 表 （基礎地盤）

調査件名 整理年月日

整理担当者

試 料 番 号

（ ）深 さ

一

般

湿 潤 密 度

乾 燥 密 度

土粒子の密度

自然含水比

間 隙 比

飽 和 度

粒

度

石 分

礫 分

砂 分

シルト分

粘 土 分

最 大 粒 径

均 等 係 数

コ
ン
シ
ス
テ
ン
シ
ー
特
性

液 性 限 界

塑 性 限 界

塑 性 指 数

分

類

地盤材料の

分 類 名

分 類 記 号

圧

密

試 験 方 法

圧 縮 指 数

圧密降伏応力

一

軸

圧

縮

一軸圧縮強さ

せ

ん

断

試 験 条 件

全 応 力

有効応力

ρt

ρd

ρs

w n

ｅ

Ｓr

g/cm3

g/cm3

g/cm3

％

％

（７５ｍｍ以上）

（２～７５ｍｍ）

（０．０７５～２ｍｍ）

（０．００５～０．０７５ｍｍ）

（０．００５ｍｍ未満）

Ｕc

％

％1)

％1)

％1)

％1)

mm

w L

w p

Ｉp

％

％

Ｃc

ｐc kN/m2

qu kN/m2

ｃ

φ

ｃ′

φ′

kN/m2

°

kN/m2

°

特記事項 1) 石分を除いた75mm未満の土質材料

に対する百分率で表す。

[1kN/m2≒0.0102kgf/cm2]

平成27年度　新施設整備事業　地質調査業務委託（伊豆市佐野地区）
　 平成 27年 9月 3日

大井寿彦

B-1

(3.00m)

2.625

57.2

5.2

49.2

41.0

4.6

15.86

9.5

71.2

34.2

37.0

礫まじりシルト質砂

SF-G(MH）

　

B-1

(4.00m)

2.703

20.4

43.5

47.3

9.2

30.60

19

ＮＰ

ＮＰ

ＮＰ

シルトまじり礫質砂

SG-F

B-1

(8.00m)

2.755

8.2

87.1

11.4

1.5

20.40

37.5

ＮＰ

ＮＰ

ＮＰ

砂まじり礫

G-S

B-2

(0.80～1.40m)

1.688

1.143

2.667

47.7

1.333

95.5

0.7

57.3

36.6

5.4

22.63

4.75

56.7

28.1

28.6

シルト質砂

SF(CH)

三軸（UU)

11.15

10.3

0.356

66.76

段階載荷

B-2

(2.00m)

2.695

22.6

42.8

36.8

14.9

5.5

210.11

26.5

41.9

24.5

17.4

シルト質砂質礫

GFS(CL)

B-2

(4.00m)

2.732

7.8

86.7

11.5

1.8

35.74

53

ＮＰ

ＮＰ

ＮＰ

砂まじり礫

G-S

一軸圧縮強さ qu

一軸圧縮強さ qu

一軸圧縮強さ qu

kN/m2

kN/m2

kN/m2
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   土 質 試 験 結 果 一 覧 表 （基礎地盤）

調査件名 整理年月日

整理担当者

試 料 番 号

（ ）深 さ

一

般

湿 潤 密 度

乾 燥 密 度

土粒子の密度

自然含水比

間 隙 比

飽 和 度

粒

度

石 分

礫 分

砂 分

シルト分

粘 土 分

最 大 粒 径

均 等 係 数

コ
ン
シ
ス
テ
ン
シ
ー
特
性

液 性 限 界

塑 性 限 界

塑 性 指 数

分

類

地盤材料の

分 類 名

分 類 記 号

圧

密

試 験 方 法

圧 縮 指 数

圧密降伏応力

一

軸

圧

縮

一軸圧縮強さ

せ

ん

断

試 験 条 件

全 応 力

有効応力

ρt

ρd

ρs

w n

ｅ

Ｓr

g/cm3

g/cm3

g/cm3

％

％

（７５ｍｍ以上）

（２～７５ｍｍ）

（０．０７５～２ｍｍ）

（０．００５～０．０７５ｍｍ）

（０．００５ｍｍ未満）

Ｕc

％

％1)

％1)

％1)

％1)

mm

w L

w p

Ｉp

％

％

Ｃc

ｐc kN/m2

qu kN/m2

ｃ

φ

ｃ′

φ′

kN/m2

°

kN/m2

°

特記事項 1) 石分を除いた75mm未満の土質材料

に対する百分率で表す。

[1kN/m2≒0.0102kgf/cm2]

平成27年度　新施設整備事業　地質調査業務委託（伊豆市佐野地区）
　 平成 27年 9月 3日

大井寿彦

B-3

(1.00m)

2.646

43.6

23.8

51.7

17.1

7.4

78.49

19

46.5

30.5

16.0

シルト質礫質砂

SFG(ML)

B-3

(2.00m)

2.717

17.2

67.2

24.7

8.1

72.24

26.5

ＮＰ

ＮＰ

ＮＰ

シルトまじり砂質礫

GS-F

一軸圧縮強さ qu

一軸圧縮強さ qu

一軸圧縮強さ qu

kN/m2

kN/m2

kN/m2

user
テキストボックス
地層記号

user
テキストボックス
代表N値

user
テキストボックス
試料N値

user
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user
テキストボックス
2

user
テキストボックス
2

user
テキストボックス
Td

user
テキストボックス
8

user
テキストボックス
22



 J G S 0 0 5 1 地 盤 材 料 の 工 学 的 分 類

調査件名 試験年月日

試 験 者

試 料 番 号

（ 深 さ ）

石 分

礫 分

砂 分

細 粒 分

シルト分

粘 土 分

最 大 粒 径

均 等 係 数

液 性 限 界

塑 性 限 界

塑 性 指 数

地盤材料の分類名

分 類 記 号

凡 例 記 号

(75mm以上)

(2～75mm)

(0.075～2mm)

(0.075mm未満)

(0.005～0.075mm)

(0.005mm未満)

％

％

％

％

％

％

％

％

mm

U c

w L

w p

Ip

特記事項 1) 主に観察と塑性図で判別分類

平成27年度　新施設整備事業　地質調査業務委託（伊豆市佐野地区）
　 平成 27年 8月 29日

工藤政良

B-1

(3.00m)

5.2

49.2

45.6

41.0

4.6

9.5

15.86

71.2

34.2

37.0

礫まじりシルト質砂

　

SF-G(MH）

○

B-1

(4.00m)

43.5

47.3

9.2

19

30.60

ＮＰ

ＮＰ

ＮＰ

シルトまじり礫質砂

SG-F

◎

B-1

(8.00m)

87.1

11.4

1.5

37.5

20.40

ＮＰ

ＮＰ

ＮＰ

砂まじり礫

G-S

●

B-2

(0.80～1.40m)

0.7

57.3

42.0

36.6

5.4

4.75

22.63

56.7

28.1

28.6

シルト質砂

SF(CH)

△

B-2

(2.00m)

42.8

36.8

20.4

14.9

5.5

26.5

210.11

41.9

24.5

17.4

シルト質砂質礫

GFS(CL)

▲

B-2

(4.00m)

86.7

11.5

1.8

53

35.74

ＮＰ

ＮＰ

ＮＰ

砂まじり礫

G-S

□

0 20 50 100 150 200
  0
  6

 20

 50

100

塑 性 図

液 性 限 界 w L （％）

塑
性

指
数

I
p

(CL)

(ML)

(CH)

(MH)

B線

A線

A線:  =0.73(   -20)

B線:  =50

I p L

L

w
w

○

△

▲

三角座標

  
0

  
5

 1
5

 5
0

 8
5

 9
5

10
0

  0  5

 15

 50

 85

 95100

0

5

15

50

85

95

100

  
0

 1
5

 5
0

 8
5

10
0

  0

 50

 85

100

0

15

50

100

  
0

  
5

 1
5

 5
0

 8
5

 9
5

10
0

  0  5

 15

 50

 85

 95100

0
5

15

50

85

95
100

礫
　
分
（
2～

75
mm
）
（
％
） 細
粒
分
（
0.075mm未

満
）
（
％
）

砂　分（0.075～2mm）（％）

(a) 中分類用三角座標

Fm
1）

{G} {GS}

{GF}

{SG} {S}

{SF}

(b) 粗粒土の小分類および細粒土の
細分類用三角座標

(G)

(G
-F
)

(G
F)

(F
G)

(F
-G
)

(F)

(G-S)

(G-FS)

(GF-S)

(FG-S)

(F-SG)

(F-S)

(GS)

(GS-F)

(GFS)

(FSG)

(FS-G)

(FS)

(SG)

(SG-F)

(SFG)
(SF-G)

(SF)

(S-G)

(S-FG)

(S-F)

(S)

○

◎

●

△

▲

□



 J G S 0 0 5 1 地 盤 材 料 の 工 学 的 分 類

調査件名 試験年月日

試 験 者

試 料 番 号

（ 深 さ ）

石 分

礫 分

砂 分

細 粒 分

シルト分

粘 土 分

最 大 粒 径

均 等 係 数

液 性 限 界

塑 性 限 界

塑 性 指 数

地盤材料の分類名

分 類 記 号

凡 例 記 号

(75mm以上)

(2～75mm)

(0.075～2mm)

(0.075mm未満)

(0.005～0.075mm)

(0.005mm未満)

％

％

％

％

％

％

％

％

mm

U c

w L

w p

Ip

特記事項 1) 主に観察と塑性図で判別分類

平成27年度　新施設整備事業　地質調査業務委託（伊豆市佐野地区）
　 平成 27年 8月 29日

工藤政良

B-3

(1.00m)

23.8

51.7

24.5

17.1

7.4

19

78.49

46.5

30.5

16.0

シルト質礫質砂

SFG(ML)

○

B-3

(2.00m)

67.2

24.7

8.1

26.5

72.24

ＮＰ

ＮＰ

ＮＰ

シルトまじり砂質礫

GS-F

◎
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(MH)

B線

A線

A線:  =0.73(   -20)

B線:  =50

I p L

L

w
w

○

三角座標
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0

15
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100

  
0

  
5

 1
5

 5
0

 8
5

 9
5

10
0

  0  5

 15

 50

 85

 95100

0
5

15

50

85

95
100

礫
　
分
（
2～

75
mm
）
（
％
） 細
粒
分
（
0.075mm未

満
）
（
％
）

砂　分（0.075～2mm）（％）

(a) 中分類用三角座標

Fm
1）

{G} {GS}

{GF}

{SG} {S}

{SF}

(b) 粗粒土の小分類および細粒土の
細分類用三角座標

(G)

(G
-F
)

(G
F)

(F
G)

(F
-G
)

(F)

(G-S)

(G-FS)

(GF-S)

(FG-S)

(F-SG)

(F-S)

(GS)

(GS-F)

(GFS)

(FSG)

(FS-G)

(FS)

(SG)

(SG-F)

(SFG)
(SF-G)

(SF)

(S-G)

(S-FG)

(S-F)

(S)

○

◎



J I S A 1 2 2 5

J G S 0 1 9 1
土 の 湿 潤 密 度 試 験 （ノギス法）

調査件名

試料番号 （深さ）

試験年月日

試 験 者

供 試 体 No.

供 試 体 の 質 量 m g

供

試

体

体

積

直

径

高

さ

上 部 cm

中 部 cm

下 部 cm

平 均 値 D cm

cm

平 均 値 H cm

体 積 V ＝（πD 2 /4）H cm3

含

水

比

容 器 No.

m a g

m b g

m c g

w ％

容 器 No.

m a g

m b g

m c g

w ％

平 均 値 w ％

湿潤密度ρt＝m /V g/cm3

乾燥密度ρd＝ρt/(1+w/100) g/cm3

間 隙 比 e ＝(ρs/ρd)－1

飽 和 度 S r＝wρs/(e ρw） ％

土粒子の密度 ρs g/cm3

平 均 値 ρd g/cm3

平 均 値 w ％

平 均 値 e

平均値 ρt g/cm3

平均値 S r ％

特記事項

平成27年度　新施設整備事業　地質調査業務委託（伊豆市佐野地区）
　 平成 27年 8月 28日

B-2 (0.80～1.40m) 工藤政良

1

141.80

3.50

3.50

3.50

3.50

3.50

3.50

3.50

8.75

8.75

8.75

84.18

2

142.50

3.50

3.50

3.50

3.50

3.50

3.50

3.50

8.75

8.75

8.75

84.18

3

142.10

3.50

3.50

3.50

3.50

3.50

3.50

3.50

8.75

8.75

8.75

84.18

136

63.6

45.2

7.1

48.3

10

62.6

44.6

6.5

47.2

132

63.1

45.0

7.0

47.6

48.3 47.2 47.6

1.684

1.136

1.348

95.56

1.693

1.150

1.319

95.44

1.688

1.144

1.331

95.38

2.667

1.143

47.7

1.333

1.688

95.5



   J I S A 1 2 0 2

J G S 0 1 1 1
土 粒 子 の 密 度 試 験 （測定）

調査件名 試験年月日

試 験 者

試 料 番 号 ( 深  さ )

ピ ク ノ メ ー タ ー No.

(試料＋蒸留水＋ピクノメーター)の質量 m b g

m bをはかったときの内容物の温度 T ℃

T℃における蒸留水の密度 ρw( T )g/cm3

温度T℃の蒸留水を満たしたときの
(蒸留水＋ピクノメーター)質量 m a g

1)

試 料 の

炉乾燥質量

容 器 No.

(炉乾燥試料＋容器)質量g

容 器 質 量 g

m s g

土 粒 子 の 密 度 ρs g/cm3

平 均 値 ρs g/cm3

試 料 番 号 ( 深  さ )

ピ ク ノ メ ー タ ー No.

(試料＋蒸留水＋ピクノメーター)の質量 m b g

m bをはかったときの内容物の温度 T ℃

T℃における蒸留水の密度 ρw( T )g/cm3

温度T℃の蒸留水を満たしたときの
(蒸留水＋ピクノメーター)質量 m a g

1)

試 料 の

炉乾燥質量

容 器 No.

(炉乾燥試料＋容器)質量g

容 器 質 量 g

m s g

土 粒 子 の 密 度 ρs g/cm3

平 均 値 ρs g/cm3

試 料 番 号 ( 深  さ )

ピ ク ノ メ ー タ ー No.

(試料＋蒸留水＋ピクノメーター)の質量 m b g

m bをはかったときの内容物の温度 T ℃

T℃における蒸留水の密度 ρw( T )g/cm3

温度T℃の蒸留水を満たしたときの
(蒸留水＋ピクノメーター)質量 m a g

1)

試 料 の

炉乾燥質量

容 器 No.

(炉乾燥試料＋容器)質量g

容 器 質 量 g

m s g

土 粒 子 の 密 度 ρs g/cm3

平 均 値 ρs g/cm3

特記事項
1) ピクノメーターの検定結果から求める。

ρs ＝
m s

m s ＋( )m a －m b

×ρw( T )

平成27年度　新施設整備事業　地質調査業務委託（伊豆市佐野地区）
　 平成 27年 8月 28日

工藤政良

B-1 (3.00m)

1

93.660

15.0

0.99910

87.469

1

38.006

28.006

10.000

2.623

2

89.929

15.0

0.99910

83.729

2

38.560

28.560

10.000

2.629

2.625

3

90.357

15.0

0.99910

84.165

3

39.331

29.331

10.000

2.624

B-1 (4.00m)

4

89.426

15.0

0.99910

83.117

4

38.478

28.478

10.000

2.707

5

90.073

15.0

0.99910

83.771

5

38.057

28.057

10.000

2.702

2.703

6

89.079

15.0

0.99910

82.781

6

38.061

28.061

10.000

2.699

B-1 (8.00m)

7

88.963

15.0

0.99910

82.595

7

37.885

27.885

10.000

2.751

8

89.836

15.0

0.99910

83.461

8

38.998

28.998

10.000

2.756

2.755

9

87.051

15.0

0.99910

80.674

9

38.897

28.897

10.000

2.758

B-2 (0.80～1.40m)

10

88.009

15.0

0.99910

81.759

10

38.008

28.008

10.000

2.664

11

88.891

15.0

0.99910

82.633

11

37.532

27.532

10.000

2.670

2.667

12

87.028

15.0

0.99910

80.773

12

36.784

26.784

10.000

2.668

B-2 (2.00m)

13

87.760

15.0

0.99910

81.469

13

38.012

28.012

10.000

2.694

14

86.812

15.0

0.99910

80.515

14

38.150

28.150

10.000

2.698

2.695

15

85.787

15.0

0.99910

79.497

15

37.797

27.797

10.000

2.693

B-2 (4.00m)

16

85.406

15.0

0.99910

79.058

16

37.798

27.798

10.000

2.736

17

86.670

15.0

0.99910

80.327

17

37.328

27.328

10.000

2.732

2.732

18

87.626

15.0

0.99910

81.287

18

38.289

28.289

10.000

2.729



   J I S A 1 2 0 2

J G S 0 1 1 1
土 粒 子 の 密 度 試 験 （測定）

調査件名 試験年月日

試 験 者

試 料 番 号 ( 深  さ )

ピ ク ノ メ ー タ ー No.

(試料＋蒸留水＋ピクノメーター)の質量 m b g

m bをはかったときの内容物の温度 T ℃

T℃における蒸留水の密度 ρw( T )g/cm3

温度T℃の蒸留水を満たしたときの
(蒸留水＋ピクノメーター)質量 m a g

1)

試 料 の

炉乾燥質量

容 器 No.

(炉乾燥試料＋容器)質量g

容 器 質 量 g

m s g

土 粒 子 の 密 度 ρs g/cm3

平 均 値 ρs g/cm3

試 料 番 号 ( 深  さ )

ピ ク ノ メ ー タ ー No.

(試料＋蒸留水＋ピクノメーター)の質量 m b g

m bをはかったときの内容物の温度 T ℃

T℃における蒸留水の密度 ρw( T )g/cm3

温度T℃の蒸留水を満たしたときの
(蒸留水＋ピクノメーター)質量 m a g

1)

試 料 の

炉乾燥質量

容 器 No.

(炉乾燥試料＋容器)質量g

容 器 質 量 g

m s g

土 粒 子 の 密 度 ρs g/cm3

平 均 値 ρs g/cm3

試 料 番 号 ( 深  さ )

ピ ク ノ メ ー タ ー No.

(試料＋蒸留水＋ピクノメーター)の質量 m b g

m bをはかったときの内容物の温度 T ℃

T℃における蒸留水の密度 ρw( T )g/cm3

温度T℃の蒸留水を満たしたときの
(蒸留水＋ピクノメーター)質量 m a g

1)

試 料 の

炉乾燥質量

容 器 No.

(炉乾燥試料＋容器)質量g

容 器 質 量 g

m s g

土 粒 子 の 密 度 ρs g/cm3

平 均 値 ρs g/cm3

特記事項
1) ピクノメーターの検定結果から求める。

ρs ＝
m s

m s ＋( )m a －m b

×ρw( T )

平成27年度　新施設整備事業　地質調査業務委託（伊豆市佐野地区）
　 平成 27年 8月 28日

工藤政良

B-3 (1.00m)

19

87.176

15.0

0.99910

80.946

19

37.618

27.618

10.000

2.650

20

82.024

15.0

0.99910

75.803

20

37.281

27.281

10.000

2.644

2.646

21

87.356

15.0

0.99910

81.136

21

37.336

27.336

10.000

2.643

B-3 (2.00m)

22

87.930

15.0

0.99910

80.007

22

38.478

25.941

12.537

2.715

23

87.361

15.0

0.99910

80.800

23

38.057

27.683

10.374

2.718

2.717

24

89.268

15.0

0.99910

83.116

24

38.061

28.336

9.725

2.719



   J I S A 1 2 0 3

J G S 0 1 2 1 土 の 含 水 比 試 験

調査件名 試験年月日

試 験 者

試料番号（深さ）

容 器 No.

m a g

m b g

m c g

w ％

平 均 値 w ％

特 記 事 項

試料番号（深さ）

容 器 No.

m a g

m b g

m c g

w ％

平 均 値 w ％

特 記 事 項

試料番号（深さ）

容 器 No.

m a g

m b g

m c g

w ％

平 均 値 w ％

特 記 事 項

試料番号（深さ）

容 器 No.

m a g

m b g

m c g

w ％

平 均 値 w ％

特 記 事 項

試料番号（深さ）

容 器 No.

m a g

m b g

m c g

w ％

平 均 値 w ％

特 記 事 項

w＝
m a － m b

m b － m c

×100
m a

m b

m c

：(試料＋容器)質量

：(炉乾燥試料＋容器)質量

：容器質量

平成27年度　新施設整備事業　地質調査業務委託（伊豆市佐野地区）
　 平成 27年 8月 27日

工藤政良

57.2

B-1 (3.00m)

22

66.0

44.2

6.4

57.7

196

65.6

44.1

6.9

57.8

127

65.8

44.7

7.1

56.1

20.4

B-1 (4.00m)

199

64.2

54.5

7.2

20.5

168

63.1

53.4

7.0

20.9

128

62.9

53.7

7.0

19.7

8.2

B-1 (8.00m)

102

83.6

77.5

7.0

8.7

108

78.1

72.8

7.2

8.1

107

85.8

80.1

7.1

7.8

47.7

B-2 (0.80～1.40m)

136

63.6

45.2

7.1

48.3

10

62.6

44.6

6.5

47.2

132

63.1

45.0

7.0

47.6

22.6

B-2 (2.00m)

197

90.3

74.5

7.0

23.4

47

75.9

63.1

6.6

22.7

155

78.8

66.0

7.2

21.8

7.8

B-2 (4.00m)

31

78.8

73.5

6.5

7.9

169

87.7

81.9

7.1

7.8

103

82.1

76.7

7.1

7.8

43.6

B-3 (1.00m)

119

54.8

40.4

7.0

43.1

129

58.4

42.7

7.1

44.1

12

53.7

39.4

6.5

43.5

17.2

B-3 (2.00m)

116

61.7

53.4

7.0

17.9

26

59.0

51.5

6.4

16.6

27

57.9

50.4

6.2

17.0



   J I S A 1 2 0 4

J G S 0 1 3 1 土 の 粒 度 試 験 （粒径加積曲線）

調査件名 試験年月日

試 験 者

試料番号

（深　さ）

試 料 番 号

（深　　　　さ）

ふ

る

い

分

析

沈

降

分

析

粒 径 mm 通過質量百分率％

75

53

37.5

26.5

19

 9.5

 4.75

 2

 0.850

 0.425

 0.250

 0.106

 0.075

粒 径 mm 通過質量百分率％

75

53

37.5

26.5

19

 9.5

 4.75

 2

 0.850

 0.425

 0.250

 0.106

 0.075

粗 礫 分

中 礫 分

細 礫 分

粗 砂 分

中 砂 分

細 砂 分

シ ル ト 分

粘 土 分

2mmふるい通過質量百分率

425μmふるい通過質量百分率

75μmふるい通過質量百分率

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

最 大 粒 径

60　 ％ 粒 径

50　 ％ 粒 径

30　 ％ 粒 径

10　 ％ 粒 径

均 等 係 数

曲 率 係 数

土 粒 子 の 密 度

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

60

50

30

10

Ｕc

Ｕc′

ρs

mm

mm

mm

mm

mm

g/cm3

使用した分散剤

溶液濃度，溶液添加量

粘 土 シ ル ト 細 砂 中 砂 粗 砂 細 礫 中 礫 粗 礫

特記事項

60　 ％ 粒 径 Ｄ60 mm

10　 ％ 粒 径 Ｄ10 mm

平成27年度　新施設整備事業　地質調査業務委託（伊豆市佐野地区）
　 平成 27年 8月 28日

工藤政良

B-1

(3.00m)

100.0

98.6

94.8

89.0

78.8

64.0

47.2

45.6

0.0430 40.5

0.0312 34.2

0.0207 21.5

0.0125 8.9

0.0089 6.3

0.0063 5.1

0.0032 3.8

B-1

(4.00m)

100.0

74.1

64.7

56.5

43.7

30.2

20.4

10.7

9.2

B-1

(3.00m)

*

1.4

3.8

5.8

25.0

18.4

41.0

4.6

94.8

78.8

45.6

9.5

0.2173

0.1386

0.0269

0.0137

15.86

0.24

2.625

ヘキサメタ燐酸ナトリウム

0.1% ，10ml

0.2173

0.0137

B-1

(4.00m)

*

35.3

8.2

12.8

23.3

11.2

9.2

56.5

30.2

9.2

19

2.7666

1.2420

0.4209

0.0904

30.60

0.71

2.703

ヘキサメタ燐酸ナトリウム

0.1% ，10ml

2.7666

0.0904

粒 径 (mm)

通
過

質
量

百
分

率
 
（

％
）

75194.7520.8500.2500.0750.005

0.001 0.01 0.1 1.0 10 10050
0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

粒径加積曲線

B-1
B-1



   J I S A 1 2 0 4

J G S 0 1 3 1 土 の 粒 度 試 験 （粒径加積曲線）

調査件名 試験年月日

試 験 者

試料番号

（深　さ）

試 料 番 号

（深　　　　さ）

ふ

る

い

分

析

沈

降

分

析

粒 径 mm 通過質量百分率％

75

53

37.5

26.5

19

 9.5

 4.75

 2

 0.850

 0.425

 0.250

 0.106

 0.075

粒 径 mm 通過質量百分率％

75

53

37.5

26.5

19

 9.5

 4.75

 2

 0.850

 0.425

 0.250

 0.106

 0.075

粗 礫 分

中 礫 分

細 礫 分

粗 砂 分

中 砂 分

細 砂 分

シ ル ト 分

粘 土 分

2mmふるい通過質量百分率

425μmふるい通過質量百分率

75μmふるい通過質量百分率

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

最 大 粒 径

60　 ％ 粒 径

50　 ％ 粒 径

30　 ％ 粒 径

10　 ％ 粒 径

均 等 係 数

曲 率 係 数

土 粒 子 の 密 度

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

60

50

30

10

Ｕc

Ｕc′

ρs

mm

mm

mm

mm

mm

g/cm3

使用した分散剤

溶液濃度，溶液添加量

粘 土 シ ル ト 細 砂 中 砂 粗 砂 細 礫 中 礫 粗 礫

特記事項

60　 ％ 粒 径 Ｄ60 mm

10　 ％ 粒 径 Ｄ10 mm

平成27年度　新施設整備事業　地質調査業務委託（伊豆市佐野地区）
　 平成 27年 8月 28日

工藤政良

B-1

(8.00m)

100.0

74.4

51.4

26.1

18.5

12.9

9.1

6.2

4.2

2.0

1.5

B-2

(0.80～1.40m)

100.0

99.3

97.5

86.7

63.2

43.7

42.0

0.0423 36.5

0.0310 28.3

0.0204 18.9

0.0121 11.8

0.0086 8.3

0.0062 5.9

0.0031 4.2

0.0013 3.1

B-1

(8.00m)

48.6

32.9

5.6

3.8

4.9

2.7

1.5

12.9

6.2

1.5

37.5

21.7145

18.5437

11.3095

1.0645

20.40

5.53

2.755

ヘキサメタ燐酸ナトリウム

0.1% ，10ml

21.7145

1.0645

B-2

(0.80～1.40m)

*

*

0.7

1.8

34.3

21.2

36.6

5.4

99.3

86.7

42.0

4.75

0.2308

0.1667

0.0330

0.0102

22.63

0.46

2.667

ヘキサメタ燐酸ナトリウム

0.1% ，10ml

0.2308

0.0102

粒 径 (mm)

通
過

質
量

百
分

率
 
（

％
）

75194.7520.8500.2500.0750.005

0.001 0.01 0.1 1.0 10 10050
0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

粒径加積曲線

B-1
B-2



   J I S A 1 2 0 4

J G S 0 1 3 1 土 の 粒 度 試 験 （粒径加積曲線）

調査件名 試験年月日

試 験 者

試料番号

（深　さ）

試 料 番 号

（深　　　　さ）

ふ

る

い

分

析

沈

降

分

析

粒 径 mm 通過質量百分率％

75

53

37.5

26.5

19

 9.5

 4.75

 2

 0.850

 0.425

 0.250

 0.106

 0.075

粒 径 mm 通過質量百分率％

75

53

37.5

26.5

19

 9.5

 4.75

 2

 0.850

 0.425

 0.250

 0.106

 0.075

粗 礫 分

中 礫 分

細 礫 分

粗 砂 分

中 砂 分

細 砂 分

シ ル ト 分

粘 土 分

2mmふるい通過質量百分率

425μmふるい通過質量百分率

75μmふるい通過質量百分率

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

最 大 粒 径

60　 ％ 粒 径

50　 ％ 粒 径

30　 ％ 粒 径

10　 ％ 粒 径

均 等 係 数

曲 率 係 数

土 粒 子 の 密 度

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

60

50

30

10

Ｕc

Ｕc′

ρs

mm

mm

mm

mm

mm

g/cm3

使用した分散剤

溶液濃度，溶液添加量

粘 土 シ ル ト 細 砂 中 砂 粗 砂 細 礫 中 礫 粗 礫

特記事項

60　 ％ 粒 径 Ｄ60 mm

10　 ％ 粒 径 Ｄ10 mm

平成27年度　新施設整備事業　地質調査業務委託（伊豆市佐野地区）
　 平成 27年 8月 28日

工藤政良

B-2

(2.00m)

100.0

83.7

71.6

66.1

57.2

45.0

35.2

28.6

21.5

20.4

0.0407 18.5

0.0294 16.5

0.0193 13.1

0.0115 9.7

0.0083 7.8

0.0060 6.3

0.0030 3.9

0.0013 2.9

B-2

(4.00m)

100.0

63.1

44.6

35.1

25.1

18.8

13.3

9.3

6.5

4.5

2.6

1.8

B-2

(2.00m)

16.3

17.6

8.9

12.2

16.4

8.2

14.9

5.5

57.2

35.2

20.4

26.5

2.5423

1.1965

0.2816

0.0121

210.11

2.58

2.695

ヘキサメタ燐酸ナトリウム

0.1% ，10ml

2.5423

0.0121

B-2

(4.00m)

64.9

16.3

5.5

4.0

4.8

2.7

1.8

13.3

6.5

1.8

53

35.9189

30.2763

14.3907

1.0051

35.74

5.74

2.732

ヘキサメタ燐酸ナトリウム

0.1% ，10ml

35.9189

1.0051

粒 径 (mm)

通
過

質
量

百
分

率
 
（

％
）

75194.7520.8500.2500.0750.005

0.001 0.01 0.1 1.0 10 10050
0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

粒径加積曲線

B-2
B-2



   J I S A 1 2 0 4

J G S 0 1 3 1 土 の 粒 度 試 験 （粒径加積曲線）

調査件名 試験年月日

試 験 者

試料番号

（深　さ）

試 料 番 号

（深　　　　さ）

ふ

る

い

分

析

沈

降

分

析

粒 径 mm 通過質量百分率％

75

53

37.5

26.5

19

 9.5

 4.75

 2

 0.850

 0.425

 0.250

 0.106

 0.075

粒 径 mm 通過質量百分率％

75

53

37.5

26.5

19

 9.5

 4.75

 2

 0.850

 0.425

 0.250

 0.106

 0.075

粗 礫 分

中 礫 分

細 礫 分

粗 砂 分

中 砂 分

細 砂 分

シ ル ト 分

粘 土 分

2mmふるい通過質量百分率

425μmふるい通過質量百分率

75μmふるい通過質量百分率

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

最 大 粒 径

60　 ％ 粒 径

50　 ％ 粒 径

30　 ％ 粒 径

10　 ％ 粒 径

均 等 係 数

曲 率 係 数

土 粒 子 の 密 度

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

60

50

30

10

Ｕc

Ｕc′

ρs

mm

mm

mm

mm

mm

g/cm3

使用した分散剤

溶液濃度，溶液添加量

粘 土 シ ル ト 細 砂 中 砂 粗 砂 細 礫 中 礫 粗 礫

特記事項

60　 ％ 粒 径 Ｄ60 mm

10　 ％ 粒 径 Ｄ10 mm

平成27年度　新施設整備事業　地質調査業務委託（伊豆市佐野地区）
　 平成 27年 8月 28日

工藤政良

B-3

(1.00m)

100.0

88.5

83.2

76.2

64.5

52.9

42.1

26.8

24.5

0.0449 21.9

0.0319 20.7

0.0204 17.3

0.0120 13.8

0.0086 10.4

0.0061 8.1

0.0031 5.8

0.0013 3.5

B-3

(2.00m)

100.0

82.3

58.7

44.7

32.8

23.1

16.9

13.0

9.1

8.1

B-3

(1.00m)

*

16.8

7.0

11.7

22.4

17.6

17.1

7.4

76.2

52.9

24.5

19

0.6436

0.3669

0.1389

0.0082

78.49

3.66

2.646

ヘキサメタ燐酸ナトリウム

0.1% ，10ml

0.6436

0.0082

B-3

(2.00m)

17.7

37.6

11.9

9.7

10.1

4.9

8.1

32.8

16.9

8.1

26.5

10.0118

6.3912

1.5851

0.1386

72.24

1.81

2.717

ヘキサメタ燐酸ナトリウム

0.1% ，10ml

10.0118

0.1386

粒 径 (mm)

通
過

質
量

百
分

率
 
（

％
）

75194.7520.8500.2500.0750.005

0.001 0.01 0.1 1.0 10 10050
0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

粒径加積曲線

B-3
B-3



   土の液性限界・塑性限界試験 （試験結果）
J I S A 1 2 0 5

J G S 0 1 4 1

調査件名 試験年月日

試 験 者

含
水

比
w

（
％
）

落 下 回 数試料番号（深さ）

液性限界試験 塑性限界試験 液性限界 w L ％

落下回数 含水比 w ％ 含水比 w ％

塑性限界 w p ％

塑性指数 I p

試料番号（深さ）

液性限界試験 塑性限界試験 液性限界 w L ％

落下回数 含水比 w ％ 含水比 w ％

塑性限界 w p ％

塑性指数 I p

試料番号（深さ）

液性限界試験 塑性限界試験 液性限界 w L ％

落下回数 含水比 w ％ 含水比 w ％

塑性限界 w p ％

塑性指数 I p

試料番号（深さ）

液性限界試験 塑性限界試験 液性限界 w L ％

落下回数 含水比 w ％ 含水比 w ％

塑性限界 w p ％

塑性指数 I p

特記事項

平成27年度　新施設整備事業　地質調査業務委託（伊豆市佐野地区）
　 平成 27年 8月 27日

工藤政良

B-1 (3.00m)

50 67.2

38 68.8

27 70.6

20 72.4

13 75.0

7 78.4

33.8

34.6

34.2

71.2

34.2

37.0

B-2 (0.80～1.40m)

46 55.4

35 55.9

26 56.6

19 57.3

12 58.1

6 59.6

28.5

27.9

28.0

56.7

28.1

28.6

B-2 (2.00m)

50 39.7

39 40.5

29 41.3

22 42.4

15 43.6

8 45.5

24.8

24.2

24.6

41.9

24.5

17.4

B-3 (1.00m)

50 43.8

38 44.9

27 46.1

20 47.5

14 48.9

9 50.6

30.8

30.2

30.5

46.5

30.5

16.0

流動曲線

5

5

10

10

15

15

20

20

25

25

30

30

40

40

50

50

64

68

72

76

80

71.2 %

If =  13.2

53

55

57

59

61

56.7 %

If =  4.7

38

40

42

44

46

41.9 %

If =  7.4

43

45

47

49

51

46.5 %

If =  9.2



   
J G S 0 5 2 0 土 の 三 軸 試 験 の 供 試 体 作 製 ・ 設 置

調査件名 試験年月日

試料番号（深さ） 試 験 者

供試体を用いる試験の基準番号と名称

試 料 の 状 態 1)

供 試 体 の 作 製 2)

土 質 名 称

土 粒 子 の 密 度 ρs
3) g/cm3

4)

4)

供 試 体 No.

初

期

状

態

直 径 cm

平 均 直 径 D i cm

高 さ cm

平 均 高 さ H i cm

体 積 V i cm3

含 水 比 w i ％

質 量 m i g

湿 潤 密 度 ρti
3) g/cm3

乾 燥 密 度 ρdi
3) g/cm3

間 隙 比 e i
3)

飽 和 度 S ri
3) ％

相 対 密 度 D ri
3) ％

設

置

・

飽

和

過

程

軸変位量の測定方法

設 置 時 の 軸 変 位 量 cm

飽和過程の軸変位量 cm

軸 変 位 量 ΔH i
5) cm

体積変化量の測定方法

設置時の体積変化量 cm3

飽和過程の体積変化量 cm3

体 積 変 化 量 ΔV i
5) cm3

圧
密
前
（
試
験
前
）

高 さ H0 cm

直 径 D 0 cm

体 積 V 0 cm3

乾 燥 密 度 ρd0
3) g/cm3

間 隙 比 e 0
3)

相 対 密 度 D r0
3) ％

炉

乾

燥

後

容 器 No.

（炉乾燥供試体＋容器）質量 g

容 器 質 量 g

炉 乾 燥 質 量 m s g

特記事項 1) 試料の採取方法，試料の状態（塊状，凍結，ときほぐされた）等を記載する。

2) トリミング法，負圧法の種別，凍結試料の場合は解凍方法等を記載する。

3) 必要に応じて記載する。

4) 必要に応じて粘性土の場合は液性限界，塑性限界，砂質土の場合は最小乾燥密度，

   最大乾燥密度等を記載する。

5) 設置時の変化と飽和過程および B 値測定過程での変化を合わせる。

[1kN/m2≒0.0102kgf/cm2]

平成27年度　新施設整備事業　地質調査業務委託（伊豆市佐野地区）
　 平成 27年 8月 28日

B-2 (0.80～1.40m) 工藤政良

JGS 0521 土の非圧密非排水(UU)三軸圧縮試験

乱さない土

トリマー

シルト質砂 SF(CH)

2.667

最小乾燥密度 ρdmin g/cm
3

最大乾燥密度 ρdmax g/cm
3

 

3.50

3.50

3.50

3.50

8.75

8.75

8.75

8.75

84.18

48.3

141.8

1.684

1.136

1.35

95.4

8.75

3.50

84.18

1.136

1.35

95.6

2

3.50

3.50

3.50

3.50

8.75

8.75

8.75

8.75

84.18

47.2

142.5

1.693

1.150

1.32

95.4

8.75

3.50

84.18

1.150

1.32

96.8

3

3.50

3.50

3.50

3.50

8.75

8.75

8.75

8.75

84.18

47.6

142.1

1.688

1.144

1.33

95.5

8.75

3.50

84.18

1.144

1.33

96.3



   
J G S 0 5 2 1 土 の 三 軸 圧 縮 試 験［UU］ （応力－ひずみ曲線）

調査件名 試験年月日

試料番号（深さ） 試 験 者

土 質 名 称
1)

1)

ひずみ速度 ％/min

特記事項 1) 必要に応じて粘性土
   の場合は液性限界，
   塑性限界，砂質土の
   場合は最小乾燥密度，
   最大乾燥密度等を記
   載する。

供 試 体 No.

セル圧・圧密応力

背 圧 u b

主

応

力

差

最

大

時

圧縮強さ (σa-σr ) max

軸ひずみ εaf ％

CU

間隙水圧 u f

有効軸方向応力 σ′af

有効側方向応力 σ′rf

CD
体積ひずみ εvf ％

間 隙 比 e f

kN/m2

kN/m2

kN/m2

kN/m2

kN/m2

kN/m2

供試体の破壊状況

[1kN/m2≒0.0102kgf/cm2]

平成27年度　新施設整備事業　地質調査業務委託（伊豆市佐野地区）
　 平成 27年 8月 28日

B-2 (0.80～1.40m) 工藤政良

シルト質砂 SF(CH)

最小乾燥密度ρdming/cm
3

最大乾燥密度ρdmaxg/cm
3

1.0

 

98.1

71.74

6.86

2

196.2

107.40

8.00

3

294.3

156.94

8.00

軸ひずみ εa （％）

主
応
力
差
（
σ

a
－
σ

r
）

(
k
N
/
m

2
)

0 2 4 6 8 10 12 14
0

50

100

150

200

250

300

350

(σa-σr) -εa 曲線

 

2

3



   
J G S 0 5 2 1 土の強度特性 土 の 三 軸 圧 縮 試 験［UU］

調査件名 試験年月日

試料番号（深さ） 試 験 者

強 度 定 数

応 力 範 囲

正 規 圧 密 領 域

過 圧 密 領 域

全 応 力

c φ ° tanφ

有 効 応 力

c′ φ′ °kN/m2 kN/m2

特記事項

[1kN/m2≒0.0102kgf/cm2]

平成27年度　新施設整備事業　地質調査業務委託（伊豆市佐野地区）
　 平成 27年 8月 28日

B-2 (0.80～1.40m) 工藤政良

11.15 10.3 0.182

σ
 
(
k
N
/
m

2
）

τ (kN/m
2
）

0
1
0
0

2
0
0

3
0
0

4
0
0

5
0
0

6
0
0

7
0
0

8
0
0

9
0
0

0

1
0
0

2
0
0

3
0
0

4
0
0

5
0
0

6
0
0

7
0
0



J I S A 1 2 1 7

J G S 0 4 1 1
土の段階載荷による圧密試験 （計算書）

調査件名

試料番号 （深さ）

試験年月日

試 験 者

試 験 機 No.

最低～最高室温 ℃

土 質 名 称

土粒子の密度 ρs g/cm3

液 性 限 界 w L ％

塑 性 限 界 w p ％

供

試

体

直 径 D cm

断 面 積 A cm2

高 さ H 0 cm

質 量 m 0 g

炉乾燥質量 m s g

実 質 高 さ H s cm

初

期

状

態

含水比 w0 ％

間隙比e 0 ，体積比f 0

湿潤密度 ρt g/cm
3

飽和度 S r0 ％

圧 縮 指 数 C c

圧密降伏応力 p c kN/m2

0

0

1

1

2

2

3

3

4

4

5

5

6

6

7

7

8

8

9

9

10

10

載荷

段階

圧密圧力p

kN/m2

圧力増分Δp

kN/m2

圧 密 量 ΔH

cm

供試体高さ H

cm

平均供試体高さH

cm

圧 縮 ひ ず み

Δε=ΔH/H × 100％

体積圧縮係数m v

m2/kN

間隙比e= H /H s- 1

体積比f= H /H s

載荷

段階

平均圧密圧力p

kN/m2

t90 ，t50

min

圧 密 係 数 c v

cm2/d

透 水 係 数 k

m/s

一次圧密量 ΔH 1

cm

一 次 圧 密 比

r = ΔH 1 /ΔH

補正圧密係数

c′v = rc v cm2/d

透水係数 k′

m/s

特記事項 H s = m s/(     )ρs A

H = H′- ΔH

H =(      )/2H + H′

m v=(    /100)/Δε Δp

S r0 = w 0ρs/(    )e0ρw

p = p・p′

√法：t cv =305× H
2
/t90

曲線定規法：c v =70.9× H
2
/t 50

k = c vm vγw/(8.64×10 )8

k′= c′vm vγw/(8.64×10 )8

ただし，γw≒9.81kN/m3

[1kN/m2≒0.0102kgf/cm2]

平成27年度　新施設整備事業　地質調査業務委託（伊豆市佐野地区）
　 平成 27年 9月 3日

B-2 (0.80～1.40m) 工藤政良

シルト質砂 SF(CH)

2.667

56.7

28.1

6.00

28.27

2.00

95.50

64.66

0.8576

47.7

1.332

1.689

95.5

0.356

66.76

0.0

9.8

19.6

39.2

78.5

157.0

313.9

627.8

9.8

9.8

9.8

19.6

39.3

78.5

156.9

313.9

-618.0

0.0256

0.0150

0.0350

0.0600

0.0720

0.0920

0.0910

-0.0500

2.0000

1.9744

1.9594

1.9244

1.8644

1.7924

1.7004

1.6094

1.6594

1.9872

1.9669

1.9419

1.8944

1.8284

1.7464

1.6549

1.6344

1.288

0.763

1.802

3.167

3.938

5.268

5.499

-3.059

1.31E-3

7.79E-4

9.19E-4

8.06E-4

5.02E-4

3.36E-4

1.75E-4

4.95E-5

1.332

1.302

1.285

1.244

1.174

1.090

0.983

0.877

0.935

4.900

13.859

27.719

55.473

111.016

221.996

443.922

78.437

1.2

1.1

1.3

2.2

3.6

2.4

1.8

1004.6

1073.7

885.5

498.0

283.5

387.9

464.5

1.49E-8

9.50E-9

9.24E-9

4.56E-9

1.62E-9

1.48E-9

9.23E-10

0.0119

0.0066

0.0128

0.0241

0.0398

0.0544

0.0479

0.465

0.440

0.366

0.402

0.553

0.591

0.526

467.1

472.4

324.1

200.2

156.8

229.2

244.3

6.95E-9

4.18E-9

3.38E-9

1.83E-9

8.94E-10

8.74E-10

4.85E-10



   J I S A 1 2 1 7

J G S 0 4 1 1
土 の 段 階 載 荷 に よ る 圧 密 試 験 (圧縮曲線)

調 査 件 名 試験年月日

試 料 番 号(深さ) 試 験 者

土粒子の密度

ρs g/cm
3

液 性 限 界

w L ％

塑 性 限 界

w p ％

初 期 含 水 比

w 0 ％

初期間隙比 e0

初期体積比 f0

圧 縮 指 数

Cc

圧密降伏応力

pc kN/m2
ひずみ速度 1)

％/min

透水係数 k (m/s)2)

圧密圧力 p (kN/m )2

特記事項 1)定ひずみ速度載荷による圧密試験の時のみ記入する。
2)定ひずみ速度載荷による圧密試験の時のみ使用する。

[1kN/m2≒0.0102kgf/cm2]

平成27年度　新施設整備事業　地質調査業務委託（伊豆市佐野地区）
　 平成 27年 9月 3日

工藤政良B-2 (0.80～1.40m)

2.667 56.7 28.1 47.7 1.332 0.356 66.76

間
隙

比
e

5 10 20 50 100 200 500 1000 2000 3000

1.75

1.70

1.65

1.60

1.55

1.50

1.45

1.40

1.35

1.30

1.25

1.20

1.15

1.10

1.05

1.00

0.95

0.90

0.85

0.80

e 0 = 1.332 p c = 66.76 k N / m2
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J I S A 1 2 1 7

J G S 0 4 1 1 土の段階載荷による圧密試験 ( d －√t 曲 線 )

調 査 件 名

試料番号(深さ)

試験年月日

試 験 者

載
荷

段
階

圧
密

圧
力

p
k
N
/
m

2

載
荷
直

前
読

み
d

i
m
m

圧
密
度
0％

読
み

d
0

m
m

最
終

読
み

d
f

m
m

圧
密

度
90
％

読
み

d
9
0

m
m

圧
密
度

10
0％

読
み

d
1
0
0

m
m

圧
密

度
90
％

時
間

t
9
0

m
i
n

d
1
0
0
=

1
0
(d

-
d

9
0

0
)
/
9
+d

0

経
過

時
間

t
(
m
i
n
)

圧密圧力p=(kN/m )
2

圧密圧力p=(kN/m )
2

圧密圧力p=(kN/m )
2

変位計の読みd(mm)

[1kN/m2≒0.0102kgf/cm2]

平成27年度　新施設整備事業　地質調査業務委託（伊豆市佐野地区）
　 平成 27年 9月 3日

B-2 (0.80～1.40m) 工藤政良
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0
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.
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.
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0
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0
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.
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0
.
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0
.
8
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4
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0
7
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.
0
9
8

2
.
2
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J I S A 1 2 1 7

J G S 0 4 1 1 土の段階載荷による圧密試験 ( d －√t 曲 線 )

調 査 件 名

試料番号(深さ)

試験年月日

試 験 者

載
荷

段
階

圧
密

圧
力

p
k
N
/
m

2

載
荷
直

前
読

み
d

i
m
m

圧
密
度
0％

読
み

d
0

m
m

最
終

読
み

d
f

m
m

圧
密

度
90
％

読
み

d
9
0

m
m

圧
密
度

10
0％

読
み

d
1
0
0

m
m

圧
密

度
90
％

時
間

t
9
0

m
i
n

d
1
0
0
=

1
0
(d

-
d

9
0

0
)
/
9
+d

0

経
過

時
間

t
(
m
i
n
)

圧密圧力p=(kN/m )
2

圧密圧力p=(kN/m )
2

圧密圧力p=(kN/m )
2

変位計の読みd(mm)

[1kN/m2≒0.0102kgf/cm2]

平成27年度　新施設整備事業　地質調査業務委託（伊豆市佐野地区）
　 平成 27年 9月 3日

B-2 (0.80～1.40m) 工藤政良
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.
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6
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3
.
6

157.0

6
3
1
3
.
9

2
.
1
4
0

2
.
1
8
4

3
.
0
6
0

2
.
6
7
4

2
.
7
2
8

2
.
4

313.9

7
6
2
7
.
8

3
.
0
6
0

3
.
1
5
8

3
.
9
7
0

3
.
5
8
9

3
.
6
3
7

1
.
8

627.8



   J I S A 1 2 1 7

J G S 0 4 1 1
土 の 段 階 載 荷 に よ る 圧 密 試 験 (cv ，mv - p 関係)

調 査 件 名

試料番号(深さ)

試験年月日

試 験 者

圧
密

係
数

c v
，c

v
′
(
c
m
/
d
)

2

体
積

圧
縮

係
数

m
v
(
m
/
k
N
)

2

平 均 圧 密 圧 力 p (kN/m )2

特記事項

[1kN/m2≒0.0102kgf/cm2]

平成27年度　新施設整備事業　地質調査業務委託（伊豆市佐野地区）
　 平成 27年 9月 3日

B-2 (0.80～1.40m) 工藤政良

c v ，c v
′

m v

1 2 5 10 20 50 100 200 500 1000 2000 5000 10000
101

102

103

104

10-5

10-4

10-3

10-2

pc = 66.76 kN/m2



B-2

(10.50～10.65m)

13.0

％

％

％

70.9

　吸水膨張率 L s　試験個数3個の平均値である。

特記事項

陽イオン交換容量 meq/100g

X 線 回 折

引 張 り 強 さ  t MN/m2

 ' °
有 効 応 力

c ' kN/m2

 °
三
軸
圧
縮

全 応 力
c kN/m2

試 験 条 件

静ポアソン比 

変 形 係 数 E s,50 MN/m2 2705 20.0
一
軸
圧
縮

一軸圧縮強さ q u MN/m2 11.9 0.0793

圧 縮 強 さ  c MN/m2

水浸前の含水比 w 2

ス レ ー キ ン グ 指 数

w 3

ス
レ
ー

キ
ン
グ

初期の含水比 w 1

24h後の含水比

吸 水 膨 張 応 力  s kN/m2

吸 水 膨 張 率 L s ％

動 弾 性 係 数 E d MN/m2

動ポアソン比  d

S 波 V s km/s

超

音

波

速
度

P 波 V p km/s

動せん断弾性係数 G d MN/m2

試 料 の 状 態

有 効 間 隙 率 n e ％

飽 和 密 度  sat g/cm3

乾 燥 密 度  d g/cm3
密
度
・
吸
水
率

湿 潤 密 度  t g/cm3

吸 水 率 Q ％

含 水 比 w ％

土 粒 子 の 密 度  s g/cm3

飽 和 度 S r ％

間 隙 比 e

含 水 比 w ％ 13.3 31.1

密

度

乾 燥 密 度  d g/cm3 1.961 1.463

湿 潤 密 度  t g/cm3 2.222 1.918

供 試 体 No. 1 1

(11.15～11.30m) (10.65～11.00m)

整理担当者 大井　寿彦

試 料 番 号
（ 深 さ ）

B-1 B-2

岩 石 試 験 結 果 一 覧 表

調査件名
平成27年度 新施設整備事業 地質調査業務委託
（伊豆市佐野地区） 整理年月日 平成27年9月30日

user
テキストボックス
2.岩石試験(その1)

user
楕円

user
楕円


user
楕円


user
テキストボックス
地層記号

user
テキストボックス
代表N値

user
テキストボックス
試料N値

user
テキストボックス
Ts

user
テキストボックス
Tf

user
テキストボックス
Tf

user
テキストボックス
30

user
テキストボックス
32

user
テキストボックス
30

user
テキストボックス
32

user
テキストボックス
50/11

user
テキストボックス
50/3



No.

m g

D cm

H cm

cm3

g

g

g

％

g

g

g

％

w ％

g/cm3

g/cm3

％

 s g/cm3 w ％  t

 d g/cm3 e S r

B-1 ( 11.15 ～ 11.30 m )

cm

4.940

4.930

4.935

4.930

調査件名

試料番号

cm

cm

供試体 の 質 量

供

試

体

の

体

積

4.931

9.965

190.3

13.3

422.89

373.23

1.961

13.3

2.222

1.961

1

422.89

4.925

4.925

2.222

S r = w  s / (e  w)飽 和 度

土粒子の密度

中 部

m a

m b

m a

体積　V  = ( D 2 / 4 ) H

容 器 No.

容 器 No.

高
　
　
さ

特記事項

平 均 値

平 均 値

湿潤密度

乾燥密度

間 隙 比

 t = m  / V

 d =  t / (1+w /100)

e  = ( s /  d) - 1

9.965

9.965

m c

w

m b

m c

w

平 均 値

平 均 値

平 均 値 13.3

平 均 値

含

水

比

平 均 値

cm

直

径

平 均 値

上 部

JGS     2132

g/cm3

％

供 試 体

平成27年9月8日

小暮　学

試験年月日

（深さ）

下 部

岩 石 の 密 度 試 験 （ ノ ギ ス 法 ）

平成27年度 新施設整備事業 地質調査業務委託
（伊豆市佐野地区）

試 験 者



No.

m g

D cm

H cm

cm3

g

g

g

％

g

g

g

％

w ％

g/cm3

g/cm3

％

 s g/cm3 w ％  t

 d g/cm3 e S r

JGS     2132 岩 石 の 密 度 試 験 （ ノ ギ ス 法 ）

調査件名
平成27年度 新施設整備事業 地質調査業務委託
（伊豆市佐野地区） 試験年月日 平成27年9月8日

試料番号（深さ） B-2 ( 10.65 ～ 11.00 m ) 試 験 者 小暮　学

供 試 体 1

供試体 の 質 量 386.76

上 部 cm
5.065

供

試

体

の

体

積

直

径

5.075

中 部 cm
5.080

5.075

下 部 cm
5.055

5.065

平 均 値 5.069

高
　
　
さ

cm
9.990

9.995

平 均 値 9.993

体積　V  = ( D 2 / 4 ) H 201.7

容 器 No.

m a 386.76

含

水

比

m b 295.03

容 器 No.

m c

w 31.1

m a

m b

m c

w

1.918

平 均 値 31.1

乾燥密度  d =  t / (1+w /100) 1.463

湿潤密度  t = m  / V

間 隙 比 e  = ( s /  d) - 1

飽 和 度 S r = w  s / (e  w)

平 均 値 31.1 平 均 値 g/cm3

特記事項

1.918

平 均 値 1.463 平 均 値 平 均 値 ％

土粒子の密度



No.

cm

cm

g

N

℃

℃

℃

D cm

H 0 cm

A cm2

V 0 cm3

m 0 g

H cm

H 1 cm

V 1 cm3

m 1 g

m d g

w 0 ％

w 1 ％

w ％

 d0 g/cm3

 d1 g/cm3

L s ％

 s kN/m2

含 水 調 整 方 法

リ
ン
グ

水
温

試 験 中

試 験 終 了 時

試 験 開 始 時

載 荷 荷 重

質 量

高 さ

内 径

試
験
前
供
試
体

直 径

高 さ

断 面 積

体 積

湿 潤 質 量

体 積

吸 水 後 質 量

吸 水 含 水 比 変 化

吸 水 含 水 比

初 期 含 水 比

乾 燥 質 量

試
験
後
供
試
体

軸 変 位 量

高 さ

1.262 1.246

試料観察及び特記事項

最大吸水膨張応力

最 大 吸 水 膨 張 率

試 験 後 乾 燥 密 度

- - -

初 期 乾 燥 密 度

7.68 19.3 11.9

1.590 1.505 1.394

1.476

平成27年9月2日

小暮　学

試験年月日

（深さ）

調査件名

試料番号

42.6 43.4

岩石の吸水膨張試験（膨張率・計算）

B-2

平成27年度 新施設整備事業 地質調査業務委託
（伊豆市佐野地区）

JGS     2121

試 験 者( 10.50 ～ 10.65 m )

供 試 体

62.78 60.00 54.92

7.2 15.2 10.0

23.7 27.4 33.4

30.9

42.52 47.55 44.09

82.20 85.53 78.78

0.154 0.386 0.238

2.154 2.386 2.238

39.48 39.86 39.40

77.65 76.46 73.28

2.000 2.000 2.000

19.74 19.93 19.70

20 20 20

5.013 5.038 5.008

20 20 20

20 20 20

176.65 177.48 177.17

0.0 0.0 0.0

- -

6.000 6.000 6.000

2.000 2.000 2.000

1 2 3

-

0.0

6.0

12.0

18.0

24.0

30.0

0 500000 1000000 1500000 2000000 2500000

吸
水
膨
張
率
( 
％
)

経過時間 ( s )

1 2 3



内径 cm

高 さ cm cm

cm

cm2

cm3

g

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

特 記 事項

-

64800 20 0.0766 3.83 - 1900800

-57600

-

7.01

-

6.86

( 10.50 ～ 10.65 m )

-

-

7.16

-

-

7.22

-

1814400 20 0.1471- 7.36

-7.30

0.1431

20 0.0718

-50400

20

20

- 1641600

経過時間
s

水温
℃

軸変位量

H   cm
荷重
F  N

20 0.0649

43200

36000 20 0.0448

0.144420 0.0561 -

- 1728000 0.146020

0.1422 7.11

21600 20 0.0073 0.37 -

28800 20 0.0281

14400 20 0.0051 0.26

1468800

- 1555200-

- -

0.1347 6.74

- 1382400 0.1402

0.137220

0.1293 6.47 -

7200 20 0.0027 0.14 - - 1209600

0.1257 6.29 -

3600 20 0.0015 0.08 - - 1123200

0.1232 6.16 -

3000 20 0.0012 0.06 - - 1036800

0.1208 6.04 -

2400 20 0.0010 0.05 - - 950400

0.1185 5.93 -

1800 20 0.0008 0.04 - - 864000

0.1159 5.80 -

1200 20 0.0006 0.03 - - 777600

0.1132 5.66 -

600 20 0.0001 0.01 - - 691200

0.1102 5.51 -

540 20 0.0000 0.00 - - 604800

0.1069 5.35 -

480 20 0.0000 0.00 - - 518400

0.1015 5.08 -

420 20 0.0000 0.00 - - 432000

0.0958 4.79 -

360 20 0.0000 0.00 - - 345600

0.0947

-

-

300 20 0.0000 0.00 - - 259200

120 20

-

240 20 0.0000 0.00 - - 237600

- 216000 0.0934180 20 0.0000 0.00

0.0000 0.00 - -

0.089220

172800 0.0910

194400 0.0921

60 20 0.0000 0.00 - -

129600 0.087220

50 20 0.0000 0.00 - - 151200

40 20 0.0000 0.00 - -

30 20 0.0000 0.00 108000 4.270.085420

20 20 0.0000 - 86400

- - 79200

0.0793

10 20 0.0000 0.00

0 20 0.0000 0.00 -

20 0.1502 7.51

20

20

20

20

-

- - 1296000

20

20

20

20

20

20

20

20

20

20

4.07

3.97

20

20

20

20

4.61

4.67

4.74

4.36

-

4.46

-

-

4.55

-

-

-

cm

試 験 者

平成27年9月2日

小暮　学

試 験 後 供 試 体

1

H

JGS     2121

調査件名

試料番号

平成27年度 新施設整備事業 地質調査業務委託
（伊豆市佐野地区）

B-2

岩石の吸水膨張試験（膨張率・測定）

試験年月日

（深さ）

含水調整方法

19.74

cm

5.013

2.000

cm3

- 供 試 体 No.

m 0

H 0

A

試 験 前 供 試 体

V 0

D

39.48

直 径

吸水後質量

体 積

高 さ

軸 変 位 量

体 積

高 さ

断 面 積

62.78

0.154

2.154H 1

42.52

82.20

V 1

m d

gm 1

試験終了時

20

0.0

6.000

2.000

176.65

72000 -

試 験 中

g

載荷荷重 N

質 量

水
温
℃

リ
ン
グ

試験開始時

0.0827 4.14

-

20

20

20

0.0813

水温
℃

軸変位量

H   cm

20-

3.59

3.25

2.81

2.24

1.41

0.00 -

- -

経過時間
s

吸水
膨張応力

 s  kN/m2

吸水
膨張率
L s  ％

乾 燥 質 量 g

吸水
膨張率
L s  ％

20

77.65湿 潤 質 量

荷重
F  N

吸水
膨張応力

 s  kN/m2



内径 cm

高 さ cm cm

cm

cm2

cm3

g

特記事項

-2160000 20 0.1532 7.66 -

2073600 20 0.1535 7.68 - -

吸水
膨張率
L s  ％

荷重
F  N

吸水
膨張応力

 s  kN/m2

1987200 20 0.1528 7.64 - -

経過時間
s

水温
℃

軸変位量

H   cm

吸水
膨張率
L s  ％

荷重
F  N

吸水
膨張応力

 s  kN/m2

経過時間
s

水温
℃

軸変位量

H   cm

m d g 62.78

試 験 中 20

吸水後質量 m 1 g 82.20

試験終了時 20 湿 潤 質 量 m 0 77.65 乾 燥 質 量

体 積 V 1 cm3 42.52

水
温
℃

試験開始時 20 体 積 V 0 39.48

高 さ H 1 cm 2.154

載荷荷重 N 0.0 断 面 積 A 19.74

質 量 g 176.65 高 さ H 0 2.000

試 験 後 供 試 体

2.000 直 径 D 5.013 軸 変 位 量 H cm 0.154

含水調整方法 - 供 試 体 No. 1

リ
ン
グ

6.000 試 験 前 供 試 体

試料番号 （深さ） B-2 ( 10.50 ～ 10.65 m ) 試 験 者 小暮　学

JGS     2121 岩石の吸水膨張試験（膨張率・測定）

調査件名
平成27年度 新施設整備事業 地質調査業務委託
（伊豆市佐野地区） 試験年月日 平成27年9月2日



内径 cm

高 さ cm cm

cm

cm2

cm3

g

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

JGS     2121 岩石の吸水膨張試験（膨張率・測定）

調査件名
平成27年度 新施設整備事業 地質調査業務委託
（伊豆市佐野地区） 試験年月日 平成27年9月2日

試料番号 （深さ） B-2 ( 10.50 ～ 10.65 m ) 試 験 者 小暮　学

含水調整方法 - 供 試 体 No. 2

リ
ン
グ

6.000 試 験 前 供 試 体 試 験 後 供 試 体

2.000 直 径 D 5.038 軸 変 位 量 H cm 0.386

質 量 g 177.48 高 さ H 0 2.000 高 さ H 1 cm 2.386

載荷荷重 N 0.0 断 面 積 A 19.93 体 積 V 1 cm3 47.55

水
温
℃

試験開始時 20 体 積 V 0 39.86 吸水後質量 m 1 g 85.53

試験終了時 20 湿 潤 質 量 m 0 76.46 乾 燥 質 量 m d g 60.00

試 験 中 20

経過時間
s

水温
℃

軸変位量

H   cm

吸水
膨張率
L s  ％

荷重
F  N

吸水
膨張応力

 s  kN/m2

経過時間
s

水温
℃

軸変位量

H   cm

吸水
膨張率
L s  ％

荷重
F  N

吸水
膨張応力

 s  kN/m2

0 20 0.0000 0.00 - - 72000 0.0254 1.27 -

10 20 0.0000 0.00 - -

20 20 0.0000 0.00 -

20

-

79200 20 0.0268 1.34 -

-

- 86400 20 0.0285 1.43

40 20 0.0000 0.00 -

30 20 0.0000 0.00 -

-

108000 20 0.0345 1.73 -

-

- 129600 20 0.0494 2.47

60 20 0.0000 0.00 -

50 20 0.0000 0.00 -

-

151200 20 0.0898 4.49 -

-

- 172800 20 0.0989 4.95

180 20 0.0000 0.00 -

120 20 0.0000 0.00 -

-

194400 20 0.1028 5.14 -

-

- 216000 20 0.1069 5.35

300 20 0.0000 0.00 -

240 20 0.0000 0.00 -

-

237600 20 0.1099 5.50 -

-

- 259200 20 0.1127 5.64

420 20 0.0000 0.00 -

360 20 0.0000 0.00 -

-

345600 20 0.1270 6.35 -

-

- 432000 20 0.1457 7.29

540 20 0.0000 0.00 -

480 20 0.0000 0.00 -

-

518400 20 0.1615 8.08 -

-

- 604800 20 0.1777 8.89

1200 20 0.0007 0.04 -

600 20 0.0000 0.00 -

-

691200 20 0.1939 9.70 -

-

- 777600 20 0.2046 10.2

2400 20 0.0024 0.12 -

1800 20 0.0016 0.08 -

-

864000 20 0.2116 10.6 -

-

- 950400 20 0.2238 11.2

3600 20 0.0041 0.21 -

3000 20 0.0034 0.17 -

-

1036800 20 0.2412 12.1 -

-

- 1123200 20 0.2698 13.5

14400 20 0.0115 0.58 -

7200 20 0.0070 0.35 -

-

1209600 20 0.2935 14.7 -

-

- 1296000 20 0.3138 15.7

28800 20 0.0166 0.83 -

21600 20 0.0143 0.72 -

-

1382400 20 0.3353 16.8 -

-

- 1468800 20 0.3505 17.5

43200 20 0.0201 1.01 -

36000 20 0.0184 0.92 -

-

1555200 20 0.3616 18.1 -

-

- 1641600 20 0.3688 18.4

57600 20 0.0229 1.15 -

50400 20 0.0216 1.08 -

-

1728000 20 0.3747 18.7 -

-

- 1814400 20 0.3792 19.0

特 記 事項

64800 20 0.0243 1.22 - 1900800 20 0.3837 19.2 -



内径 cm

高 さ cm cm

cm

cm2

cm3

g

特記事項

-2160000 20 0.3863 19.3 -

2073600 20 0.3861 19.3 - -

吸水
膨張率
L s  ％

荷重
F  N

吸水
膨張応力

 s  kN/m2

1987200 20 0.3856 19.3 - -

経過時間
s

水温
℃

軸変位量

H   cm

吸水
膨張率
L s  ％

荷重
F  N

吸水
膨張応力

 s  kN/m2

経過時間
s

水温
℃

軸変位量

H   cm

m d g 60.00

試 験 中 20

吸水後質量 m 1 g 85.53

試験終了時 20 湿 潤 質 量 m 0 76.46 乾 燥 質 量

体 積 V 1 cm3 47.55

水
温
℃

試験開始時 20 体 積 V 0 39.86

高 さ H 1 cm 2.386

載荷荷重 N 0.0 断 面 積 A 19.93

質 量 g 177.48 高 さ H 0 2.000

試 験 後 供 試 体

2.000 直 径 D 5.038 軸 変 位 量 H cm 0.386

含水調整方法 - 供 試 体 No. 2

リ
ン
グ

6.000 試 験 前 供 試 体

試料番号 （深さ） B-2 ( 10.50 ～ 10.65 m ) 試 験 者 小暮　学

JGS     2121 岩石の吸水膨張試験（膨張率・測定）

調査件名
平成27年度 新施設整備事業 地質調査業務委託
（伊豆市佐野地区） 試験年月日 平成27年9月2日



内径 cm

高 さ cm cm

cm

cm2

cm3

g

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

JGS     2121 岩石の吸水膨張試験（膨張率・測定）

調査件名
平成27年度 新施設整備事業 地質調査業務委託
（伊豆市佐野地区） 試験年月日 平成27年9月2日

試料番号 （深さ） B-2 ( 10.50 ～ 10.65 m ) 試 験 者 小暮　学

含水調整方法 - 供 試 体 No. 3

リ
ン
グ

6.000 試 験 前 供 試 体 試 験 後 供 試 体

2.000 直 径 D 5.008 軸 変 位 量 H cm 0.238

質 量 g 177.17 高 さ H 0 2.000 高 さ H 1 cm 2.238

載荷荷重 N 0.0 断 面 積 A 19.70 体 積 V 1 cm3 44.09

水
温
℃

試験開始時 20 体 積 V 0 39.40 吸水後質量 m 1 g 78.78

試験終了時 20 湿 潤 質 量 m 0 73.28 乾 燥 質 量 m d g 54.92

試 験 中 20

経過時間
s

水温
℃

軸変位量

H   cm

吸水
膨張率
L s  ％

荷重
F  N

吸水
膨張応力

 s  kN/m2

経過時間
s

水温
℃

軸変位量

H   cm

吸水
膨張率
L s  ％

荷重
F  N

吸水
膨張応力

 s  kN/m2

0 20 0.0000 0.00 - - 72000 0.1063 5.32 -

10 20 0.0000 0.00 - -

20 20 0.0000 0.00 -

20

-

79200 20 0.1089 5.45 -

-

- 86400 20 0.1109 5.55

40 20 0.0000 0.00 -

30 20 0.0000 0.00 -

-

108000 20 0.1147 5.74 -

-

- 129600 20 0.1185 5.93

60 20 0.0000 0.00 -

50 20 0.0000 0.00 -

-

151200 20 0.1214 6.07 -

-

- 172800 20 0.1232 6.16

180 20 0.0000 0.00 -

120 20 0.0000 0.00 -

-

194400 20 0.1249 6.25 -

-

- 216000 20 0.1264 6.32

300 20 0.0006 0.03 -

240 20 0.0002 0.01 -

-

237600 20 0.1276 6.38 -

-

- 259200 20 0.1288 6.44

420 20 0.0017 0.09 -

360 20 0.0012 0.06 -

-

345600 20 0.1332 6.66 -

-

- 432000 20 0.1373 6.87

540 20 0.0027 0.14 -

480 20 0.0022 0.11 -

-

518400 20 0.1409 7.05 -

-

- 604800 20 0.1440 7.20

1200 20 0.0072 0.36 -

600 20 0.0031 0.16 -

-

691200 20 0.1471 7.36 -

-

- 777600 20 0.1542 7.71

2400 20 0.0127 0.64 -

1800 20 0.0101 0.51 -

-

864000 20 0.1620 8.10 -

-

- 950400 20 0.1697 8.49

3600 20 0.0168 0.84 -

3000 20 0.0147 0.74 -

-

1036800 20 0.1760 8.80 -

-

- 1123200 20 0.1826 9.13

14400 20 0.0425 2.13 -

7200 20 0.0273 1.37 -

-

1209600 20 0.1913 9.57 -

-

- 1296000 20 0.1991 9.96

28800 20 0.0596 2.98 -

21600 20 0.0519 2.60 -

-

1382400 20 0.2093 10.5 -

-

- 1468800 20 0.2157 10.8

43200 20 0.0794 3.97 -

36000 20 0.0669 3.35 -

-

1555200 20 0.2185 10.9 -

-

- 1641600 20 0.2213 11.1

57600 20 0.0985 4.93 -

50400 20 0.0916 4.58 -

-

1728000 20 0.2256 11.3 -

-

- 1814400 20 0.2297 11.5

特 記 事項

64800 20 0.1032 5.16 - 1900800 20 0.2330 11.7 -



内径 cm

高 さ cm cm

cm

cm2

cm3

g

特記事項

-2160000 20 0.2380 11.9 -

2073600 20 0.2374 11.9 - -

吸水
膨張率
L s  ％

荷重
F  N

吸水
膨張応力

 s  kN/m2

1987200 20 0.2352 11.8 - -

経過時間
s

水温
℃

軸変位量

H   cm

吸水
膨張率
L s  ％

荷重
F  N

吸水
膨張応力

 s  kN/m2

経過時間
s

水温
℃

軸変位量

H   cm

m d g 54.92

試 験 中 20

吸水後質量 m 1 g 78.78

試験終了時 20 湿 潤 質 量 m 0 73.28 乾 燥 質 量

体 積 V 1 cm3 44.09

水
温
℃

試験開始時 20 体 積 V 0 39.40

高 さ H 1 cm 2.238

載荷荷重 N 0.0 断 面 積 A 19.70

質 量 g 177.17 高 さ H 0 2.000

試 験 後 供 試 体

2.000 直 径 D 5.008 軸 変 位 量 H cm 0.238

含水調整方法 - 供 試 体 No. 3

リ
ン
グ

6.000 試 験 前 供 試 体

試料番号 （深さ） B-2 ( 10.50 ～ 10.65 m ) 試 験 者 小暮　学

JGS     2121 岩石の吸水膨張試験（膨張率・測定）

調査件名
平成27年度 新施設整備事業 地質調査業務委託
（伊豆市佐野地区） 試験年月日 平成27年9月2日



1

湿潤

高 さ H 0 cm 9.965

直 径 D 0 cm 4.931

質 量 m g 422.89

湿 潤 密 度  t g/cm3 2.222

含 水 比 w ％ 13.3

一軸圧縮強さ q u MN/m2 11.9

破壊ひずみ  f ％ 0.45

変 形 係 数 E s,50 MN/m2 2705

No. 1

No.

No.

No.

供試体の
破壊状況

ボーリング 試 料 の 状 態

平成27年9月8日

小暮　学

JGS     2521

試料番号

調査件名 試験年月日

試 験 者

特 記 事 項

荷重計容量

ひずみ速度

試 料 の 種 類

採 取 方 法

供試体作製方法

％/min

kN

岩 石 の 一 軸 圧 縮 試 験

端面整形

50

0.1

供 試 体 No.

平成27年度 新施設整備事業 地質調査業務委託
（伊豆市佐野地区）

B-1　　( 11.15 ～ 11.30 m )

0

6

12

18

24

30

0.0 0.5 1.0 1.5 2.0 2.5 3.0

軸
方
向
応
力

 a
(M
N
/
m
2
)

軸ひずみ a （％）

応力－ひずみ曲線



1

湿潤

高 さ H 0 cm 9.993

直 径 D 0 cm 5.069

質 量 m g 386.76

湿 潤 密 度  t g/cm3 1.918

含 水 比 w ％ 31.1

一軸圧縮強さ q u MN/m2 0.0793

破壊ひずみ  f ％ 1.41

変 形 係 数 E s,50 MN/m2 20.0

No. 1

No.

No.

No.

供試体の
破壊状況

ボーリング 試 料 の 状 態

平成27年9月8日

小暮　学

JGS     2521

試料番号

調査件名 試験年月日

試 験 者

特 記 事 項

荷重計容量

ひずみ速度

試 料 の 種 類

採 取 方 法

供試体作製方法

％/min

kN

岩 石 の 一 軸 圧 縮 試 験

端面整形

0.5

0.1

供 試 体 No.

平成27年度 新施設整備事業 地質調査業務委託
（伊豆市佐野地区）

B-2　　( 10.65 ～ 11.00 m )

0.00

0.06

0.12

0.18

0.24

0.30

0.0 1.0 2.0 3.0 4.0 5.0 6.0

軸
方
向
応
力

 a
(M
N
/
m
2
)

軸ひずみ a （％）

応力－ひずみ曲線



受付No.19117
報告書No.H270550
平成27年9月11日

伊豆市伊豆の国市廃棄物処理施設組合殿

｛件名］岩石分析
一平成27年度新施設整備事業
地質調査業務委託（伊豆市佐野地区）一

土壌研究室中根秀二

分析担当者高橋裕美

分析試験報 告書
平成27年8月26日ご依頼を受けました試料の分析試験結果を下記のとおり報告致します。

記

［試料1 岩石 l点（依頼者持ち込み）

試料名 ：B-2 10.50～10.65m 

｛分析試験結果及び方法1 ｜別表のとおり

［備考］ ｜記載事項特になし

分析試験結果

分析項目 単位 測定値 分析方法

陽イオン交換容量（CEC) meq/lOOg* 70.9 土の陽イオン交換容量の試験方法「JGS026l」

［特記事項］
( 1) 単位は旧単位で表示。単位の＊印は乾土あたり。

(2) mea：ミリ当量。



   土 質 試 験 結 果 一 覧 表 （基礎地盤）

調査件名 整理年月日

整理担当者

試 料 番 号

（ ）深 さ

一

般

湿 潤 密 度

乾 燥 密 度

土粒子の密度

自然含水比

間 隙 比

飽 和 度

粒

度

石 分

礫 分

砂 分

シルト分

粘 土 分

最 大 粒 径

均 等 係 数

コ
ン
シ
ス
テ
ン
シ
ー
特
性

液 性 限 界

塑 性 限 界

塑 性 指 数

分

類

地盤材料の

分 類 名

分 類 記 号

圧

密

試 験 方 法

圧 縮 指 数

圧密降伏応力

一

軸

圧

縮

一軸圧縮強さ

せ

ん

断

試 験 条 件

全 応 力

有効応力

ρt

ρd

ρs

w n

ｅ

Ｓr

g/cm3

g/cm3

g/cm3

％

％

（７５ｍｍ以上）

（２～７５ｍｍ）

（０．０７５～２ｍｍ）

（０．００５～０．０７５ｍｍ）

（０．００５ｍｍ未満）

Ｕc

％

％1)

％1)

％1)

％1)

mm

w L

w p

Ｉp

％

％

Ｃc

ｐc kN/m2

qu kN/m2

ｃ

φ

ｃ′

φ′

kN/m2

°

kN/m2

°

特記事項 1) 石分を除いた75mm未満の土質材料

に対する百分率で表す。

[1kN/m2≒0.0102kgf/cm2]

密
度
及
び
吸
水
率

平成27年度 新施設整備事業 地質調査業務委託
(伊豆市佐野地区) 平成 27年 9月 11日

大井　寿彦

B-2

(10.65～11.00m)

2.725

28.8

0.0

2.6

56.8

40.6

-

2

141.4

30.0

111.4

火山灰質粘性土

(VH2)

(Ⅱ型)

一軸圧縮強さ qu

一軸圧縮強さ qu

一軸圧縮強さ qu

kN/m2

kN/m2

kN/m2

user
テキストボックス
2.岩石試験(その2)

user
楕円


user
楕円

user
楕円

user
楕円


user
テキストボックス
地層記号

user
テキストボックス
代表N値

user
テキストボックス
試料N値

user
テキストボックス
Tf

user
テキストボックス
30

user
テキストボックス
32

user
長方形



   J I S A 1 2 0 2

J G S 0 1 1 1
土 粒 子 の 密 度 試 験 （測定）

調査件名 試験年月日

試 験 者

試 料 番 号 ( 深  さ )

ピ ク ノ メ ー タ ー No.

(試料＋蒸留水＋ピクノメーター)の質量 m b g

m bをはかったときの内容物の温度 T ℃

T℃における蒸留水の密度 ρw( T )g/cm
3

温度T℃の蒸留水を満たしたときの
(蒸留水＋ピクノメーター)質量 m a g

1)

試 料 の

炉乾燥質量

容 器 No.

(炉乾燥試料＋容器)質量g

容 器 質 量 g

m s g

土 粒 子 の 密 度 ρs g/cm3

平 均 値 ρs g/cm3

試 料 番 号 ( 深  さ )

ピ ク ノ メ ー タ ー No.

(試料＋蒸留水＋ピクノメーター)の質量 m b g

m bをはかったときの内容物の温度 T ℃

T℃における蒸留水の密度 ρw( T )g/cm
3

温度T℃の蒸留水を満たしたときの
(蒸留水＋ピクノメーター)質量 m a g

1)

試 料 の

炉乾燥質量

容 器 No.

(炉乾燥試料＋容器)質量g

容 器 質 量 g

m s g

土 粒 子 の 密 度 ρs g/cm3

平 均 値 ρs g/cm3

試 料 番 号 ( 深  さ )

ピ ク ノ メ ー タ ー No.

(試料＋蒸留水＋ピクノメーター)の質量 m b g

m bをはかったときの内容物の温度 T ℃

T℃における蒸留水の密度 ρw( T )g/cm
3

温度T℃の蒸留水を満たしたときの
(蒸留水＋ピクノメーター)質量 m a g

1)

試 料 の

炉乾燥質量

容 器 No.

(炉乾燥試料＋容器)質量g

容 器 質 量 g

m s g

土 粒 子 の 密 度 ρs g/cm3

平 均 値 ρs g/cm3

特記事項
1) ピクノメーターの検定結果から求める。

ρs ＝
m s

m s ＋( )m a －m b

×ρw( T )

平成27年度 新施設整備事業 地質調査業務委託
(伊豆市佐野地区) 平成 27年 9月 7日

小暮　学

B-2 (10.65～11.00m)

79

155.234

22.0

0.99777

148.319

306

69.192

58.257

10.935

2.714

80

144.649

22.0

0.99777

137.638

328

66.777

55.734

11.043

2.733

2.725

81

155.134

22.0

0.99777

148.435

274

72.357

61.795

10.562

2.728



   J I S A 1 2 0 3

J G S 0 1 2 1 土 の 含 水 比 試 験

調査件名 試験年月日

試 験 者

試料番号（深さ）

容 器 No.

m a g

m b g

m c g

w ％

平 均 値 w ％

特 記 事 項

試料番号（深さ）

容 器 No.

m a g

m b g

m c g

w ％

平 均 値 w ％

特 記 事 項

試料番号（深さ）

容 器 No.

m a g

m b g

m c g

w ％

平 均 値 w ％

特 記 事 項

試料番号（深さ）

容 器 No.

m a g

m b g

m c g

w ％

平 均 値 w ％

特 記 事 項

試料番号（深さ）

容 器 No.

m a g

m b g

m c g

w ％

平 均 値 w ％

特 記 事 項

w＝
m a － m b

m b － m c

×100
m a

m b

m c

：(試料＋容器)質量

：(炉乾燥試料＋容器)質量

：容器質量

平成27年度 新施設整備事業 地質調査業務委託
(伊豆市佐野地区) 平成 27年 9月 7日

小暮　学

28.8

B-2 (10.65～11.00m)

629

210.89

188.10

108.63

28.7

562

179.70

163.87

108.34

28.5

597

192.06

175.70

119.42

29.1



   J I S A 1 2 0 4

J G S 0 1 3 1 土 の 粒 度 試 験 （粒径加積曲線）

調査件名 試験年月日

試 験 者

試料番号

（深　さ）

試 料 番 号

（深　　　　さ）

ふ

る

い

分

析

沈

降

分

析

粒 径 mm 通過質量百分率％

75

53

37.5

26.5

19

 9.5

 4.75

 2

 0.850

 0.425

 0.250

 0.106

 0.075

粒 径 mm 通過質量百分率％

75

53

37.5

26.5

19

 9.5

 4.75

 2

 0.850

 0.425

 0.250

 0.106

 0.075

粗 礫 分

中 礫 分

細 礫 分

粗 砂 分

中 砂 分

細 砂 分

シ ル ト 分

粘 土 分

2mmふるい通過質量百分率

425μmふるい通過質量百分率

75μmふるい通過質量百分率

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

最 大 粒 径

60　 ％ 粒 径

50　 ％ 粒 径

30　 ％ 粒 径

10　 ％ 粒 径

均 等 係 数

曲 率 係 数

土 粒 子 の 密 度

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

60

50

30

10

Ｕc

Ｕc′

ρs

mm

mm

mm

mm

mm

g/cm3

使用した分散剤

溶液濃度，溶液添加量

粘 土 シ ル ト 細 砂 中 砂 粗 砂 細 礫 中 礫 粗 礫

特記事項

20　 ％ 粒 径 Ｄ20 mm

平成27年度 新施設整備事業 地質調査業務委託
(伊豆市佐野地区) 平成 27年 9月 9日

小暮　学

B-2

(10.65～11.00m)

100.0

99.7

99.4

99.2

98.7

97.4

0.0416 88.6

0.0303 81.4

0.0200 71.1

0.0120 59.7

0.0087 52.5

0.0063 45.3

0.0033 33.0

0.0014 20.6

B-2

(10.65～11.00m)

-

-

-

0.3

0.5

1.8

56.8

40.6

100.0

99.4

97.4

2

0.012

0.0078

0.0028

-

-

-

2.725

ヘキサメタ燐酸ナトリウム

，10ml

0.0013

粒 径 (mm)

通
過
質
量
百
分
率
 
（
％
）

75194.7520.8500.2500.0750.005

0.001 0.01 0.1 1.0 10 10050
0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

粒径加積曲線

B-2 (10.65m～11.00m)



   土の液性限界・塑性限界試験 （試験結果）
J I S A 1 2 0 5

J G S 0 1 4 1

調査件名 試験年月日

試 験 者

含
水

比
w

（
％
）

落 下 回 数試料番号（深さ）

液性限界試験 塑性限界試験 液性限界 w L ％

落下回数 含水比 w ％ 含水比 w ％

塑性限界 w p ％

塑性指数 I p

試料番号（深さ）

液性限界試験 塑性限界試験 液性限界 w L ％

落下回数 含水比 w ％ 含水比 w ％

塑性限界 w p ％

塑性指数 I p

試料番号（深さ）

液性限界試験 塑性限界試験 液性限界 w L ％

落下回数 含水比 w ％ 含水比 w ％

塑性限界 w p ％

塑性指数 I p

試料番号（深さ）

液性限界試験 塑性限界試験 液性限界 w L ％

落下回数 含水比 w ％ 含水比 w ％

塑性限界 w p ％

塑性指数 I p

特記事項

平成27年度 新施設整備事業 地質調査業務委託
(伊豆市佐野地区) 平成 27年 9月 9日

小暮　学

B-2 (10.65～11.00m)

44 130.4

36 134.6

28 138.9

22 143.5

17 148.5

12 156.8

29.4

30.4

30.2

141.4

30.0

111.4

流動曲線

5

5

10

10

15

15

20

20

25

25

30

30

40

40

50

50

110

130

150

170

190

141.4 %

If =  45.9



 J G S 0 0 5 1 地 盤 材 料 の 工 学 的 分 類

調査件名 試験年月日

試 験 者

試 料 番 号

（ 深 さ ）

石 分

礫 分

砂 分

細 粒 分

シルト分

粘 土 分

最 大 粒 径

均 等 係 数

液 性 限 界

塑 性 限 界

塑 性 指 数

地盤材料の分類名

分 類 記 号

凡 例 記 号

(75mm以上)

(2～75mm)

(0.075～2mm)

(0.075mm未満)

(0.005～0.075mm)

(0.005mm未満)

％

％

％

％

％

％

％

％

mm

U c

w L

w p

Ip

特記事項 1) 主に観察と塑性図で判別分類

平成27年度 新施設整備事業 地質調査業務委託
(伊豆市佐野地区) 平成 27年 9月 10日

小暮　学

B-2

(10.65～11.00m)

0.0

2.6

97.4

56.8

40.6

2

-

141.4

30.0

111.4

火山灰質粘性土

(Ⅱ型)

(VH2)

○

0 20 50 100 150 200
  0
  6

 20

 50

100

塑 性 図

液 性 限 界 w L （％）

塑
性
指
数
I
p

(CL)

(ML)

(CH)

(MH)

B線

A線

A線:  =0.73(   -20)

B線:  =50

I p L

L

w
w

○

三角座標

  
0
  
5

 1
5

 5
0

 8
5

 9
5
10
0

  0  5

 15

 50

 85

 95100

0

5

15

50

85

95

100

  
0

 1
5

 5
0

 8
5

10
0

  0

 50

 85

100

0

15

50

100

  
0
  
5

 1
5

 5
0

 8
5

 9
5
10
0

  0  5

 15

 50

 85

 95100

0
5

15

50

85

95
100

礫
　
分
（
2～
75
mm
）
（
％
） 細
粒
分
（
0.075mm未

満
）
（
％
）

砂　分（0.075～2mm）（％）

(a) 中分類用三角座標

Fm
1）

{G} {GS}

{GF}

{SG} {S}

{SF}

(b) 粗粒土の小分類および細粒土の
細分類用三角座標

(G)

(G
-F
)

(G
F)

(F
G)

(F
-G
)

(F)

(G-S)

(G-FS)

(GF-S)

(FG-S)

(F-SG)

(F-S)

(GS)

(GS-F)

(GFS)

(FSG)

(FS-G)

(FS)

(SG)

(SG-F)

(SFG)
(SF-G)

(SF)

(S-G)

(S-FG)

(S-F)

(S)

○



 

 

 

 

N 値 集 計 表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



平成27年度　新施設整備事業　地質調査業務委託（伊豆市佐野地区）

N値集計表

N値 特異値 N値 特異値 N値 特異値 N値 特異値 N値 特異値 N値 特異値 N値 特異値

B-1 2 2 8 8 12

2 8 3

7 5

20 5

3 8

12

B-2 8 6 1 27

12 4 38

1 21

36

18

32

34

31

B-3 2 22 22

10

8

10

6

7

8

8

平均 - 2.0 4.0 12.0 10.0 8.9 29.6

標準偏差n-1※1 - 0.0 3.5 7.1 6.9 4.6 7.1

変動係数v※2 - 0.0 0.9 0.6 0.7 0.5 0.2

N値の設定1.2　※3 - 1 2 2 2 2 1

平均-1/2標準偏差 - 2.0 2.3 8.4 13.5 ※4 11.2 ※4 26.1

代表N値 - 2 2 8 50/14 50/11 30

最大値 0 2 8 22 20 22 38

最小値 0 2 2 6 4 3 18

G層とTS層の値はN値50に対する貫入量

B-2の深度1.15～1.25mの3/11＝8.1/30≒8(As層)とする。

※1 標準偏差はσn-1

※2 変動係数は標準偏差/平均 ※4 平均+1/2標準偏差

※3

出典：「基礎工　2009 vol.37,No4」P11

道路橋基礎設計に用いる地盤物性値の評価

地層記号

B Ac TSTd TfGAs



 

 

 

 

上載圧考慮φ計算書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



道路橋示方書1共通編・4下部構造編　同解説　平成24年3月(社)日本道路協会

土地改良事業計画設計基準　設計「農道」基準書・技術書　(社)農業土木学会(平成17年3月)

①有効上載圧100ｋN/m2相当に換算したN値（N1)を求める。

σ´v＝γt
1
・hw＋γ´t

2
・（x－hw）

N1： 有効上載圧100ｋN/m2相当に換算したN値。ただし、原位置のσ´ｖが

σ´v＜50ｋN/m2である場合には、σ´v＝50ｋN/m2として算出する。

σ´v： 有効上載圧（ｋN/m2）で、標準貫入試験を実施した時点の値

N： 標準貫入試験から得られるN値

γt
1
： 地下水位面より浅い位置での土の単位体積重量（kN/m3)

γ´t
2
： 地下水位面より深い位置での土の単位体積重量（kN/m3)

x： 地表面からの深さ（m）

hw： 地下水位の深さ（m）

②砂地盤のせん断抵抗角φを求める。

φ＝ 4.8・logN1＋21　　（N＞5）

φ： 砂地盤のせん断抵抗角（内部摩擦角）(度）

N1： 上記①により求める換算N値

　 *logは自然対数(計算式上はLN）

N値 γt(kN/m3) σ´v N1 φ 平均 √（15N）+15 平均

B-1

1.3 2 14 20.4
2.83 26.00 20.48

Ac
2.335 1.62 14 34.89

2.30 24.99 25.49 19.93 20.20

As
3.335 1.62 17 42.53

2.30 24.99 24.99 19.93 19.93

Td
4.3 8 19 50.88

11.25 32.62 32.62 25.95 25.95

5.19 187.5 20 59.46
246.22 47.43 68.03

6.19 187.5 20 69.66
228.23 47.07 68.03

7.035 107 20 78.27
122.68 44.09 55.06

8.25 75 20 90.67
79.36 41.99 48.54

G
9.015 107 20 98.47

107.97 43.47 44.81 55.06 58.95

10.21 125 21 111.12
117.33 43.87 58.30

11.02 500.0 21 120.14 447.04 50.29 101.60

12.13 300.0 21 132.57 251.76 47.54 82.08

13.13 300.0 21 143.77 238.57 47.28 82.08

14.14 187.5 21 155.13 141.58 44.77 68.03

TS 15.21 125.0 21 167.12 89.62 42.58 - 58.30 -

2mの扱い： Ac層にする。

7mと9mのN値： 礫障害値なので地層の代表N値50/14≒107とする。

B-1B-1B-1B-1

上載圧上載圧上載圧上載圧をををを考慮考慮考慮考慮したしたしたした砂地盤砂地盤砂地盤砂地盤のせんのせんのせんのせん断抵抗角断抵抗角断抵抗角断抵抗角φφφφのののの推定式推定式推定式推定式

N1＝

170N

σ´v+70

従来式②

孔番 地層 深度x(m)

①



道路橋示方書1共通編・4下部構造編　同解説　平成24年3月(社)日本道路協会

土地改良事業計画設計基準　設計「農道」基準書・技術書　(社)農業土木学会(平成17年3月)

①有効上載圧100ｋN/m2相当に換算したN値（N1)を求める。

σ´v＝γt
1
・hw＋γ´t

2
・（x－hw）

N1： 有効上載圧100ｋN/m2相当に換算したN値。ただし、原位置のσ´ｖが

σ´v＜50ｋN/m2である場合には、σ´v＝50ｋN/m2として算出する。

σ´v： 有効上載圧（ｋN/m2）で、標準貫入試験を実施した時点の値

N： 標準貫入試験から得られるN値

γt
1
： 地下水位面より浅い位置での土の単位体積重量（kN/m3)

γ´t
2
： 地下水位面より深い位置での土の単位体積重量（kN/m3)

x： 地表面からの深さ（m）

hw： 地下水位の深さ（m）

②砂地盤のせん断抵抗角φを求める。

φ＝ 4.8・logN1＋21　　（N＞5）

φ： 砂地盤のせん断抵抗角（内部摩擦角）(度）

N1： 上記①により求める換算N値

　 *logは自然対数(計算式上はLN）

N値 γt(kN/m3) σ´v N1 φ 平均 √（15N）+15 平均

B-2
1.31 5.63 19 12.19

7.98 30.97 24.19

Td
2.3 12 19 21.3

17.00 34.60 32.78 28.42 26.30

3.045 107 20 28.5
151.58 45.10 55.06

4.17 375 20 39.97
531.25 51.12 90.00

G
5.135 107 20 49.81

151.58 45.10 47.11 55.06 66.71

6.3 27 19 61.1
35.01 38.07 35.12

7.3 38 19 70.3
46.04 39.38 38.87

8.3 21 19 79.5
23.88 36.23 32.75

9.3 36 19 88.7
38.56 38.53 38.24

10.3 18 19 97.9
18.23 34.93 31.43

11.30 32.0 19 107.10 30.72 37.44 36.91

12.30 34.0 19 116.30 31.03 37.49 37.58

Tf 13.30 31.0 19 125.50 26.96 36.81 - 36.56 -

1mの扱い： Td層にする。

3mと5mのN値： 礫障害値なので地層の代表N値50/14≒107とする。

地層 深度x(m)

① ② 従来式

B-2B-2B-2B-2

上載圧上載圧上載圧上載圧をををを考慮考慮考慮考慮したしたしたした砂地盤砂地盤砂地盤砂地盤のせんのせんのせんのせん断抵抗角断抵抗角断抵抗角断抵抗角φφφφのののの推定式推定式推定式推定式

N1＝

170N

σ´v+70

孔番



道路橋示方書1共通編・4下部構造編　同解説　平成24年3月(社)日本道路協会

土地改良事業計画設計基準　設計「農道」基準書・技術書　(社)農業土木学会(平成17年3月)

①有効上載圧100ｋN/m2相当に換算したN値（N1)を求める。

σ´v＝γt
1
・hw＋γ´t

2
・（x－hw）

N1： 有効上載圧100ｋN/m2相当に換算したN値。ただし、原位置のσ´ｖが

σ´v＜50ｋN/m2である場合には、σ´v＝50ｋN/m2として算出する。

σ´v： 有効上載圧（ｋN/m2）で、標準貫入試験を実施した時点の値

N： 標準貫入試験から得られるN値

γt
1
： 地下水位面より浅い位置での土の単位体積重量（kN/m3)

γ´t
2
： 地下水位面より深い位置での土の単位体積重量（kN/m3)

x： 地表面からの深さ（m）

hw： 地下水位の深さ（m）

②砂地盤のせん断抵抗角φを求める。

φ＝ 4.8・logN1＋21　　（N＞5）

φ： 砂地盤のせん断抵抗角（内部摩擦角）(度）

N1： 上記①により求める換算N値

　 *logは自然対数(計算式上はLN）

N値 γt(kN/m3) σ´v N1 φ 平均 √（15N）+15 平均

B-3

As
1.315 1.82 17 13.87

2.58 25.55 25.55 20.22 20.22

Td
2.3 22 19 21.56

31.17 37.51 37.51 33.17 33.17

3.26 68.18 21 30.71
96.59 42.94 46.98

4.2 150 21 41.24
212.50 46.72 62.43

5.14 187.5 21 51.76
261.79 47.72 68.03

6.2 150 21 63.64
190.81 46.21 62.43

7.13 250 21 74.06
295.02 48.30 76.24

8.135 214.29 21 85.31
234.56 47.20 71.70

9.14 187.5 21 96.57
191.36 46.22 68.03

TS 10.14 187.5 21 107.77 179.30 45.91 - 68.03 -

① ② 従来式

B-3B-3B-3B-3

上載圧上載圧上載圧上載圧をををを考慮考慮考慮考慮したしたしたした砂地盤砂地盤砂地盤砂地盤のせんのせんのせんのせん断抵抗角断抵抗角断抵抗角断抵抗角φφφφのののの推定式推定式推定式推定式

N1＝

170N

σ´v+70

孔番 地層 深度x(m)



 

 

 

 

岩盤定数計算書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



中日本高速道路(株) 設計要領 第二集によるD級岩盤等の内部摩擦角推定計算書

日本道路公団 設計要領 第2集によるD級岩盤等のせん断強度推定計算書 計算方法1/2

中日本高速道路(株)　平成24年7月発行　「設計要領 第二集 橋梁建設編」

“4章基礎構造　2.設計に関する一般事項　2-2地盤の分類と設計用地盤定数

　2-2-4岩盤の設計用地盤定数”

（P4-7～4-12）よりの抜粋

　30ｃｍ

換算Ｎ値＝50回 ×

50回打撃時の貫入量（ｃｍ）

砂岩・礫岩

深成岩類

安山岩

泥岩・凝灰岩

凝灰角礫岩

備　考

粘

着

力

98.1×

0.155Ｎ

0.327

98.1×

0.258Ｎ

0.334

98.1×

0.165Ｎ

0.606

(kN/m

2

) 0.218 0.384 0.464 ・log軸上の値

抵

抗

角

せ

ん

断

 5.10LogN

+29.3

6.82LogN

+21.5

0.888LogN

+19.3

logの底は

10

(度） 4.40 7.85 9.78

※粘着力の計算式は98.1を乗じ、旧単位系からSI単位系に変換した。

換算Ｎ値と

平均値の関係

標 準 偏 差

表2－4　　換算N値による場合の測定例(加筆：SI単位系に換算）

換算N値と

平均値の関係

標 準 偏 差

Ｄ級程度の比較的軟らかく岩盤物性が亀裂により支配されない岩盤の場合には、近年の研究により標

準貫入試験のＮ値あるいは換算Ｎ値が地盤の物性値と強い相関のあることが明らかにされてきた。さら

にＤ級相当の岩盤は風化やキレツの程度が激しいために、従来の方法ではサンプリングが容易でなく、

室内試験の実施が不可能となる場合が多い。従って、不撹乱試料の室内岩石試験や原位置試験による

方法が困難な場合には、下表に示す既往の研究により調査されたＮ値（換算Ｎ値）と地盤定数値の相関

図を用いて、設計用地地盤定数を推定しても良い。

同方法を適用できる範囲は、標準貫入試験の換算Ｎ値が３00以下（すなわち、50回打撃時の貫入量が5



計算方法2/2

中日本高速道路(株)　平成21年7月発行　「設計要領 第二集 橋梁建設編」

“4章基礎構造　2.設計に関する一般事項　2-2地盤の分類と設計用地盤定数

　2-2-4岩盤の設計用地盤定数より推定する方法”

（P4-11～4-12）よりの抜粋

図4-2-9 せん断定数の測定例(泥岩・凝灰岩・凝灰角れき岩)

図4-2-8 せん断定数の測定例(安山岩)

図4-2-7 せん断定数の測定例(砂岩・れき岩・深成岩)



中日本高速道路(株) 設計要領 第二集による岩盤の単位体積重量計算書

中日本高速道路(株)　平成24年7月発行　「設計要領 第二集」

“4章基礎構造　2.設計に関する一般事項　2-2地盤の分類と設計用地盤定数

　2-2-4岩盤の設計用地盤定数”

（P4-7）よりの抜粋

平均値:単位体積重量＝（1.173+0.4×Log　N）×9.807　（kN／m

3

）

地層記号 Tf TS Wtb2

30 50/11

30 50 -

30 11 -

30 136 53.8

単位体積重量γt（kN／m

3

） 17.317.317.317.3 19.919.919.919.9 18.3（1.173+0.4logN）9.807

代表N値

打撃回数(回)

貫入量(ｃｍ)

換算Ｎ値

岩石試験が行われておらず、岩盤の単位体積重量を決定することが困難な場合には、推

定により求めても良い。その参考として、下図に単位体積重量の測定例をN値（換算N値）と



中日本高速道路(株) 設計要領 第二集によるＤ級岩盤等の内部摩擦角推定計算書

砂岩・礫岩・深成岩類の粘着力

換算Ｎ値との相関式

砂岩・礫岩

深成岩類

備　考

粘

着

力

98.1×

0.155Ｎ

0.327

(kN/m

2

) 0.218 ・log軸上の値

地層記号 Tf TS

30 50/11

30 50

30 11

30 136

粘着力平均値C(kN/m2) 46.246.246.246.2 75.975.975.975.9

1.665 1.880

平均＋標準偏差(kN/m2) 76.4 125.3

平均－標準偏差(kN/m2) 28.0 45.9

代表N値

換算Ｎ値と

平均値の関係

標 準 偏 差

98.1×0.155×Ｎ

0.327

打撃回数(回)

貫入量(ｃｍ)

標準偏差=0.218

log
10
(Ｃ)

換算Ｎ値



中日本高速道路(株) 設計要領 第二集によるＤ級岩盤等の内部摩擦角推定計算書

砂岩・礫岩・深成岩類の内部摩擦角

換算Ｎ値との相関式

砂岩・礫岩

深成岩類

備　考

抵

抗

角

せ

ん

断

 5.10LogN

+29.3

(度） 4.40

地層記号 Tf TS

30 50/11

30 50

30 11

30 136

せん断抵抗角平均値φ(°) 5.10logN+29.3 36.836.836.836.8 40.240.240.240.2

平均＋標準偏差(°) 41.2 44.6

平均－標準偏差(°) 32.4 35.8標準偏差=4.40

換算Ｎ値と

平均値の関係

標 準 偏 差

代表N値

打撃回数(回)

貫入量(ｃｍ)

換算Ｎ値
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地盤の特性値　Tgの算出

件名　 平成27年度　新施設整備事業　地質調査業務委託（伊豆市佐野地区）

検討位置 B-3

位置付け

地盤の特性値Tgは、次式で求める。

Tg＝４∑（Hi/Vsi)

Tg：地盤の特性値　s

Hi：I番目の地層の厚さ　m

Vsi：I番目の地層の平均せん断弾性波速度　m/s

粘性土 Vsi=100Ni1/3　　 （１≦Ni≦25)

砂質土 Vsi= 80Ni1/3　　 （１≦Ni≦50)

Ni：標準貫入試験によるI番目の地層の平均N値 ←←←←各地層各地層各地層各地層のののの代表代表代表代表NNNN値値値値をををを使用使用使用使用

I：地表面から基盤面までn層に区分されるときの地表面からI番目の地層番号

ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ孔 B-3 検算 本調査では基盤面(概ねN値50以上)はTs層となる。

地層記号 B As Td Ts

層厚Hi  m 0.50 1.50 1.10 基盤面 3.10

代表N値Ni 1 2 8 B層のN値は1とする。

粘土、砂区別 1 2 2 粘性土：1、砂質土：2

粘性土Vsi  m/s 100100100100 126 200

砂質土Vsi  m/s 80 101101101101 160160160160

Hi/Vsi  s 0.005 0.015 0.007

４Hi/Vsi  s 0.020 0.060 0.028

Tg 0.107 →Tg値からは1種地盤となるが、

地盤種別 1種 　1種地盤の目安は洪積地盤、岩盤なので

　ここでは2種地盤として扱う。

耐震設計上の地盤種別 32頁

地盤種別 地盤の特性値TG(s) 目安

1種 TG＜0.2 良好な洪積地盤・岩盤

2種 0.2≦TG＜0.6

3種 0.6≦TG 軟弱地盤

擁壁工・軟弱地盤対策工の値

タイプⅠ タイプⅡ タイプⅠ タイプⅡ

プレート境界型 内陸直下型 プレート境界型 内陸直下型

1種地盤 0.12 0.30 0.80 1種地盤 117.6 352.8 784.0

2種地盤 0.15 0.35 0.70 2種地盤 147.0 411.6 686.0

3種地盤 0.18 0.40 0.60 3種地盤 176.4 470.4 588.0

レベル2地震動タイプⅠの地域別補正係数c1zは静岡県等の場合1.2

「道路橋示方書・同解説　5　耐震設計編」4.5耐震設計上の地盤種別　（4.5.4）式　P32(平成24年3月　日本道路協会)に基づき作成

ただし、本業務は擁壁工なので、設計水平深度は道路土工　擁壁工→軟弱地盤対策工指針　平成24年度版　平成24年8月　168頁の値を用いる。

地盤種別計算書地盤種別計算書地盤種別計算書地盤種別計算書

上に属さない沖積、洪積地盤

地震動タイプ

設計水平震度

地震動

タイプ

水平加速度gal　(設計水平震度×980)

レベル1

地震動

レベル2地震動

レベル1

地震動

レベル2地震動



地盤の特性値　Tgの算出

件名　 平成27年度　新施設整備事業　地質調査業務委託（伊豆市佐野地区）

検討位置 B-2

位置付け

地盤の特性値Tgは、次式で求める。

Tg＝４∑（Hi/Vsi)

Tg：地盤の特性値　s

Hi：I番目の地層の厚さ　m

Vsi：I番目の地層の平均せん断弾性波速度　m/s

粘性土 Vsi=100Ni1/3　　 （１≦Ni≦25)

砂質土 Vsi= 80Ni1/3　　 （１≦Ni≦50)

Ni：標準貫入試験によるI番目の地層の平均N値 ←←←←各地層各地層各地層各地層のののの代表代表代表代表NNNN値値値値をををを使用使用使用使用

I：地表面から基盤面までn層に区分されるときの地表面からI番目の地層番号

ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ孔 B-2 検算 本調査では基盤面(概ねN値50以上)はTf層となる。

地層記号 B As Td G Tf

層厚Hi  m 0.30 0.95 1.45 3.00 基盤面 5.70

代表N値Ni 1 2 8 50 B層のN値は1とする。

粘土、砂区別 1 2 2 2 粘性土：1、砂質土：2

粘性土Vsi  m/s 100100100100 126 200 368

砂質土Vsi  m/s 80 101101101101 160160160160 295295295295

Hi/Vsi  s 0.003 0.009 0.009 0.010

４Hi/Vsi  s 0.012 0.038 0.036 0.041

Tg 0.127 →Tg値からは1種地盤となるが、

地盤種別 1種 　1種地盤の目安は洪積地盤、岩盤なので

　ここでは2種地盤として扱う。

耐震設計上の地盤種別 32頁

地盤種別 地盤の特性値TG(s) 目安

1種 TG＜0.2 良好な洪積地盤・岩盤

2種 0.2≦TG＜0.6

3種 0.6≦TG 軟弱地盤

擁壁工・軟弱地盤対策工の値

タイプⅠ タイプⅡ タイプⅠ タイプⅡ

プレート境界型 内陸直下型 プレート境界型 内陸直下型

1種地盤 0.12 0.30 0.80 1種地盤 117.6 352.8 784.0

2種地盤 0.15 0.35 0.70 2種地盤 147.0 411.6 686.0

3種地盤 0.18 0.40 0.60 3種地盤 176.4 470.4 588.0

レベル2地震動タイプⅠの地域別補正係数c1zは静岡県等の場合1.2

「道路橋示方書・同解説　5　耐震設計編」4.5耐震設計上の地盤種別　（4.5.4）式　P32(平成24年3月　日本道路協会)に基づき作成

ただし、本業務は擁壁工なので、設計水平深度は道路土工　擁壁工→軟弱地盤対策工指針　平成24年度版　平成24年8月　168頁の値を用いる。

地盤種別計算書地盤種別計算書地盤種別計算書地盤種別計算書

上に属さない沖積、洪積地盤

地震動タイプ

設計水平震度

地震動

タイプ

水平加速度gal　(設計水平震度×980)

レベル1

地震動

レベル2地震動

レベル1

地震動

レベル2地震動



地盤の特性値　Tgの算出

件名　 平成27年度　新施設整備事業　地質調査業務委託（伊豆市佐野地区）

検討位置 B-1

位置付け

地盤の特性値Tgは、次式で求める。

Tg＝４∑（Hi/Vsi)

Tg：地盤の特性値　s

Hi：I番目の地層の厚さ　m

Vsi：I番目の地層の平均せん断弾性波速度　m/s

粘性土 Vsi=100Ni1/3　　 （１≦Ni≦25)

砂質土 Vsi= 80Ni1/3　　 （１≦Ni≦50)

Ni：標準貫入試験によるI番目の地層の平均N値 ←←←←各地層各地層各地層各地層のののの代表代表代表代表NNNN値値値値をををを使用使用使用使用

I：地表面から基盤面までn層に区分されるときの地表面からI番目の地層番号

ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ孔 B-1 検算 本調査では基盤面(概ねN値50以上)はTs層となる。

地層記号 B Ac As Td G Ts

層厚Hi  m 1.10 1.30 1.20 1.20 4.95 基盤面 9.75

代表N値Ni 1 2 2 8 50 B層のN値は1とする。

粘土、砂区別 1 1 2 2 2 粘性土：1、砂質土：2

粘性土Vsi  m/s 100100100100 126126126126 126 200 368

砂質土Vsi  m/s 80 101 101101101101 160160160160 295295295295

Hi/Vsi  s 0.011 0.010 0.012 0.008 0.017

４Hi/Vsi  s 0.044 0.041 0.048 0.030 0.067

Tg 0.230

地盤種別 2種

耐震設計上の地盤種別 32頁

地盤種別 地盤の特性値TG(s) 目安

1種 TG＜0.2 良好な洪積地盤・岩盤

2種 0.2≦TG＜0.6

3種 0.6≦TG 軟弱地盤

擁壁工・軟弱地盤対策工の値

タイプⅠ タイプⅡ タイプⅠ タイプⅡ

プレート境界型 内陸直下型 プレート境界型 内陸直下型

1種地盤 0.12 0.30 0.80 1種地盤 117.6 352.8 784.0

2種地盤 0.15 0.35 0.70 2種地盤 147.0 411.6 686.0

3種地盤 0.18 0.40 0.60 3種地盤 176.4 470.4 588.0

レベル2地震動タイプⅠの地域別補正係数c1zは静岡県等の場合1.2

「道路橋示方書・同解説　5　耐震設計編」4.5耐震設計上の地盤種別　（4.5.4）式　P32(平成24年3月　日本道路協会)に基づき作成

ただし、本業務は擁壁工なので、設計水平深度は道路土工　擁壁工→軟弱地盤対策工指針　平成24年度版　平成24年8月　168頁の値を用いる。

地盤種別計算書地盤種別計算書地盤種別計算書地盤種別計算書

上に属さない沖積、洪積地盤

地震動タイプ

設計水平震度

地震動

タイプ

水平加速度gal　(設計水平震度×980)

レベル1

地震動

レベル2地震動

レベル1

地震動

レベル2地震動






















